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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「話なんて聞きたくない。さっさと帰ってくれ」

　パティスリー・アプリコットのパティシエ、麻あさ倉くら佳よし久ひさは自ら店のドアを勢いよく開けて、無ぶ愛あい想そに云いい放つ。

　だが、ダークグレーのスーツを隙すきなく着こなした男はそんな言葉に表情を変えることなく、軽く頭を下げて返してきた。

「わかりました、今日のところは失礼します」

　腰こしを折る姿も決して卑ひ屈くつには見えず、あくまで優ゆう雅がだ。

「また後日出直しますので、もしご都合がよろしいときがあれば、お手数ですが先さき程ほどの名めい刺しに書かれているところへご連れん絡らく下さい」

「何度来られても同じだ！」

　そつのない態度が癪しやくに障さわり、佳久は思わず声を荒あららげる。

（何て云うか、このエリート然としたとこが無む性しようにムカつくんだよな……）

　スーツの仕立てのよさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、よくよく見てみると、身に着けている小物も上質のものばかりだ。

　佳久でも知っているような高級ブランドの腕うで時ど計けいに、シンプルなデザインのネクタイピン。胸むな元もとにはポケットチーフがさりげなく添そえられ、足あし下もとのプレーントウの革かわ靴ぐつはぴかぴかに磨みがき上げられている。

　軽くセットされた髪かみは、マメに手が入れられているようだし、端たん整せいなすっきりとした目鼻立ちは知性的で、薄うすい唇くちびるから発せられる声は少し低めで耳に心ここ地ちいい。

　頭を下げた瞬しゆん間かんにふわりと漂ただよってきた香かおりは、フレグランスだろうか。押しつけがましくない爽さわやかな匂においに、佳久は一瞬気を取られた。

　澄んだ空気の清すが々すがしさを思わせるすっきりとした上品な香りで、何となく気持ちが落ち着く。

（これ、何の匂いだ…？　果物の香りじゃないし、花の香りか何かがベースになってんのかな？…って、そんなこと考えてる場合じゃないだろ！）

　職しよく業ぎよう柄がらか、味だけでなく匂いにも敏びん感かんになってしまうのだが、いまは余計なことを考えている状じよう況きようじゃない。気を取り直して、目の前の男を睨にらむ目に力を込める。

「では、失礼します」

「二度と来なくていい！」　>>>♥

　吐はき捨てるように云い返したけれど、男は動じることなく帰っていった。遠とお離ざかっていくまっすぐに伸のびた広い背中を睨みながら、佳久は後ろに控ひかえていた弟の伊い吹ぶきに声をかける。

「伊吹、塩持ってこい！　そこにあんだろ」

「え、今日届いたばっかの高いやつだけど、本当にこれ撒まいちゃっていいの？」

「う……っ」

　冷静な問いかけに、言葉を詰つまらせる。さすがに、試ためし買いした高級塩をその場の勢いで使ってしまうわけにはいかないと思い直し、指示を変えた。

「じゃ、じゃあ、砂糖でいいから早く！」

　この際、撒けるものなら何でもいい。そう思って手を差し出したけれど、返ってきたのはやはり伊吹ののんびりとした声だった。

「でも、砂糖だと店の前に蟻ありが来るから、やめたほうがいいんじゃない？」

「くそっ、わかったよ……」

　微び妙みようにずれた発言に勢いが削そがれ、肩かたを落としてため息をつく。だんだん、自分の怒いかりに任せた行動がバカらしくなってきたのだ。

　佳久は脱だつ力りよくしながら店のドアを閉め、一応、いつものように念を押した。

「いいか、伊吹。あいつが来ても二度と店には入れるなよ！」

「はいはい、わかってます」

　伊吹は苦笑いしながらも頷うなずいて見せる。呆あきれられているのはわかっているけれど、この件に関しては妥だ協きようできなかった。

　いま帰っていった男は真さな田だ隼はや人とと云って、松まつ嶋しま屋や百貨店の社員だ。仰ぎよう々ぎようしい肩かた書がきが名刺に書いてあった気がしたけれど、すでにそれも佳久に丸められてポケットの中でゴミくずと化している。

　そんな人間がこんな急行電車も停とまらないような街の洋よう菓が子し店に何をしに来たかというと、松嶋屋百貨店の本店へテナントとして出店しないかという誘さそいの話をするためだった。

（デパートのやつらなんて、どうせみんな同じなんだ）

　伊吹には聞こえないよう、心の中で悪態を吐つく。

　このパティスリー・アプリコットは亡なくなった両親が開いた店だ。店の名前も母親の杏きよう子こという名前から取ったのだそうだ。

　パティスリーを名乗るのなら、フランス語で『アブリコ』と名乗るのが正しいのだが、音のイメージが可愛かわいらしいほうがいいという母の主張で、いまの名前になったらしい。

　そんな両親の店で、佳久も伊吹も幼い頃ころから甘い香りの中で育った。焼き菓子や生菓子の他ほかに、コンフィチュールなども置いている。

　それらの商品作りは、ほぼ佳久一人でこなしている。もちろん、弟の伊吹や専門学校時代の友人なども手の空いたときに手伝ってはくれているが、大量生産にはほど遠い。

　そのため、数多くは作れないけれど、味には定評があり、いまでは常連客だけでなく口コミなどの評判を耳にしたと云って、遠くから買いに来てくれる客もいる。

　───しかし、初めから順調だったわけではない。

　優やさしかった母は早くに亡くなり、男手一つで自分たちを育て上げてくれた父も佳久が高校生のときに病に倒たおれてしまった。それからというもの、店を開けることなどできるわけもなく、入院した父の看病とまだ小さかった伊吹の面めん倒どうで、佳久の毎日は過ぎていった。

　当時高校生だった佳久にとって楽な生活とは云えなかったけれど、差し入れに作った菓子の感想を、父と伊吹から聞くのは楽しかった。

（明日こそは美味おいしいって云わせてやるって思って作ってたんだよな……）

　普ふ段だんは優しい父だったけれど、菓子作りに関しては厳しかった。作った菓子を「美味うまい」と云って褒ほめられた記き憶おくは数えるほどしかない。きっと、自分の技術を少しでも伝えようとしてくれていたのだろう。

　そんな日々も、やがて終わりを告げた。

　容態が急変し、昏こん睡すい状態が続くようになった父親を亡くしたあと、佳久は看病疲づかれと喪そう失しつ感で腑ふ抜ぬけた状態になってしまった。それまで、いっぱいいっぱいの生活を送っていたため、これから先に何をしたらいいかわからなくなってしまったのだ。

　そんな佳久の目を覚まさせてくれたのは、一通の手紙だった。ある日、無記名で送られてきた手紙に励はげまされ、本格的にパティシエの道に進むことを決めたのだ。

　その名前もわからない差出人には、いまでも感謝している。

（あのとき手紙を受け取らなかったら、いまごろどうなってたか……）

　香こう典でんに添えられたその手紙には、亡き父への感謝の言葉が綴つづられていた。どういうつき合いがあったかはわからないが、生前の父に、世話になったらしい。

　文面から察すると、どうやら常連客の一人だったようだ。パティスリー・アプリコットのケーキを食べると辛つらいことがあっても元気になれた、幸せな気持ちになれるのだと書かれており、その手紙のお陰かげで佳久も思い出すことができたのだ。

　父のようなパティシエになることを夢見ていた気持ちを───。

　それからというもの、折々に手紙をくれた。コンクールで賞を取ったときや専門学校を卒業したときにはお祝いのカードを贈おくってくれたし、店を再開したときには花が届けられた。

　佳久の作ったケーキを食べた感想などが添えられていたこともあるため、店にも来てくれているのだと思うが、どの人物なのかは未いまだにわからない。

（できることなら、一度きちんとお礼をしたいんだけど……）

　もちろん、それらの手紙は全すべて大事に取ってある。落ち込んだときや迷っているときに読み返し、励みにしているのだ。

　そうして人生の目標を見み出いだした佳久は、両親が残してくれた貯金を元手にバイトをしながら製せい菓か学校に通い、卒業後、フランスへ修しゆ業ぎように行った。

　海外のコンクールでいくつかの賞を取ったあと帰国し、パティスリー・アプリコットを再開し、いまに至っている。

　現在は人を雇やとう余よ裕ゆうがないため、ほとんど全てのことを一人でこなさなければならず、体力的にキツいときもあるけれど、いまでは固定客も増え何とかやっていけるようになってきた。

　だが、評判を聞きつけて、訪おとずれるのは単なる客だけではない。さっきのように、百貨店の人間やマスコミ関係者も時折やってくる。

「話くらい聞いてあげればいいのに。今日の人は誠実そうだったと思うけど……」

「聞いても聞かなくても答えは同じなんだ。無む駄だな時間は作りたくない」

「まったく、父さんに似て頑がん固こなんだから……」

「何か云ったか？」

「別にー。俺、後片づけしてくるね」

　じろりと睨みつけると、伊吹はそそくさと厨ちゆう房ぼうへと逃げていった。

「……デパートなんて、二度と関かかわり合いにならねぇぞ」

　佳久は吐き捨てるように独りごちる。頭が固いと云われても、そう簡単に考えを変える気はなかった。

　そんな佳久の頑かたくなな態度には訳があった。

　実は百貨店の食品街、いわゆるデパ地下への出店の誘いはこれが初めてではない。以前、店を再開したばかりの頃、とある百貨店から甘い言葉で誘われ、一度だけデパ地下へ出店したことがあるのだ。

　この店を一刻も早く軌き道どうに乗せたい、そう焦あせっていた佳久はその誘いに舞まい上がってしまった。先方の云うがままに踊おどらされ、その結果は散々だった。

　イケメン兄弟の経営する洋菓子店などという不ふ名めい誉よな触ふれ込みをつけられたり、無む茶ちやな数の新作を要求され、それを無理だと云うと販売の妨ぼう害がいとも取れるような嫌いやがらせをされたり、いまでは思い出したくもないことばかりだ。

『君はここに立っていてくれるだけでいいよ。その顔があれば客は喜ぶんだから』

『どうせ、客に味の違ちがいなんてわからないんだ。商品はバイトに作らせればいい』

『コンクールで優勝したときのトロフィーとかないの？　飾かざっておけば箔はくがつくんだけどなぁ』

　彼らの心ない言葉はいまでも脳のう裏りに刻み込まれている。

　契けい約やく書の穴をついて値上がりしたテナント料や人手を増やすために無理に雇ったアルバイトへの人件費などで厳しい経営状態になってしまった上、それまで親切な対応をしてくれていたはずの担当者に脅きよう迫はくに近いセクハラを受け、佳久の忍にん耐たい力は我が慢まんの限界を超こえた。

　当時、佳久はセクハラをしてきた担当者に「訴うつたえる」と反はん撃げきしたのだが、色々と裏で手を回され、契約不ふ履り行こうと難なん癖くせをつけられる形で契約を一方的に打ち切られた。残ったのは、嫌な思い出と悪い評判、そして赤字だ。

　ビジネス上の知識不足があり、こちらに不利な契約を結んでしまったことは自じ業ごう自得だったけれど、勉強代と考えるには痛手が大きすぎた。

　そのせいで、あれ以来デパートと聞くだけで身構えるようになったのだ。二度とあんな目に遭あわないよう、他人の口車には乗らないようにと心がけている。

（とにかく、伊吹が大学卒業して就職するまでは、手て堅がたくやってくんだ）

　伊吹は大学に通っているのだが、サークルなどにも入らず、空いた時間はほとんど店の手伝いに当ててくれている。できることなら、もっと好きなことをやらせてやりたいのだが、いまは人を雇う余裕まではなかった。

　面倒をかけているぶん、心配だけはさせたくない。自立していくその日まで、亡くなった両親の代わりに自分が守っていかなくては。

　そう固く心に誓ちかっていると、不意に店のドアが開いた。

「よお、佳久。こんなところで何やってんだ？」

　クローズの看板が下がっているにも拘かかわらず、当たり前のように入ってきたのは、小学校からの幼おさな馴な染じみの野の坂さか大だい輝きだった。

「大輝…。お前こそ、何しに来たんだ」

　佳久は、会社帰りといった風ふう体ていでやって来た野坂をじろりと睨ねめつけた。大手百貨店に転職してから、一方的に絶交を申し渡わたしているのだが、いまでも毎週のように平然と店を訪れる。

（何でよりによって、デパートなんかに入ったんだか……）

　絶交と口で云っていても、友達は友達だ。何だかんだと云いつつも、結局はいつも渋しぶ々しぶといった体ていで招き入れている。

　お調子者なところもあるけれど、裏表がなく気さくな性格で憎にくめない男なのだ。ややデリカシーに欠けるところは、いい加減改めてもらいたいが。

「そろそろ新作ができる頃かなと思ってさ。あ、そうそう、さっきお前が追い返してたのって、もしかして、松嶋屋の真田隼人？」

「そうだけど……大輝、あいつのこと知ってんのか？」

　野坂の言葉に、目を瞬またたく。

「やっぱりそうか。すれ違ったときに似てるなーって思ったんだけど、本人だったんだな。真田隼人はウチの業界で知らないやつはいないってくらいの有名人だぞ。色んな噂うわさも聞くし」

　野坂は喋しやべりながら、勝手に店の奥へと入っていく。これもいつものことだ。文句を云う気にもならず、後ろをついていきながら相あい槌づちを打つ。

「どんなやつなんだ？」

「創業一族の一人なんだけど、これがただのボンボンじゃなくて、かなりの遣やり手って話だぜ。あいつが入ってから、停てい滞たい気味だった経営状態が持ち直したらしい。ただ、数字重視で物事を進めるのに手段を選ばないから、よく思っていない社員もいるって聞いた」

「へえ…」

　野坂がここまで詳くわしいということは、本当に業界内で有名なのだろう。

（見るからにエリートっぽかったもんな。あの香りもきっとどこかの有名ブランドのフレグランスなんだろうな…）

　実は、真田の去り際ぎわにふわりと漂ただよってきた香りが少し気になっていたのだ。

「気になるなら、今度あいつがインタビューされてた雑誌持ってくるよ」

「インタビュー？」

「まあ、顔も家いえ柄がらもいい男は女がほっとかないんだろ。真田にしても、デパートの宣伝になるわけだしな。でも、聞くところによると、あいつのせいで潰つぶれたり、経営を乗っ取られたりした店もあるらしいぜ。お前も気をつけろよ？」

「気をつけるも何も、俺はデパートとは二度と関わり合いにならないって決めてんだよ！」

「まだあのときのことに拘こだわってんのか？　いい加減、忘れろよ」

「お前に気安く云われたくない！」

　野坂の忠告に声を荒あららげると、後片づけをしてくれていた伊吹が厨房から顔を覗のぞかせた。

「いらっしゃい、野坂さん」

「こんばんは、伊吹ちゃん。夜遅おそくまでご苦労様」

「野坂さん、試作品のケーキ食べますよね？」

「もちろん！　あ、お茶は勝手に淹いれるからお構いなくー」

「…………」

　こういう図ずう々ずうしいところは昔から変わってない。小さい頃はよく、野坂が作ってきた面めん倒どうごとを解決しに引っ張り出されたものだ。

　野坂は事務室兼けん休きゆう憩けい室しつとして使っている部屋に足を踏ふみ入れ、小さなガスレンジで勝手にお湯を沸わかし始めた。

「佳久、お前も飲むよな？　今度、ウチで限定発売する紅茶のサンプルを土産みやげにもらってきたんだよ。味見させてもらったんだけど、けっこう美味うまかったぜ」

「そういうことを聞く前に、ガスを使っていいかの了りよう承しようを得るのが普ふ通つうだろ」

「まあ、そう固いこと云うなって。ほら、いい香りするだろう？」

　紅茶の茶葉のパッケージを開き、佳久に差し出してくる。職業柄、ついついそちらに興味が移ってしまう。

　新しい素材を目の前にすると、どうしても商品に活いかせないだろうかと考えてしまうのだ。

「あ、本当だ。ベリー系の香りがするな。あとは何だろう……この花びらはマリーゴールドか？」

　香りを嗅かぎながら、茶葉に混じっているものを検分する。

「何か甘い花みたいな匂いだよな。何が混じってんのか俺はよく知らないけど、メーカーと共同開発したらしいぜ」

　さすがは大手デパート、といったところか。沸ふつ騰とうしたお湯が茶葉の入ったティーポットに注がれると、ふわりとみずみずしい香りが漂ってきた。

　しばらく蒸むらしてからカップに注ぎ入れていると、伊吹が試作品のケーキを持ってきた。

「お待たせしました。後片づけに手間取っちゃって」

　それらはもちろん佳久が作ったものだ。新作のケーキはまずアイデアを固め、何度も試作を繰くり返す。

　試作の段階で伊吹や野坂に食べてもらい、その感想を取り入れていき、徐じよ々じよに商品として完成させていくのだ。

「お、シブーストじゃん！　さんきゅ！　こっちのタルトは？」

「シブーストは洋よう梨なし、タルトはキャラメルとカボチャ。そろそろ、季節限定品を作ろうかと思って」

　いくつかの定番と季節の素材を取り入れた期間限定の新作というのが、この店の商品のラインナップだ。

　一時期、やたらに種類を増やしたときがあったのだが、作るのが大変な上に微び妙みように売れ残ることも多かったので、人気のあるものだけに数を絞しぼったのだ。

「なるほどな。伊吹ちゃん、お茶淹れといたから、よかったら飲んでね」

「ありがとうございます」

　伊吹も仮か眠みん用の古いソファに腰を下ろし、まだ湯気の立ち上っているカップに手を伸ばす。つられて佳久も紅茶に手をつけた。

「あ、美味おいしい」

「ホント？　よかった、気に入ってもらえて。んー、やっぱり佳久の作るケーキは美味いな。フルーツの甘みが絶ぜつ妙みようだな。敢あえて難を云うなら、もうちょっとさくさくした歯は触ざわりがあったほうがいいかも」

「さくさくした歯触りね……。そっちの抹茶ムースはどうだ？」

「何か和菓子みたいな味がする。あんこがないのが物足りないな。でも、さっぱりしてて、これはこれで美味いよ」

「あんこねぇ……。一応、ウチは洋菓子店なんだがな。で？　今日は何しに来たんだよ。ケーキ食うだけのために手土産なんか持ってこないだろう、お前」

　試作品のケーキを食べている野坂の意見をメモに取りながら問う。

　野坂が何か手土産を持ってくるときは、だいたい厄やつ介かいごとも一いつ緒しよに持ち込んでくる。せっかちで先走りやすいところがあるため、昔から面倒に巻き込まれやすいのだ。

「佳久は何でもお見通しだな」

「茶ちや化かすな。どうせ、何か頼たのみごとでもあるんだろう？」

　始業式前日に夏休みの宿題を写させてくれと云ったり、初めてつき合う女の子とのデートの下見につき合ってくれと云ったり、過去の細かな出来事を挙げていくときりがない。

「お前、うちのデパートに出店しない？　俺が担当するから無む茶ちやなことも云わせないし、テナント料もそれなりに融ゆう通ずうするからさ」

「嫌いやだ。デパートはもうこりごりなんだよ」

　無む邪じや気きに云ってくる野坂に、きっぱりと断りを入れる。日ひ頃ごろ、デパート嫌ぎらいを口にしていることを知っている野坂から、そんな話を持ちかけられるとは思ってもみなかった。

　そんな俺に、野坂は空気を読まずに説教じみた説得をしてくる。

「いつまでも意地張ってないで、店をでかくすることを考えれば？　どんな手段だろうと少しでも名前を売ったほうが得だろう。俺がお前みたいな顔してたら、絶対に利用すんだけどなぁ」

「絶対出ないっつってんだろ!!　そんな話をしに来たんなら、さっさと帰れ！」

　訳知り顔で云われた言葉にキレ、思わず怒ど鳴なりつけた。あのときのことを野坂に全すべて話したわけではない。けれど、自分の気持ちはそれなりに理解してくれていると思っていた。

（無神経なこと云いやがって…！）

　あのとき味わった屈くつ辱じよくは、いまでもはっきりと胸に刻み込まれている。あんなことまでしなければいけないのなら、デパートなど一生縁えんがなくていい。

「ちょっ、まだ食い終わってないんだけど……」

「お前に食わせるものなんかない！　出てけ!!」

「わ、わかったよ」

　野坂はわたわたとカバンを持ち、店を出ていった。野坂を追い払はらい、仁に王おう立ちで立っていると伊吹の控ひかえめな声が聞こえてきた。

「最後まで食べさせてあげればよかったのに……」

「うるさい！　余計な口出しするな！　明日も学校だろう。早く寝ろ」

　何の非もない伊吹にまで八つ当たりをしてしまう自分に自己嫌けん悪おしつつも、この苛いら立だちをすぐに抑おさえるのは難しかった。

　嫌な思い出をほじくり返されたことも腹立たしかったけれど、顔のことを云われるのも好きではなかった。

　佳久は、両親から貰もらった自分の顔が嫌きらいなわけではない。それを他人にあれこれと云われて点数をつけられたり、見た目ばかりで判断されたりすることが業ごう腹はらなのだ。

　細ほそ面おもてで肌はだは白く、髪も瞳ひとみの色も漆しつ黒こくだ。髪質も硬めなため、短くしていると収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまうので、少し長めにしている。

　幼い頃はよく伊吹とセットで日本人形のようだと云われていた。伊吹は見た目通り大人しく行ぎよう儀ぎがよかったけれど、佳久は違ちがった。

　活発で喧けん嘩かっ早ぱやく、よく傷だらけで帰ってくるような跳はねっ返りだった。女の子みたいだと云われることに反発していたのだろう。

「もう、ほんっとに頑固なんだから……。じゃあ、先にお風呂ふろ入るね。兄さんもちゃんと休んでよ？」

　佳久は階段を上がっていく伊吹が自宅として使っている二階の部屋に入ったのを扉とびらが閉まる音で確かく認にんしたあと、事務室に戻ってどさりとソファに腰を下ろす。

　そして、温ぬるくなった紅茶の残りをぐびりと飲み干した。ガン、と空になったカップを机に置き、大きく息を吐く。

（俺はこの店一つで、地道にやってくんだ）

　誰だれの手も借りず、自分一人の手で。佳久はカップを握にぎった手に力を込めながら、決意を新たにしたのだった。







　　　　２




　午後になり、混雑のピークがすぎて客足が途と切ぎれた。いまのうちに掃そう除じをしてしまおうと、雑ぞう巾きんを手に店のあちこちを拭ふき清めていく。

　パティスリー・アプリコットの店構えの大まかな造りは、父がやっていたときのままだ。佳久が再開するときにリフォームしたため、今風のデザインにはなっているけれど、タイルの敷しかれた床ゆかは当時のものを使っている。

　当初はこれも張り替かえようと思っていたのだが、リフォームを頼んだ会社のデザイナーが「レトロな感じで活いかしたい」と云い、そのまま使うことになったのだ。

　この古びた色合いにはたくさんの思い出が詰つまっており、失敗をして落ち込んだときなどはこのタイルを眺ながめながら、思い出に浸ひたるのが常だ。

　懐なつかしい気持ちになりながらショーケースのガラスを拭いていたら、今日から試ためしに並べてみることにしたシブーストが目に入り、昨日のことを思い返してしまった。

（まったく、大輝のやつめ……）

　どうして、ああもデリカシーがないんだろうか。佳久が不快に思うことをわざわざ口にしなくてもいいだろうに。悪いやつではないのだが、時折ああして無神経な発言をする。

　野坂のせいで、昨晩は散々だった。苛立った気持ちのまま今日のための仕込みをしていたら、普ふ段だんはしないような失態をいくつもやってしまった。

　卵を床に落としてしまったり、ナイフで指を切ってしまったり……。

　そのむしゃくしゃした気分を引き摺ずってしまい、今朝も調子が出ずにいくつかミスをやらかした。何とか、いつも通りの商品数を仕上げることができたけれど、疲ひ労ろうは普段の比ではない。

（早く気持ちを切り替えないとな）

　このままでは、いつか大きな失敗をやらかしてしまいかねない。

　菓か子し作りはその可愛かわいらしい出で来き映ばえとうらはらに、実際は体力勝負な面が大きい。それに刃は物ものや火を使うため、散さん漫まんな意識でいるのは危険なのだ。

（今日は少し早めに店閉めて、ジョギングでもしてくるかなぁ。そんで、帰りに銭湯に入ってこよう）

　一ひと汗あせ流せば、この苛立ちも少しは治まるかもしれない。最近は忙いそがしくて体力作りをさぼっていたから、ちょうどいいだろう。

　そんなふうに考えながら、せっせとガラスを磨みがいていると、よく知った顔が店を訪ねてきた。

「いらっしゃいませ……あ、竹たけ村むらさん。こんにちは」

「や、やあ、どうも」

　竹村は店てん舗ぽ兼自宅であるこの建物を貸してくれている大家で、この付近に何軒けんも貸しビルを持っている人物だ。パティスリー・アプリコットは、親の代からずっとここを借りている。

　佳久が海外修しゆ業ぎように行っている間は、不在の間の家賃を払はらっている余よ裕ゆうがなかったため、やむなくここを出たけれど、店を再開するときには幸い空きがあり、再び借りることができた。前の借り主は倉庫として使っていたらしく、ほとんど昔のままの状態だった。

「今日はどうされましたか？　お嬢じようさんのお誕生日はまだ先ですよね？」

　娘むすめの誕生日やクリスマスなどにケーキを買いに来てくれるお得意様でもあるのだが、今日はどこかぎこちない。

　朗ほがらかに声をかける佳久に対し、竹村は云いいにくそうに切り出した。

「何と云うか、その……今日は君に話があって来たんだ」

「お話ですか？」

　竹村は気き忙ぜわしげに視線をうろうろと彷徨さまよわせており、普段の様子とまるで違ちがう。

（何かあったのかな…？）

　もしかしたら、困っていることがあるのかもしれない。佳久は表情を引き締しめて、竹村の言葉を待った。

「実は、家賃のことなんだが……」

「家賃ですか？　来月分はもう振ふり込みましたけど、何か問題でもありましたか…？」

「いや、そうじゃないんだ。いままでのぶんは問題ないよ。ただ、その、云いにくいんだが、家賃をね、値上げさせて欲しいんだ」

「え!?」

　竹村の思わぬ申し出に、佳久は言葉を失った。

（値上げって……）

　いまの額でも決して安くはないのに、値上げされたらさらに経営が厳しくなってしまう。大家である竹村がそう云うなら、何か事情はあるのだろうが突とつ然ぜんのことでどう返していいのかわからなかった。

「いや、実はね、ここも随ずい分ぶん古い建物だろう？　だから、そろそろ耐たい震しん工事とかそういうのを色々やらなくちゃいけないんだよ」

「耐震工事、ですか……」

　確かにここは古い建物だから、いまの法律に照らし合わせたら、耐震強度は充じゆう分ぶんじゃないだろう。しかし、あまりに唐とう突とつな話で戸と惑まどうしかない。

「だからね、そういった工事はこちらでやるから、そのぶん家賃を少し値上げさせて欲しいんだよ」

「────」

　工事を決める前に相談をして欲しかったけれど、その必要があるというなら仕方がない。問題はその値上げがいくらになるかということだ。

「あの、値上げってどのくらいですか…？」

「ああ、それはまあ、二割くらい上げさせてもらえればいいんだ」

「二割!?」

　いまでさえギリギリでやっているのに、そんなに増やされたら経営に響ひびくどころか、店を続けていくことさえ厳しくなる。驚おどろきに瞠どう目もくする佳久に、竹村は愛あい想そ笑いを向ける。

「来年の三月に契けい約やく更こう新しんになるだろう？　だからね、それに合わせて頼たのむよ」

「すみません、せめて一割くらいになりませんか…？」

　払えるものなら払いたいけれど、無理なものは無理だ。値上げは致いたし方ないとしても、その額を考え直してもらえないだろうか。だが、竹村はにべもなかった。

「そうは云っても、こっちにも都合があるからねぇ……。支払いが無理なようなら、違うところに移ってもらいたいんだ」

「そ、そんな……」

　まさか、竹村からそこまで厳しい条件を突つきつけられるとは思いもしなかった。

「三月まで時間はあるから、それまでに考えておいてくれ。とにかく、そういうことだから。それじゃあ、失礼するよ」

　二の句が継つげずにいると、竹村は口早につけ足して、そそくさと店から出ていった。見送る気力もなく、タイル張りの床に視線を落とす。

「噓うそだろ……」

　突然のことに呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、ため息混じりの呟つぶやきが聞こえた。

「佳久くん、大変なことになったわねぇ」

「あっ、飯いい田ださん、いらっしゃい」

　開け放されたドアのところに、いつも焼き菓が子しを買いに来てくれる顔見知りの近所の主婦がいたため、慌あわてて取り繕つくろう。

　いまのやり取りを見られてしまったのならいまさらかもしれないが、客の前でいつまでも落ち込んだ顔でいるわけにはいかない。

「今日は何を───」

「竹村さんのところにも来たのね、きっと」

「来たって、どういうことですか？」

　いつものように対応しようとしたけれど、聞き逃のがせない言葉に食いついてしまった。そんな佳久の問いかけに、飯田は驚きの表情を浮うかべる。

「あら、佳久くんは聞いてない？　このへんにマンションを建てようって計画してる業者がいて、高値で土地を買うってあちこちに声をかけてるのよ」

「全然知りませんでした……」

　そんな噂うわさすら耳にしていなかった。挨あい拶さつなどはするけれど、近所づき合いはほとんど伊吹に任せてしまっている。

　奥様方は色々とよくしてくれているけれど、大学生の伊吹にそういった生々しい話はしないようにしているだろう。

　困こん惑わくする佳久をよそに、飯田は一人憤ふん慨がいしている。

「裏の木き村むらさんのところにも来たらしいわ。木村さんは断ったって云ってたけど、多分、竹村さんも土地を売ってくれって云われたのよ。そうじゃなきゃ、あんな無む茶ちやなこと云い出すはずないわ」

「…………」

　佳久はと云うと、目の前に突きつけられた現実にショックを隠かくしきれなかった。

（つまり、工事のための値上げは建前で、本音は立ち退のいて欲しいってことか……）

　さっきのおどおどとした態度はきっと後ろめたさからきていたのだろう。ずっと世話になってきて、信しん頼らいもしていた竹村がそんなことを考えてるとは思いたくなかったけれど、真実から目を逸そらしていても問題は解決しない。

　明確なのは、値上げに応じなければこの場所でこの店を続けていくことができないということ。竹村の気が変わらない限り、今月中に結論を出さなければまずいだろう。

　じわじわと込み上げてくる不安に、佳久は為なす術すべもなかった。










（どうしたらいいんだ……）

　飯田は「何でも相談してね」と云って励はげましてくれたけれど、気安く頼たよるわけにもいかない。最終的には自分でどうにかしなければいけないのだから。

　暴利な家賃を受け入れるか、新しい店舗を探すか。しかし、つい先日、弟の学費を振り込んだばかりでまとまったお金はない。

　金を借りるにも担保となるものがないし、親しん戚せきには店を再開するときに世話になったので、これ以上迷めい惑わくはかけたくなかった。

（父さんなら、どういう判断をしただろう？）

　思わず亡なき父に縋すがりたくなる。こういうとき、経営の専門知識や賃ちん貸たいにおける法的な権利に関して疎うとい自分が歯は痒がゆかった。アドバイスを求める相手もすぐには思いつかないし、弁護士に相談するにもお金がかかる。

　経済学部に通う伊吹に話して助言を求めようかとも思ったが、そんなことを告げたら大学をやめて働くと云い出しかねない。

　いっそ、この店を畳たたんだほうが伊吹のためになるだろうか。またどこかの店で雇やとってもらって金を貯ため、違ちがう場所で再開するほうが現実的な気もする。

「何、弱気になってるんだよ！」

　佳久は後ろ向きな考えになってしまう自分を叱しつ咤たした。落ち込んでいたって、状じよう況きようは少しもよくはならない。

　佳久はそう自分に云い聞かせ、鍵かぎのかかった引き出しの奥にしまい込んである手紙の束を取り出した。その手紙は、佳久にとって何よりも大切な宝物だ。

　いったい、どこの誰だれが送ってきているのかわからないけれど、いつも佳久を励ましてくれた。父親が亡くなったとき、専門学校を卒業したとき、店を再開したとき。節目節目に、温かい言葉を贈おくってくれた。

　この手紙があったからこそ、いくつもの壁かべを乗り越こえられたのだ。ちゃんと見てくれてる人がいると思うだけで励まされる。

（とりあえず明日、書店にハウツー本を買いに行ってみっか）

　何もしないで落ち込んでいるだけよりはいいだろう。少しでも知識が得られれば、何かしらの手立てを思いつくかもしれない。

「よし！」

　佳久は気を取り直し、自分に気合いを入れた。手紙を元の場所にしまおうとしたら、店のドアが開く音が聞こえてきた。佳久は慌てて手紙をポケットに押し込み、店頭へと向かった。

「いらっしゃいま───」

「失礼します。麻倉さん、いまお時間よろしいですか？」

　そこに立っていた人物に、佳久の笑え顔がおが固まる。先日と同じように隙すきのない出いで立ちで佇たたずんでいたのは、真田だった。

（やっぱり、昨日塩を撒まいとくんだった……）

　大たい抵ていはああやって追い返せば二度と訪ねて来ることはないのだが、真田は一度では諦あきらめなかったようだ。今日はその手に大判の封ふう筒とうを持っている。

「二度と来んなっつったろ。ケーキを買いに来たんじゃないなら、さっさと帰ってくれ」

「買えば、帰らなくてもいいということですか？」

「そういうことを云いってるんじゃねえ！　俺は忙いそがしいんだよ」

「お願いします、話をさせて下さい。私はあなたの作ったものを多くの人に食べてもらいたいと思っているだけなんです」

「それが余計なお世話だっつって……」

　真田と店の端はしで押し問もん答どうをしていると、女性客が二人店内に入ってきた。

「い、いらっしゃいませ！　ごゆっくりご覧下さい！……おい、邪じや魔まだからこっちに来い！」

　この調子では大人しく帰ってくれないだろうと判断し、真田を小声で店の隅すみに呼び寄せる。本当なら接客をしたいところだが、その隣となりで話しかけて来られても迷惑だ。

「あちらの方々を放っておいていいんですか？　私のことは気にしないで下さい。こちらで待たせていただきますので」

「あんたがいますぐ帰ってくれるとありがたいんだがな」

「そういうわけにはいきません。まだ何のお話もさせていただけていませんから」

「だから、聞くつもりはないって───」

　そのとき、不意にシャッターを切る音が聞こえた。はっとしてその音のほうを見ると、若い女性がこちらに携けい帯たい電話のカメラを向けていた。

「イケメンパティシエってホントだったねー！　帰ったらブログにアップしちゃお」

「一いつ緒しよにいる人もカッコよくない？」

　声を潜ひそめてはいるけれど、その会話は丸聞こえだ。どうやら、彼女たちは勝手に佳久たちの写真を撮とって、それをブログに載のせようとしているらしい。

　以前、雑誌に載せられたときは渋しぶ々しぶ撮らせたけれど、本当は写真は好きじゃない。とくにこの店が商品ではなく、自分の顔で評判になるのが嫌いやなのだ。

（まったく、最近の若いやつは……っ）

　佳久がやめてくれと云おうとしたら、その前に真田が女の子たちにつかつかと歩み寄った。

「君たち、いま撮った写真を消しなさい」

「な、何よいきなり」

　間近で見下ろされた彼女たちは、たじろぎながら真田を見上げる。まさか、こんなふうに自分の行動を咎とがめられるとは思ってもいなかったのだろう。

「それはこっちが云いたい。どうして、いきなり無断で写真を撮られなくちゃいけないんだ」

「いいでしょ、それくらい」

「そうよ、いいじゃない写真くらい！」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうにしている彼女たちに、真田は厳しく諭さとす。

「自分が勝手に写真を撮られたらどう思う？　それを無断でインターネットに流されていい気分がするか？」

「それは……。で、でも、雑誌に載ったりしてる人なんだから問題ないでしょう!?」

「相手が有名人でもそうじゃない人間でも関係ない。肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいとして訴うつたえられても文句は云えないが、それでも構わないか？」

「…………」

　反論できないようで、二人はむっつりと黙だまり込んだ。

「わかったら、携帯を貸しなさい」　>>>♥

　真田は女の子が嫌いや々いや差し出した携帯電話を受け取ると、手早くデータを消した。

「今後、こういうことはしないように。わかったか？」

「わかったわよ……っ」

　彼女たちは返されたそれを引ったくるようにして、むくれた表情で店を出ていった。

「差し出がましい真似まねをしてすみませんでした。ああいうのは、どうも我が慢まんできなくて」

「……いや、その、助かった。ありがとな」

　自分なら相手が客だと思って、あそこまでの対応は取れなかっただろう。しかし、これで真田に借りが一つできてしまった。

（助かったけど、これで簡単に追い返せなくなったな……）

　恩を仇あだで返すのは、佳久の主義に反する。借りは早く返しておいたほうがいいと思い、苦く渋じゆうの判断をした。

「───話、聞くだけ聞いてやるよ。けど、今日だけだからな」

「本当ですか？」

　仕方なく発した佳久の言葉に、真田は口元を少し綻ほころばせた。

「ただし、その言こと葉ば遣づかいをやめてくれないか。あんた、俺より年上だろう？　目上に敬語を使われるのは好きじゃないんだ」

　本当は目上に、というよりスーツを着ている人間に、持ち上げられるように話されるのが苦手なのだ。きっと、それは慇いん懃ぎん無礼だったあの男のことを思い出してしまうからだろう。

「わかった。それじゃあ、遠えん慮りよなく」

　真田は佳久の要望を受け、すぐに言葉遣いを切り替かえてくれた。

「こっちこいよ。コーヒーくらい出してやる」

「え？」

「ここじゃ落ち着かねぇだろ」

　来客を奥に通すことは滅めつ多たにないけれど、今日は恩があるから特別だ。

（それに大輝が云うほど、悪いやつじゃなさそうだしな）

　さっきの女の子たちへの態度を見るに、最低限の常識は弁わきまえているようだ。むしろ、頑がん固こだと云われるような部類だろう。冷れい徹てつだと噂うわさされているのは、その融ゆう通ずうの利きかなさからなのではないだろうか。

　これまでここを訪おとずれたデパートの人間はやたらと卑ひ屈くつな態度を取ろうとしたり、高圧的で恩着せがましかったりしたけれど、彼らに比べたら真田は比ひ較かく的好ましい。

　だからと云って、誘さそいに乗るつもりはさらさらないのだが。

「店を空けて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「人が来たらわかるし、この時間はあんまり客は来ないんだ」

　そう云って、真田を事務室に案内した。サーバーに残っていた眠ねむ気け覚ざまし用のコーヒーを出す。煮に詰つまっていてあまり美味おいしいとは云えない代しろ物ものだけれど、何もないよりはマシだろう。

「今日は企き画かく書しよを持ってきたんだ。とりあえずはこれに目を通してくれないか？」

　真田は薄うす手でのコートを脱ぬぎ、手にしていた封筒から書類を取り出した。そして、テーブルの上に置いたそれを佳久のほうへ向けてくる。

　グラフやケーキの写真などを使ったカラフルな企画書は、気乗りしない佳久でも興味を引かれた。けれど、乗り気になってきたと思われるのが嫌で、あくまで仕方ないという態度を取る。

「わかった。けど、本当に見るだけだぞ？　熱心なのはありがたいとは思うが、俺はデパートに店を出す気はないんだ」

「どうしてだ？　松嶋屋に出店すれば知名度も上がるだろう。確かに煩はん雑ざつな面もあるが、そのぶんメリットも大きいはずだ。新たな客層を発はつ掘くつするチャンスだと思わないか？」

　真田は不思議そうな顔で訊きいてくる。彼の云うことももっともだが、佳久のネックになっているのはそういったことではなかった。

「前に一度痛い目を見てるんだよ。俺には向いてないってわかったから、いまはここだけで地道にやってくって決めたんだ」

「セティグループに出店したときのことを云ってるのか？」

「何で知って───」

　いまではトラウマになっているデパート名を告げられ、ギクリとする。過か剰じような反応をしてあやしまれたのではないかと思ったが、真田はとくに気に留めている様子はなかった。

「少し当時の数字を調べさせてもらった。他ほかの店に比べたら売れているほうだったようだが、この店の商品の利り幅はばが少なすぎる。それにテナント料もふっかけられなかったか？」

「ああ、その通りだけど……」

　真田はあくまで『数字』について語っている。野坂も彼のことをデータ主義だと云っていたし、あのとき流された根も葉もない噂や裏で何があったかまでは調べていないのだろう。

「あそこは元々広告が上手うまくないし、客層がこの店とはずれていたんだろう。こちらから持ちかけた話で損をさせることはない。それだけは保証する」

　真田の云いっていることは、いまのところ信用できるとは思う。けれど、この誘いに乗るか乗らないかは別の話だ。

「そう云われても、いまはそんなことしてるような余よ裕ゆうがないんだよ。そもそも、店が続けられるかどうかわかんねーっつーのに…」

「どういうことだ？」

「あ、いや……」

　気が緩ゆるんでいたのか、ついいま抱かかえている悩なやみを零こぼしてしまった。

（余計なこと云ったかな……。けど、本当のことだし）

　後こう悔かいしたけれど、すぐに開き直る。真田がその気になれば、こちらの経営状じよう況きようなどすぐに調べがついてしまうだろう。

「店を続けられないなんて、何があったんだ？」

　佳久の言葉に、真田が表情を険しくして詰つめ寄ってくる。

「続けられないとは云ってない。そうなるかもしれないって云っただけだ。個人経営の洋よう菓が子し店の経営が厳しいことくらい、あんただって知ってるだろう？」

「ああ」

「幸い商品の評判は悪くないけど、洋菓子なんて基本的に利幅は少ないからな。それにウチはまだ借金も残ってる。その上、家賃まで上がるっていうんだから、余計なことをする余裕はこれっぽっちもないんだよ」

　情けない内情を自じ嘲ちよう気味に告げる。この期ごに及およんで、見み栄えを張る必要はない。

「どうしていまさら家賃が上がるんだ？　ここは築三十年近いだろう？」

「この辺が大手の地上げにあってるんだよ。それで大家は俺たちを追い出して、ここの土地を高値で売り払はらいたいんだとさ。そうなったら、新しい店舗を探すのも難しいし、この店を畳たたむしかなくなるかもな」

　だいたいは本当のことだったが、店を畳む気はさらさらなかった。ただ、こう云っておけば、テナント出店に関して諦あきらめるだろうと思って大おお袈げ裟さに云ってみたのだ。

　それを聞いた真田は、難しい顔をして黙り込んでいる。

「───すまない、急用ができた。今日はこれで失礼する」

　真田は険しい表情でそう云うと、脱いだコートを手にして立ち上がった。佳久に軽く頭を下げると、慌あわただしく事務室を出ていった。

「ちょっ、おい！」

　思わず呼びかけたけれど、真田は振ふり向くことはなかった。

　出したコーヒーは手つかずで残っている。足早に帰っていった真田に、しばらくぽかんとしていたけれど、そのうち笑いが込み上げてきた。

「そりゃ、潰つぶれそうな店に用はねーよな」

　そのわかりやすすぎる態度はあまりにも明快で、批難する気にもなれない。彼の行っていることはビジネスであって、ボランティアではないのだから。

　佳久は込み上げてくる乾かわいた笑いに肩かたを震ふるわせながら、天てん井じようを仰あおぎ見たのだった。
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「兄さん、何かあったの？」

　店先に立っていた伊吹が厨ちゆう房ぼうに顔を覗のぞかせ、訊たずねてきた。

「何かって何だよ」

　動どう揺ようを押し隠かくして聞き返す。けれど、妙みようなところで鋭するどい伊吹はごまかされてくれなかった。

「最近、様子がヘンだから……。何か悩みでもあるんじゃないの？」

「な、悩みなんてねーよ。強しいて云うなら、新作のルセットについて考えてるくらいで……」

　隠しごとをしている後ろめたさから、語ご尾びが尻しりすぼみになっていく。そんな佳久に、伊吹は大きなため息をついた。

「じゃあ、そういうことで納なつ得とくしといてあげる。けど、本当に困ってるんなら、ちゃんと俺に相談してよ？」

「わかってるよ。いざというときは頼たよりにしてる」

　そう明るく云ったものの、あれから数日───問題は何一つ解決していなかった。心配をかけたくないため、家賃のことは伊吹にも話していない。

（やっぱ、竹村さんにかけ合ってみるしかないよな……）

　例えば、値上げの代わりに工事費を半分負担すれば、一時的な出費はあるかもしれないけれど、月々の負担は増えなくてすむかもしれない。

　だが、本当に佳久を出て行かせるのが真の目的なのだとしたら、そんな申し出など到とう底てい受け入れてはもらえないだろう。

　かといって、値上げを受け入れれば、半年もしないうちに経営が成り立たなくなってしまい、結局店を畳まざるを得なくなってしまう。こういう状態を八はつ方ぽう塞ふさがりというのだろう。

「商品の値上げはしたくないしなぁ……」

　たくさんの人に手頃な値段で食べてもらいたい。それが、このパティスリー・アプリコットの父の代からのポリシーだ。

（とりあえず、材料の入荷先をもう一度見直して、経費を削けずれる部分を探してみるか）

　一時凌ぎにしかならないかもしれないけれど、何もしないでいるよりはいい。もしも、ここを出ることになったら、また一から始めればいいだけだ。

　昔と同じ場所で店が始められたのは幸運だったと思わなければ。生まれ育った家でもあるから離はなれがたい気持ちは否いなめないけれど、店を続けていくことのほうが大事なのだから。

　そうやって考えながら仕込みをしていたら、店のほうから伊吹の声が聞こえてきた。

「あ、いらっしゃいませ。お久しぶりです」

「や、やあ。佳久くん、いるかな？」

「兄ですか？　ちょっと待ってて下さいね。兄さん、竹村さんがいらっしゃってるけど」

「───わかった」

　佳久は手を止め、店のほうへと顔を出した。

　竹村は返事の催さい促そくに来たのだろうか？　それとも、自分たちに出ていって欲しいと云いに来たのだろうか？

　否いや応おうなく、佳久の体に緊きん張ちよう感が走る。

「竹村さん…」

「佳久くん、ちょっといいかな」

　竹村の顔からは何を考えているのかまではわからなかった。

（とにかく、一度ちゃんと交こう渉しようしてみよう）

　初めから諦めていたら、何も始まらない。そう自分に云い聞かせ、強こわ張ばりそうになる顔に笑えみを浮うかべた。

「俺もお話がしたいので、奥へ来てもらえますか？　こんなところで立ち話もなんですし。伊吹、店のほう頼たのむな」

「ん、わかった」

　店を伊吹に任せ、事務室に竹村を案内した。そして、ソファに座るよう勧すすめ、自分は予備の丸椅子を彼の正面に引っ張ってきて座った。

「家賃のことですが、さすがに二割の値上げは厳しいです。ウチもそう利益があるわけじゃないので……。それで申し訳ないんですが、もう少し金額を考えてもらえませんか？」

　やっとの思いで切り出した佳久に対し、竹村は摑つかみどころのない笑みを返してきた。

「ああ、そのことだけど、家賃の値上げはしないことにしたんだ」

「へ？」

「ずっとここで暮らしていた君たちには酷こくな話だったと思い直してね。補強や修理なんかは元々こちらがしなければならないことだったわけだし、そのぶんを上乗せするのは道理に合わないだろう？」

「は、はあ……」

　この間の云い分とは打って変わっており、佳久は目を丸くする。現状据すえ置きのままならありがたいけれど、一体何がどうしたと云うのだろう。

　先日も後ろめたそうにしていたけれど、今日もどこかよそよそしい。

「そうそう、振ふり込み先が変わるから、来月からはこっちに頼むよ」

　竹村はそう云って、手書きのメモを手て渡わたしてくる。そこには見覚えのない会社名と銀行口座が記されていた。

（何かあやしくないか…？）

　それなりにつき合いの長い自分たちを追い出そうと決めたのは、ただの気まぐれではなかったはずだ。こんなふうに手の平を返したようなことを云ってくるなんて、何か裏があるとしか思えない。

「何があったんですか？」

「え？　な、何もないよ。何云ってるんだよ、佳久くん」

　佳久の問いかけに、竹村は不自然なほど狼狽うろたえた。咄とつ嗟さに浮かべた作り笑いも、滑こつ稽けいなほど引き攣つっている。

「何もないなら、どうして目を逸そらすんですか？　俺、聞いたんです。このへんを大手建設会社が地上げしてるって。竹村さんも売ってくれって云われたんでしょう？」

「…………」

「俺たちに出ていって欲しくて、あんな無む茶ちやな値上げを云ってきたんじゃないんですか？」

　もどかしさからつい、ストレートに訊ねてしまう。すると、竹村は観念したようで、本当のことを話し始めた。

「───そうだよ。ここを大おお河原がわら建設に売り払うつもりだった」

「やっぱり……。だったら、どうして値上げをやめるなんて云ったんですか？」

「大河原建設よりも高値をつけてくれた人がいたんだよ。この機会を逃のがせるわけないだろう？　わかってくれ、私の会社だって色々と苦しいんだ」

「まだウチとの契けい約やく期間は残ってるじゃないですか。それはどうするつもりだったんですか」

「しかし、問題はないだろう？　ここはこれまで通り賃ちん貸たいでやっていくって云うし、家賃もこれまで通りの額なんだから」

「そこはちゃんとした会社なんですか？」

「詳くわしくは知らんが、話をしに来たのは身なりもきちんとした礼れい儀ぎ正しい人だったよ」

「じゃあ、一体どうして……」

　話を聞けば聞くほど、わからなくなってくる。その筋の人間が先に土地を手に入れ、さらに高い値段を建設会社にふっかける気なのかと思ったが、そんな雰ふん囲い気きもないようだ。

　第一、そういう目的があるなら賃貸の契約期間が残っていても構うことなく、追い出されかねない。

「私にだってわからんよ。すぐに支し払はらうから、ここを建物ごと譲じよう渡としてくれと云われたんだ」

「この振り込み先は……」

「新しい所有者だよ。私は言づけを頼まれただけで、どういう経営方針なのかはわからん。口止めされていたんだが、もうほとんど喋しやべってしまったからな。もっと詳しい話が聞きたければ、自分で聞いてくれ」

　そう云って、竹村は名めい刺しを取り出した。その白い紙し片へんには、見覚えのある名前が書かれていた。

「真田!?」

　佳久が貰もらった名刺とは違ちがって肩かた書がきは記されていないけれど、確かに真田隼人と書いてある。

「何だ、彼のことを知ってるのか？　だったら話は早い。詳しいことは彼に訊きいてくれ。契けい約やく不ふ履り行こうの賠ばい償しよう金を要求するなら、それもあちらさんが払うと云っていたから。それじゃあ、私はこれで」

　竹村は、伝えることは全すべて伝えたという態度で、早々に帰っていった。佳久は竹村を追いかけることはせず、店に立っていた伊吹に声をかける。

「おい、伊吹。ちょっといいか？」

「兄さん、どうしたの？　竹村さん、帰っていっちゃったけど……」

「伊吹、事務室に置いてあった封ふう筒とうどうした!?」

　たしか、先日招き入れたときに新しくもらった名刺が封筒の中に入っていたはずだ。それを見比べれば、同一人物なのか、ただの同どう姓せい同名かわかるはずだ。

「いらないって云ってたから、店の裏の資源ゴミのところにまとめてあるけど……」

　伊吹の云うところを見てみたら、まだ封筒はそのままの状態で残っていた。佳久は取り出した名刺と竹村からもらった名刺を見比べてみる。

　それぞれに書かれている連れん絡らく先の住所は違うけれど、携けい帯たい電話の番号は同じだった。やはり、ここを買い上げたのは真田のようだ。

「───あの野や郎ろう、何考えてんだ…？」

　佳久は、怒いかりと困こん惑わくに打ち震ふるえる。恩に着せるつもりか、それとも同情か。どちらにしろ、佳久の納なつ得とくの行くものではない。

「首洗って待ってろよ……」

　彼のところへと怒ど鳴なり込みに行かなければ、この気持ちは治まりそうになかった。










　佳久は店を伊吹に任せ、名刺に書かれていた場所へと向かった。

　松嶋屋本店にあるオフィスに真っ向から乗り込み、真田に会いに来たと受付に云ったら怪け訝げんな顔をされたけれど、しばらくしてから応接室に通された。

「こちらでお待ち下さい」

　お茶を出されたけれど、飲む気にはなれない。苛いら々いらしながら真田を待っていたら、やがてドアをノックする音が聞こえてきた。

「どうぞ」

　そう告げる声にも不ふ機き嫌げんさが滲にじみ、低い響ひびきになってしまう。おもむろに入ってきた真田は、佳久に笑みを向けた。

「待たせたな。まさか、君から訪ねてくれるとは思ってもみなかったよ」

「あんた、どういうつもりだよ」

　佳久は正面に腰こしを下ろした真田を睨にらみつけた。

「どういうって、何のことだ？」

「惚とぼけるのも大たい概がいにしろよ。恩を売って弱みを握にぎったつもりか？」

　佳久の問いかけに、状じよう況きようを察したようだ。真田は表情を曇くもらせ、ため息をついた。

「竹村氏が話してしまったのか……」

「一体、何を企たくらんでるんだ？　土地も建物も買い上げておいて、ただの厚こう意いだなんて云うつもりじゃないだろうな？」

　しかも、竹村に口止めして、佳久にはその事実を隠かくそうとしていた。何か思おも惑わくがあるとしか思えない。

「君の才能をウチのために活いかして欲しい。そのために最善の方法を取ったまでだ」

「これが最善の方法だって云いたいのかよ？」

「家賃が払えずに店を畳たたむことになるかもしれなかったんだろう？　まずその問題を解決する必要があると判断した」

　話を聞いていると、まるで自分のためにしてくれたことのように思えるけれど、何か裏がない限り、何の縁えんもない人間がそこまでしてくれるなんて考えられない。

「だから、どうしてあんたがそんなことをするんだよ!?」

「俺はただ君の作ったケーキをたくさんの人に食べてもらいたいだけだ」

「理解できない。それだけのことで土地を買うだけの大金を動かすなんてありえない！　あんた、会社の金を何だと思ってるんだ？」

　会社勤めをしたことはないけれど、こんな短期間に土地や建物の売買を決定できるとは思えない。彼の一存でやったことだとしたら、あまりに独善的すぎる。

「会社には何の影えい響きようもない。俺の個人的な資産を使っただけだからな」

「はあ!?」

「つまり、あそこは俺の持ち物になったってことだ。だから、とくに気にしたり、ウチの会社に負い目を感じたりする必要はない」

「…………」

　真顔でとんでもないことを云う真田に、返す言葉もなかった。

（何考えてるんだ、こいつ……）

　そこまで自分の作るケーキに惚ほれ込んでくれているのはありがたい。けれど、彼の云いっていることが全て本当で、何の裏もないのだとしたら割に合わないのではないだろうか？

「恩に着せるつもりなんてない。君がそうやって気を遣つかうだろうから、しばらくは知らずにいてもらいたかっただけだ」

「そ…そんなこと云って、あんただってあいつと一いつ緒しよなんだろ!?　どうせデパートのやつらなんて、下心あるか人を利用してやろうと思ってるようなのばっかりなんだ！」

「あいつ？　セティのときのことを云ってるのか？　一体、何があったんだ」

「何があったって、あんたには関係ないだろ！」

　どんな目に遭あったかなんて、自分の口から他人に云えるわけがない。

　以前、テナント出店をしたときの担当者は初めの内はあれこれと親切にしてくれたけれど、こちらが信しん頼らいするとだんだんとつけ込んでくるようになり、最後には脅おどしをかけるようになったのだ。

（もう絶対油断なんてしない。親切そうなやつが一番信用ならないんだ）

　佳久には伊吹にも話していない秘密があった。気を許して身の上話をしているうちに、その秘密を見み抜ぬかれてしまった。

　その秘密とは、佳久の性せい癖へきだ。佳久は女性に恋れん愛あい感情を持つことができなかった。彼も同性を性欲の対象としている人間だったため、そういったことには敏びん感かんだったのだろう。

　彼はそれを脅しの材料として使い、こう要求してきた。

『黙だまっていて欲しかったらちょっとつき合えよ。お前もまんざらじゃないだろ？』

　いまでも一言一句忘れてはいない。当然、そんな要求を受け入れられるはずもなく拒こばんだのだが、そうしたら今度は店のほうを脅しに使ってきた。

　当時のことを思い出して表情を曇らせていたら、真田も眉まゆを寄せた。

「おい、まさか手を出されたんじゃないだろうな…？」

「未み遂すいに決まってんだろ！」

「それでも何かあったってことだろう。未遂だろうと、犯罪は犯罪だ。警察には云ったのか？」

「云えると思うか!?　男が男に襲おそわれそうになったなんて、いい笑い話だ」

「…………」

　佳久が吐はき捨てるように云うと、真田はますます難しい顔をして黙り込んだ。

「俺のことはどうでもいいんだよ！　とにかく、あんたは何が目的なんだよ！」

「君が勘かんぐっているようなことは何もない。むしろ、君はもっと気をつけたほうがいい。隙すきが多すぎる」

「どういう意味だよ」

「いかにも悪い男に狙ねらわれそうだって云ってるんだ。こんなところに一人で乗り込んできて、危ない目にでもあったらどうするんだ」

「誰だれが……って、そんなこと云うってことは、やっぱりお前も同じような考えなんだな!?　俺のことヘンな目で見てんだろう!?　それとも、目的は伊吹か？」

　あのときの嫌けん悪お感が蘇よみがえり、つい声を荒あららげてしまう。あの男は、佳久が拒んだら「弟に相手させてもいいんだぞ」と云ってきた。だから、殴なぐり飛ばしてやったのだ。

「……話にならないな。今日は帰って、一度頭を冷やしなさい」

「なっ…俺は話をつけにきたんだ！　あんたがウチを売らないって保証を得られるまでは帰れない。何を企んでるのかもはっきりさせないとな」

「君は何が云いたいんだ？」

「下心でもない限り土地を買えるような大金、出すわけないだろって云ってるんだよ」

　いまのところ、真田に疑わしいところはない。悪い人間にも見えないけれど、油断大敵だ。

「───そうだと云ったら、君はどうするつもりなんだ？」

　真田はこちらをまっすぐに見み据すえて問いかけてきた。佳久は怯ひるみそうになる自分を叱しつ咤たし、睨み返す。

「あの店を守るためなら、何だってしてやるよ」

　売り言葉に買い言葉だということはわかってたけれど、云わずにはいられなかった。立ち上がって啖たん呵かを切る佳久を、真田は冷ややかに見上げてくる。

「何をしてくれるって？　体でも差し出そうって云うのか？」

「こんな体、いくらでもくれてやる。好きにすりゃい───んむっ」

　立ち上がった真田に胸むなぐらを摑んで引き寄せられ、唇くちびるを奪うばわれた。思わず堅かたく結んだ唇を、真田はくすぐるように舐なめてくる。

　初めは必死に唇を閉じていたけれど、そのうちに息が苦しくなり、思わず口を開いてしまった。真田はその瞬しゆん間かんを狙っていたのか、隙すき間まから捩ねじ込むように舌を入れてくる。

「んぅ、ん…っ」

　ぬるりとした触しよつ感かんに、びくりと体が跳はねる。震ふるえる体を押さえつけ、真田はさらにキスを深くしてきた。

　佳久は覚かく悟ごしていた割に嫌悪感が少ない自分に驚おどろいていた。それどころかむしろ、気持ちいいくらいだ。不快に感じないほど真田のキスが上手うまいのかもしれないが、それほど経験のない佳久には判断のしようがなかった。

　口こう腔こうを搔かき回され、舌と舌が擦すれ合う。その度たびに甘いざわめきが生まれ、強こわ張ばっていた佳久の体を溶とかしていく。

　唇が離はなれていったあとも、口の中に感触が残っている。真田は佳久の濡ぬれた唇を指で拭ぬぐいながら問いかけてきた。

「君はこの続きをする気があるのか？」

「す…好きにしろっつっただろ!?」

「もう一度訊く。本当に自分がどうなってもいいんだな？」

「お…男に二言はねーよ！」

　啖呵を切っておいて、やっぱりできませんとは云いたくない。貪むさぼられて痺しびれている唇を手の甲こうでぐいと擦こすりながら啖呵を切る。

「わかった。そこまで云うなら期待に応こたえてやる」

「うわっ」

　ドン、と体を突つかれ、ソファに尻しり餅もちをつく。真田はその隣となりに移動してきた。ソファのクッションが一人ぶんの体重で沈しずみ、体が傾かしぐ。

　その瞬間、ふわりと漂ただよってきた真田の匂においが鼻び腔こうをくすぐった。

（こいつ、何でこんないい匂いするんだろ……）

　そんなことを気にしている場合じゃないと思っても、ついつい意識してしまう。そんな佳久の様子に、真田は小さな笑えみを浮かべた。

「ずいぶんと余よ裕ゆうじゃないか」

「うるさい、やるならさっさとやれよ」

　揶や揄ゆの言葉に云い返す。まじまじと観察されていると、気き概がいが萎なえていってしまいそうで怖こわかった。

「いいのか？　音を上げるならいまのうちだぞ」

　真田は佳久をソファに押し倒たおし、再度訊たずねてきた。

「誰がそんなこと……！」

「いい覚悟だな」

「っん」

　膨ふくらみかけた股こ間かんをゆっくりと指でなぞられる。他人に触ふれられるのが久々なせいだろうか、それだけで下腹部がずくりと疼うずいた。

「あんまり声を出すなよ。人が来るかもしれないからな」

「ちょっ、鍵かぎかけてこいよ！」

　体を差し出す覚悟はしていても、人には見られたくない。焦あせる佳久に、真田は微かすかな笑みを浮かべた。

「これをどうにかするほうが先だろう。誰にも見られたくないなら、大人しくしてればいいだけだ」

　真田はそう云いながら、ベルトを外してくる。ファスナーを下げられていく振しん動どうだけで反応してしまいそうになり、唇を嚙かみしめた。

「んん……っ」

　下着の上から握にぎり込まれ、やわやわと揉もまれるだけで吐と息いきが零こぼれてしまいそうになる。弄いじられているうちに、そこに熱が集まっていくのがわかる。

　望まぬ行こう為いのはずなのに、何故なぜかキスのときと同じように不快感は一いつ切さいなかった。

（……この匂いのせいかもしれない）

　真田の体が纏まとう香かおりは、不思議と佳久を安心させる。以前に嗅かいだことはないはずだけれど、どことなく懐なつかしさを覚えるのだ。

　緊きん張ちように強張っていた体も、この香りを強く意識した途と端たん、自然に力が抜ぬけていった。

「あ、はっ……」

「もう濡れてきたみたいだな」

「……っ」

　事実を告げられているだけでも、こういう状じよう況きようでは揶揄されているようにしか聞こえない。余計なことを云いうなと云ってやりたかったけれど、やぶ蛇へびになりかねないからぐっと堪こらえた。

　下着を引き下ろされると、張り詰つめた自身が現れた。直じかに触れられる感触に、びくりと腰こしが跳ねる。真田は絡からめた指を、絶ぜつ妙みような強弱をつけて淫みだらに動かしてきた。

「や、ぁ、あ……っ」

　全体を揉みしだかれたかと思うと、敏びん感かんな先せん端たんをくすぐられ、大きく上下に擦られる。急に強くなった刺し激げきに快感が増し、上擦った声が漏もれてしまった。

（くそ……こいつ、何でこんなに上手いんだ……っ）　>>>♥

　他人に触れられるのが久しぶりなせいもあるけれど、それ以上に指ゆび遣づかいが巧たくみだ。

　佳久の欲望は、真田の手の中であっという間に張り詰めてしまった。反り返るほどに芯しんを持つようになった頃ころには、すっかり息も上がっていた。

　指が動くたびに先端から零れた体液が絡みつき、ぬるぬるとした感触がする。

「う、んんっ」

「そんな顔されると、もっといじめたくなるな」

「何、云って……っぁあ！」

　微かに痛みを覚えるほど強く擦られ、一ひと際きわ強い声が上がった。どんどん熱くなっていく体に、意識が霞かすんでくる。

（やばい、ぼーっとしてきた……）

　いつもは仮か眠みんをしている時間のせいもあるだろうが、こんなときに睡すい魔まに襲おそわれるなんて、タイミングが悪すぎる。眠ねむ気けのせいで理性が保てず、快感に流されてしまう。

「あ…ん、ん……っ」

「ここがいいのか？」

「や、あっ…ンぅ」

　意識を保とうと、目の前にあった肩かたに爪つめを立てた。結果的に真田の体を引き寄せる形になってしまい、感じる香りも強くなる。

　それまで事務的に手を動かしているだけだった真田が首筋に顔を埋うずめ、皮ひ膚ふの薄うすい部分を吸い上げてきた。

「ン、はっ…ぁ……」

　佳久の昂たかぶりを弄り回しているのとは違ちがうほうの手で、体をまさぐってくる。まるで、何かのスイッチが入ったかのように、真田は佳久の体中を弄り回し始めた。

　急に増した快感に戸と惑まどいを覚えたけれど、眠気で思考が散さん漫まんになっているせいでただ感じることしかできない。服の上から胸むな元もとを撫なで回され、肌はだが粟あわ立だった。

「ふっ…ぅん……」

　真田は首周りにキスを降らせているだけでは飽あき足らなくなってきたのか、また唇を啄ついばんでくる。舌先が触れ合うたびに、ぞくぞくと背筋がおののいた。

「あ、ん…っ、あっ」

「もうイクか？」

　至近距きよ離りで問いかけられ、反射的に頷うなずいた。すると、真田は手の中のそれを擦る力を強めてきた。一層高まっていく熱に、甘い吐息が零れてしまう。

「ん、んん、んー…っ」

　口づけが深まり、搦からめ捕とられた舌先をキツく吸い上げられた刺激で、膨らみきった欲望が爆はぜた。同時に上がった嬌きよう声せいは真田の唇に封ふうじられて、くぐもった声になった。

「あ…ぁ……っ」

　絶頂にびくびくと小さく震ふるえている間も、最後まで吐はき出すように扱しごかれた。濡ぬれた指で唆そそのかされ、白はく濁だくを溢あふれさせる。

「はぁ、はぁ……」

「ずいぶん溜たまってたみたいだな」

「うる…さい……」

　佳久はぐったりと体を弛し緩かんさせ、浅い呼吸を繰くり返した。全身の倦けん怠たい感が、なお睡魔を呼び寄せる。

（くそ、マジで眠い……）

　重たくなった目ま蓋ぶたを持ち上げようとするけれど、鉛なまりがぶら下がっているかのようでどんどん閉じていく。瞬まばたきをしようとしても、磁石のようにくっついてしまうのだ。

　こんなときに眠ってしまうなんてまずすぎる。理性ではわかっていても、体は云うことを聞いてくれなかった。

「おい、麻倉……？」

「……も、ダメ…だ……」

「もうダメって何云って───」

　間近にいるはずの真田の声すら遠ざかっていく。強きよう烈れつな眠気にはどう抗あらがっても敵かなわず、佳久はとうとう意識を手放してしまった。
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　佳久は寝ね返がえりを打ち、柔やわらかな枕まくらに顔を埋めた。

（すげーいい匂においがする……）

　何の匂いかはわからないが、何故だか落ち着く。シーツの肌はだ触ざわりもいいし、優やさしく体を包み込むかけ布ぶ団とんも心ここ地ちいい。

　目蓋越ごしに太陽の光を感じながら、微睡まどろむのは本当に久しぶりだ。

　店の定休日も仕入れや新作の試作などで潰つぶれてしまうため、睡すい眠みん時間を充じゆう分ぶんに取れることは滅めつ多たにない。そんな毎日を不満に思ったことはないけれど、たまにはこうしてゆっくり眠りたい。そんな至福のときに終わりを告げてきたのは、聞き慣れない低い声だった。

「麻倉、そろそろ起きたらどうだ？」

「……ッ!?」

　いきなり、柔らかな布団を剝はぎ取られ、冷たい空気が纏わりつく。そのせいで一気に目が覚めたけれど、視界に飛び込んできた光景は見知らぬものだったので、面めん食くらった。

「何すんだ───あ、あれ…？」

「おはよう。よく寝てたな」

「な…っ、何であんたがこんなところに!?　あんた、俺に何したんだ…!?」

　パニックに陥おちいった佳久は深く考えるよりも前に、目の前の男に摑つかみかかる。だが、男は動じることなく、呆あきれた視線を向けてきた。

「何もしてないし、ここは俺の自宅だ。むしろ、文句を云いたいのはこっちのほうだ」

「どうして、俺があんたの家にいるんだよ！」

「人に難なん癖くせをつけて手を出せって云ってきて、いざ手を出したら一人先にイッたあと、そのまま寝ただろう。全然覚えてないのか？　いくら起こしても起きないから、仕方なく連れて帰ってきたんだが」

「……あ……」

　淡たん々たんと告げられる事実に、血の気が引いていく。

（そうだった……。俺、こいつのところに怒ど鳴なり込みに行ったんだよな……）

　大家である竹村から土地建物をほぼ即そつ金きんで買い取ったのが真田だと知り、その魂こん胆たんを追つい及きゆうするために彼のオフィスに乗り込んだのだ。

　そして、勢い余ってケンカを売ってしまい、手を出されてしまった。

　手を出されたと云っても、途と中ちゆうで意識を失ってしまったため、その先に何をされたかはわからない。とは云え、それを真田に尋たずねるのは間ま抜ぬけすぎる。

　少なくとも、キスされて弄いじられてイカされてしまったことは覚えている。

（そうだ、俺…こいつにイカされたんだ……）

　血の気が引いていった頭に、今度は血が上ってくる。叫さけび出したいほどの羞しゆう恥ち心しんが込み上げ、わなわなと手が震えた。

　混乱した頭はまだ整理がついていなかったけれど、何とか自分を保つため、佳久は尚なおも声を張った。

「な、何であんたん家ちに来る必要があるんだよ…！」

「眠りこけてるお前を自宅に連れていくわけにはいかないだろう。弟に何て云い訳するんだ？」

「それは……」

　真田の反論に、言葉を詰つまらせる。そんな佳久に、真田は畳たたみかけるように云ってきた。

「運ぶのがどれだけ大変だったかわかるか？　その上、ベッドを独どく占せんさせてやったんだから感謝して欲しいくらいだよ」

「……う……」

　どうやら、佳久が寝ていたのは彼のベッドだったようだ。真田の胸元を摑んでいた手からゆるゆると力が抜ぬけていく。佳久はもう唸うなることもできなかった。

（……怒鳴り込みに行って、眠るなんてみっともなさすぎる……）

　いまになって思い返すと、昨日の自分は完全に頭に血が上っていた。真田のやったことが理解不能だったとしても、思い込みだけであんなふうに責めるのはやり過ぎだ。

　佳久が挑ちよう発はつしなければ、真田だってあの場で手を出してくることはなかっただろう。

　そんなふうに反省していたら、揶や揄ゆするような言葉を投げかけられた。

「しかし、まさか一回イッただけで寝るとはな」

「つ、疲つかれてたんだよ！」

　何を云っても云い訳にはならないとわかっていたけれど、何か云わずにはいられなかった。

「だいぶ欲求不満だったみたいだが、恋こい人びとはいないのか？」

「うるさいな！　そんなのを作る暇ひまがないだけだ！」

「もしかして、ああいうことされるのが初めてだったわけじゃないだろうな？」

「違ちがう！」

　恋人は、いた。その人は、海外で修しゆ業ぎようさせてもらっていた店の同どう僚りようだった。告白してきたのは彼のほうだ。それまで、女性に興味が持てないのは恋れん愛あいする余よ裕ゆうがないからだろうと思っていたけれど、同性である彼から「つき合って欲しい」と云われ、ずっと目を逸そらし続けてきた事実───同性が恋愛対象であるということに気がついたのだ。

　彼とは日々の忙いそがしさですれ違いが多くなり、帰国する前に別れてしまったけれど、佳久にとっては真しん剣けんな交際だった。

「つまり、お前は恋人にはあれこれされる立場だったってことか」

「あんただってゲイなんじゃねぇのかよ！」

　同性である自分にあんなことを平然とできるということは、ストレートだとは思えない。手管もやけに慣れていた気がする。

「俺のことなんてどうでもいいだろう？　云っておくが、お前が覚えている以上のことはしてないからな。お前を相手にしなくたって相手には困ってない」

「だったら、わざわざあんなことすんなよ！」

「昨日はお前があんまりケンカ腰ごしだから、ちょっとからかってやるつもりだったんだ。襲おそって欲しそうにしてただろう？」

「襲っ……誰だれが……っ」

　体が目的なのだろうと勝手に勘かんぐったことは確かだけれど、襲って欲しかったわけじゃない。

　そもそも、からかうだけのつもりだったのなら、どうしてあんなに責め立てる手つきが本気だったのか。

　問い質ただしてやりたい気分だったけれど、どうせ煙けむに巻かれてごまかされるのがオチだろう。

「嫌いやだって云えばすぐにやめてやるつもりだったのに、あんまり気持ちよさそうにしてるから引き際ぎわが計れなかったんだよ。少し調子には乗ったけどな」

「な……っ」

「違ちがったのか？　可愛かわいい声出してたくせに」

「～～～っ」

　気持ちよくなかったとは云わないが、あれは不ふ可か抗こう力りよくだ。他人に触ふれられるのは久々のことだったし、あの香かおりにも妙みような気分にさせられた。

（こいつがあんな匂いさせてるから悪いんだ……）

　責任転てん嫁かだとわかっていたけれど、そうでも思わなければいてもたってもいられなかった。取り引きに使えるならと体を投げ出しておいて、一方的に感じさせられてしまうなんて本当に情けない。

　真っ赤かになってむくれている佳久に、真田はバスタオルを手て渡わたしてきた。

「まあ、文句はあとでゆっくり聞いてやるから、とりあえずシャワーでも浴びて目を覚ましてこい。仕し度たくができたら出かけるぞ」

「出かけるって、どこに連れてく気だよ」

「心配するな。お前の店に行くだけだ」

　当たり前のことを云うように告げられた目的地に瞠どう目もくする。

「ウチに来て何するつもりなんだ！」

「帳ちよう簿ぼを見せてもらう。経営面に見直すべき点がありそうだからな。あれだけ商品が売れてて赤字ギリギリだなんて、君のところは無む駄だが多すぎるんだろう」

「なっ……余計なお世話だ！」

「金銭的な余裕がないからうちに出店できないんだろう？　出店してもらうためには、その経営を立て直してもらわないとな」

「勝手なこと云うな！　どうしてそんなこと指図されなくちゃいけないんだ！」

　頭ごなしに突つっぱねると、真田は逡しゆん巡じゆんしたあと思わせぶりなことを云ってきた。

「───そういえば、お前がそういう性せい癖へきだってことを弟は知ってるのか？」

「お前、脅おどす気か…？」

　遠回しな問いかけに、佳久は全身で警けい戒かいする。

「云ってないんだな。まあ、隠かくすよな、普ふ通つう」

「絶対、あいつには云うなよ!!」

　狼狽うろたえれば狼狽えるほど真田の思うつぼだとわかっていたけれど、平静を装うことはできなかった。そんな佳久に、真田は意地の悪い笑えみを浮かべる。

「これで弱みを握にぎったな」

「卑ひ怯きようもの…！」

「何とでも。云われたくないなら、一いつ緒しよに店に行くぞ」

　優位な駆かけ引きを楽しんでいるような真田に歯は嚙がみする。昨日、頭に血が上った行動を取らなければ、こんなことにはならなかったのに。

　結局、自分の短気のせいで墓ぼ穴けつを掘ほることになってしまった。

「くそ…っ。何でそこまでして俺の店に拘こだわるんだよ……」

　真田が自分や自分の店に執しゆう着ちやくする意味がどうしてもわからない。もっと名前が売れていて、客もたくさんついているパティスリーは他ほかにもあるだろうに。

　味には自信があるけれど、デパートが引き合いにくるほどの話題性が見込めるとは到とう底てい思えないのだ。

「そこまでと云うほど、大したことはしてない」

「そうだよな、あんたにとっちゃ端はした金がねだよな」

　真田の云い方にカチンときた。彼にとって『大したこと』ではなくても、佳久にとっては人生を左右するような事こと柄がらなのだ。所しよ詮せん、思い入れが違うのだろうと投げやりに告げる佳久に、真田は諭さとすように云い聞かせてくる。

「そういうことを云ってるんじゃない。将来的に有益だと思えばこその投資だ。無益に散財してるわけでも、ボランティアをするつもりもない。君は俺が損をすると思うのか？」

「そうじゃないけど……」

　佳久は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で首を横に振ふる。その問いに頷うなずくということは、自分の腕うでに自信がないと云っているようなものだ。

「経営を見直せば、人を雇やとう余裕も出てくるはずだ。そうしたら、もう少し商売にも幅はばが出せるだろう。何でもかんでも一人でやってるから、無理が出てくるんだ。パティシエが肉体労働なのはわかってるが、誰かに任せられる仕事があるなら任せるべきだ」

「…………」

　云われていることには反論の余地もなく、佳久はむっつりと黙だまり込み唇くちびるを尖とがらせる。

（伊吹にだって、帳簿なんか見せたことないのに……）

　家計の管理は任せているけれど、店のほうは一いつ切さい手を触れさせていない。

　経営が厳しいことは薄うす々うす感じ取っているだろうけれど、さすがに赤字ギリギリの月があることまでは知らないはずだ。

　伊吹のことを考えていた佳久は、ふとある問題に気がついた。

「あーっ！」

「どうしたんだ、いきなり」

　突とつ然ぜん大声を出した佳久に、真田は初めて驚おどろきの表情を見せた。

「やばい、伊吹に怒おこられる……」

「怒られる？　どうしてだ？」

「無断外がい泊はくなんかしたことないんだよ！　心配してるに決まってるだろう」

　遅おそくなるときは連れん絡らくしろといつも口うるさく云っている佳久が無断で朝帰りをしたとなったら、何を云われるかわからない。普ふ段だんがおっとりとしているぶん、伊吹は怒ると怖こわいのだ。

　幸い今日は定休日だが、営業日だったとしたら店もまともに開けず、大変なことになっただろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ、弟にはメールを打ってある。悪いとは思ったが、勝手に携けい帯たいをいじらせてもらった」

「ちょっ、何て打ったんだよ!?」

「知り合いのところに泊とまるって書いただけだ。あとの云い訳は自分で考えろ。ほら、さっさと仕度しろ」

「わかったよ！」

　今回ばかりはありがたかったけれど、真田はお節せつ介かいすぎる嫌きらいがあるように思える。そうじゃなかったら、こんなにあれこれ手を回したりしないだろう。

（もう考えるのはやめた。悩なやんだって無駄すぎる）

　諦あきらめの境地に達し、真田の行動原理を考えることを投げ出した。

「風呂ふろってどこ？」

「こっちだ。ついてこい」

　真田はバスルームまで案内してくれるようだ。窓の外を見る限り、ここは都内の高層マンションのようだ。後ろをついて歩いていると、またあの香りがかすかに漂ただよってきた。

　鼻び腔こうをくすぐるその香りに、何故なぜかドキリと小さく心臓が高鳴った。

「……なあ」

「何だ？」

「あんたって何かフレグランスつけてるよな？　何の匂においなんだ？」

　思い切って訊たずねてみたら、真田は不思議そうに訊きき返してきた。

「いや、いまは何もつけてないが、どんな匂いがする？」

「昨日も同じ匂いがした」

　どうしてだかわからないけれど、初めて会ったときから真田が身に纏まとう香りが気になっているのだ。佳久の言葉に合が点てんがいったようで、振り返って口元に嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「ああ、普段つけているのはウチのオリジナル商品だ。自分じゃわからないが、残り香がかな。やっぱり、パティシエは鼻がいいんだな。まだ発売はしてないんだが、悪くない香りだろう？」

「へえ、そうなのか」

　未発表のものだから、いままで嗅かいだことがなかった匂いだったのだろう。きっと、発売すれば評判になるに違いない。

「気に入ったんなら、未開かい封ふうのサンプルがあるから持ってくか？　成分は企き業ぎよう秘密だから教えられないが」

「べ、別にいい。珍めずらしい匂いだから、ちょっと気になっただけだ」

　気にはなったけれど、気安く欲しいと云うのも憚はばかられ、つい断ってしまった。

（発売されたときに、こっそり買いにいけばいいし……）

　どうしてこの匂いに惹ひかれるのか自分でも理由はわからないけど、感覚的なことに理由を求めるのは無ぶ粋すいだ。

　菓か子しだって、あれこれと蘊うん蓄ちくを云われるよりもただ美味おいしいと喜んでもらうほうが嬉しい。

「そうか？　そこが風呂場だ。置いてあるものは好きに使え。目が覚めたら、さっさと上がってこい。一応、湯は張ってあるけど、中で寝ねるなよ」

「わかってるよ！」

　間髪を容いれず反論すると、真田は楽しそうに笑い声を立てた。










（何でこんなことになったんだか……）

　昨日、店を飛び出したときには、真田に車で送り届けられることになるとは思ってもみなかった。少し離はなれた場所にある小さなコインパーキングに駐ちゆう車しやしてから、釈しやく然ぜんとしない気持ちで店に向かった。

「そういや、あんたは仕事に行かなくていいのかよ」

「心配してくれるのはありがたいが、これだって大事な仕事だ」

「べ、別にあんたの心配をしたわけじゃない」

「それは残念」

　店までの道順をすでに覚えているのか、真田は慣れた足取りで近道を進んでいく。

　通勤時間のピークも過ぎ、辺りの人通りは少なくなっていた。快速電車は停とまらないものの、駅のすぐ近くで、手入れの行き届いた街路樹が立ち並ぶ様も美しい。この物静かな環かん境きようは、マンション建設にはうってつけなのだろう。

　だが、この環境は長年住んできた住人が作り上げたものだ。そこに突然高層マンションを建てられるのは、店のことがなくても地元の人間として心理的に抵てい抗こうがある。できるならこのままの街並みが守られていって欲しいものだ。

　店の前は登校前の伊吹が掃そう除じをしていってくれたのか、すでに綺き麗れいになっていた。

「入れよ」

「お邪じや魔まします」

　真田を店てん舗ぽへと裏口から招き入れる。こうなったら、伊吹が帰ってくる前にすませて、真田を帰してしまいたい。

　佳久は薄うす暗ぐらい廊ろう下かに明かりをつけ、帳ちよう簿ぼを置いてある事務室へと足を向けた。

「今日は弟はいないのか？」

「大学があるからな。今日は帰りも遅いはずだ」

　釘くぎを刺さすつもりで話を振ふってきたのかと思い牽けん制せいしたけれど、真田はとくに気にする様子はなかった。

「それじゃあ、帳簿を見せてもらおうか」

「本当に見るのか？」

「そのために来たんだ。いまさら、嫌いやだなんて云うなよ」

「…………」

　弱みを握にぎられている以上、逆らうことはできない。渋しぶ々しぶ帳簿を取り出して、真田に差し出した。

「どうも」

　真田は勝手にソファに腰こしを下ろすと、黒いカバーのかかった冊子状のそれを捲めくり始めた。ページが進むにつれ、彼の表情が曇くもっていく。

「何だこれは」

　あからさまに眉まゆを顰ひそめ、指先でとんとんと帳簿を叩たたきながら、佳久を見上げてきた。

「何って、ウチの帳簿だよ」

「そんなことはわかってる。そうじゃなくて、この丼どんぶり勘かん定じようのことを云ってるんだ」

「そ、そこまで酷ひどくないと思うけど……」

「ざっと見ただけでも、コストがかかりすぎてる。それに商品の単価が安すぎるんじゃないのか？　だいたい───」

　真田の説教はそれからしばらく続いた。

（……何でこの歳としになって説教されなくちゃいけないんだ……）

　中学生のときに試験で赤点を取って以来だ。しかも、こちらに否があることは明白なので、文句も云いえない。

　ねちねちと細かいことを云われていい気分はしなかったけれど、そのどれもがもっともすぎるのだ。学生時代から、数字の関かかわるものは苦手分野なのだ。菓子のルセットならすぐに頭に入るのだが、それ以外のものはてんでダメだ。

「まったく……帳簿くらい弟につけさせたらどうだ。経済学部に行ってるんだろう？」

「何でそんなこと知ってるんだよ！」

　伊吹はいま、奨しよう学がく金を得て国立大学の経済学部に通っている。将来は税理士の資格を取って、佳久を助けたいと云ってくれているのだが、どうして伊吹のことまで知っているのだろう。

「この店の評判を調べてるときにちょっと耳に入ってきただけだ」

「そんなことまでしたのかよ！」

「マーケティングをするのは当然のことだ。弟のことを気にするよりも、店の経営状態をどうにかするほうが先じゃないのか？　少しでも専門知識がある人間が、帳簿の管理をするべきだろう」

「専門知識があるから見せられないんだろ！　あいつにはこれ以上心配させたくないんだよ」

　母が亡なくなったのは伊吹が物心ついた頃ころ、そして、父が亡くなったのは思春期の頃だった。その後、佳久は専門学校に通い、海外修しゆ業ぎように出てしまった。

　その間、ずっと淋さびしい思いをさせてしまったことを申し訳なく思っている。不平も云わずに佳久を応おう援えんしてくれた伊吹のことを、せめて大学を出て就職するまではきちんと面めん倒どうを見てやろうと決めているのだ。

　とは云え、いまも店の手伝いをしてくれたり、家事を引き受けてくれたりしている。だから、せめて不安だけは感じさせたくない。安心して勉強に専念できる環境を作ってやりたい。

　頑かたくなな佳久に、真田はため息をついた。

「……まったく、世話の焼ける。当面の間は俺が見てやるから、経営の基本を勉強しろ」

「え、何で!?」

「経営が持ち直さないと、こっちの話も考えられないんだろう？」

「だから、何であんたがそこまでするんだよ！」

「行きがかり上、仕方がないだろう。こんないい加減な帳簿を見せられて放っておけるか。小学生のお小こ遣づかい帳のほうがよっぽどマシだ」

　呆あきれたように云われた言葉に、返す言葉もない。そんなふうに云われてしまうほど酷いのかと、愕がく然ぜんとするしかなかった。

（お小遣い帳って……そこまで云わなくたって……）

　だが、いったいどうすればいいのだろう。パティシエの修業は一通りこなしてきたけれど、経営の勉強はどうやればいいのかさえわからない。

「まずは仕入れを見直せ。いきなり商品の値段を変えるわけにはいかないだろうから、材料費で削けずるんだ。あとは光熱費で無む駄だがないか調べてみろ。この調子じゃ、無駄な税金も払はらってそうだな」

「はい……」

　もう逆らう気力もなく、神しん妙みように頷うなずく。とりあえずは、騙だまされたと思って真田の云う通りにしてみることにした。テナント出店の話は、経営が好転しなければ進みようがないのだから、いまはまだ悩なやむ必要はないはずだ。

　真田の人間性はどうあれ、それなりの地位にいるのだから、ビジネスに関していい加減なことはしないだろう。

「商品は売れてるんだから、細かな部分を見直していけば黒字も増えるはずだ。毎日はさすがに来られないから、そうだな……週に一度、チェックしに来る」

「あの、忙いそがしいんなら、無理しなくてもいいんだけど……」

「往生際ぎわが悪い。店のためだと思って割り切るんだな。パティシエとしての腕うではよくても、お前には致ち命めい的に経営センスがない。いくつかわかりやすい本を持ってくるから、空き時間に勉強しとけ」

「ええっ、何でそんなこと…」

　思わず、勉強という単語に拒きよ否ひ反応を起こしてしまう。

「この店を続けて行きたいんだろ？　本気で経営を立て直したいんなら文句を云うな。菓か子し作りの研究も必要だが、それを売る環境を守ることも考えろ」

「……わかったよ」

　びしりと云われ、肩かたを落として承しよう諾だくする。店のためだと云われれば、抗あらがうことはできない。

　悄しよう然ぜんとしていると、裏口が開いた音が聞こえてきた。どうやら、予定よりも早くに伊吹が帰ってきたようだ。

（やべ、云い訳考えてなかった！）

　本当のことを云うわけにはいかない。外がい泊はくの理由を考えて焦あせる佳久をよそに、伊吹の足音はどんどんこちらに近づいてきている。

「ただいまー」

「お、おかえり、早かったな」

「講義が休講になったんだ。家庭教師の日だから、夕方にはまた出るけど───あれ、お客さん？」　>>>♥

　事務室に顔を出した伊吹は、驚おどろいた様子で足を止めた。佳久は引き攣つった笑え顔がおで迎える。

「いらっしゃいませ。ゆっくりしていって下さいね」

「こんにちは、お邪じや魔ましてます」

「あれ、この間の……たしか、真田さんでしたよね？」

　振り返った顔を見て気づいたようだ。こういうとき、記き憶おく力がいいと困る。

「覚えていて下さったようで光栄です」

　伊吹は、どういうことだと云いたげな眼まな差ざしでこちらを見つめてくる。店には入れるなと云っておいて、自分が招き入れているのだから驚くのも無理はない。

「は、話くらい聞いてみようかと思ってさ。色々、経営に関してアドバイスもしてくれるっていうし……」

　てきとうに噓うそをついてごまかすと、伊吹は素す直なおに喜んだ。

「よかった、兄さんもようやく前向きに考えるようになったんだね！」

「ま、まぁな……」

　佳久は口元を引き攣らせて笑い返した。

「もしかして、昨日の用事って真田さんに会いに行ってたの？」

「あ、ああ。そうなんだ、夜通し熱く語っちゃってさ！」

　鋭するどい指し摘てきにぎくりとしつつ、無理な云い訳に持っていく。我ながら強ごう引いんだとは思ったけれど、他ほかの人と一いつ緒しよにいたと云うのは、あとで辻つじ褄つまを合わせるのが難しい。

「そうだったんだ。あの、兄がお世話になりました。突とつ然ぜん押しかけて、ご迷めい惑わくではなかったですか？」

「いえ、こちらも有意義な時間が過ごせましたので、お気になさらないで下さい」

「不ぶ躾しつけなところもあると思いますが、兄のこと、どうぞよろしくお願いします」

　真田に丁てい寧ねいに頭を下げると、伊吹は「ごゆっくりなさって下さい」と云い置いて、二階の住居に上がっていった。

　しばらくして、真田が笑いを堪こらえたような口調でぽつりと呟つぶやいた。

「何だか、嫁よめに出されたみたいだな」

「笑えない冗じよう談だんはやめろ」

「しかし、君があんなふうに云うとは思わなかったな。夜通し熱く、ねえ。人のベッドを占せん領りようしてぐっすり寝ねてたくせに」

　堪えきれなかった笑いに肩を震ふるわせながら、からかってくる。自分でも他にもっといい云い訳がなかったのかと思っているのだから、余計なことは云わないでもらいたい。

「仕方ねぇだろ！　本当のことを云うわけにもいかないし……」

「そうだな、ケンカ売った仕返しにイカされて寝てたなんて、弟には云えないよな」

「絶対云うなよ！」

　佳久は真顔で詰つめ寄ると、真田はしれっと云い返してきた。

「軽々しく云うわけないだろ。脅おどしにならなくなるじゃないか」

「……云ったら殺すからな」

「わかったわかった。俺が弟にバラしたら、お前はウチの会社で俺に襲おそわれたって云えばいい。これで条件は一緒だろう」

　真田を恨うらめしく睨にらみつけていた佳久は、彼の提案にぽかんとした。

（そうだよな、俺が昨日のことをこいつの上司に云ったら、こいつの立場だって危あやうくなるんだよな……）

　そんなことを自分から申告してくるなんて、何を考えているのだろうか。もしかしたら、本当に悪いやつではないのかもしれない。

　佳久は散々迷った末に切り出した。

「───あのさ、その……これからよろしく頼たのむ」

「どうしたんだ、いきなり」

　殊しゆ勝しような発言をした佳久に、真田は驚きを隠かくそうともしなかった。問い返された気まずさに、つい声を荒あららげてしまう。

「一応、世話になるんだからケジメだよ！」

「そうだな。こちらこそよろしく」

　右手を差し出され、初めは何のつもりなのかわからなかったけれど、握あく手しゆのためだと気がついた。

　佳久は躊躇ためらいながら、その手を握る。大きなその手は意外にごつごつとした働く男の手指をしていた。

「ええと、真田…さんて呼べばいいのか？」

　どんなに気に食わない相手だとしても、世話になる以上はそれなりの礼れい儀ぎを示さなくてはならないと思ったのだ。

「呼び捨てでいい。お互たがいそのほうが楽だろう。俺も麻倉って呼んでいいんだよな？」

「う、うん」

　何だか妙みような展開になってしまったけれど、これも成り行きだから仕方ない。

　恐おそる恐る握った真田の手は温かく、力強かった。
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　今日も店を閉めたあと、真田がやってきた。真田が来るのはもうこれで三度目だ。佳久に劣おとらず多た忙ぼうな日々を送っているようだが、相変わらず一ミリの隙すきもない。

（基本的にタフなんだろうな……）

　初めはそれなりに警けい戒かいしていたけれど、だんだん傍そばにいることにも慣れてきた。人を食ったようなところはあっても、人を騙だまして陥おとしいれるようなタイプではなさそうだ。

　あの日、佳久に手を出してきたのも、下心があってのことではなく脅しのつもりだったと云っていたけれど、あれ以来佳久に興味を示すようなことはない。

　逆に「体が目的なんだろう」と決めつけた自分の自意識過か剰じようさが恥はずかしいくらいだ。

　事務室の入り口に立って、帳ちよう簿ぼや伝票のチェックをしている真田を見ていたら、不意にこちらを振ふり返ってきた。

「仕込み終わったのか？」

「ん、ああ。コーヒー淹いれるけど、飲むか？」

「頼む」

　残り少なくなっていた煮に詰つまったコーヒーを捨て、サーバーに新しくセットする。カップを出したりと用意をしていたら、しみじみとした真田の呟きが聞こえてきた。

「しかし、よくこんないい加減なやり方で、いままでやってこられたな……。潰つぶれなかったのが奇き跡せきだ」

「う、うるさいな！」

　真田に色々と教えてもらうようになって、自分がどれだけ知識がなかったか日々思い知らされている。いまは先週来たときに渡わたされた専門書を四苦八苦しながら暇ひまを見て読んでいるのだが、ある意味パティシエの修しゆ業ぎようより辛つらい。

（マジでこういうの向いてないんだよな……）

　高校までの成績だって、適性があったらしい英語はそこそこできたけれど、それ以外の科目はほとんど赤点ギリギリだった。基本的に座って机に向かうことは好きではない。

「宣伝や広告はどうしてるんだ？」

「とくに何もしてないけど」

　新作を出したときは店の前のボードにお知らせを出したりはするけれど、チラシや情報誌への広告などは出していない。ああいったものには金がかかるし、金をかけただけの利益が上がるとも思えない。

「広告に金をかける余よ裕ゆうがないのはわかるが、ホームページくらい作ったらどうだ。パソコンくらい家にあるだろう。噂うわさを聞いて興味を持った客が調べて、店の場所すらわからなかったら、その客を逃のがすことになるんだぞ」

「で、でも、そういうのやり方わからないし……」

　伊吹には大学で必要だろうとパソコンを買ってやったけれど、佳久自身は触さわったこともない。

　普ふ段だんは携けい帯たい電話もろくに使わないようなアナログ人間なのだ。最近は、真田に質問するためにメールをよく使うようになり、伊吹に進化したと感動された。

「それこそ、弟に相談してみろ。いまの大学生なら、最低限パソコンの使い方くらいわかるだろう」

「でも、面めん倒どうはかけたくないし……」

「お前はいつもそう云うが、何も頼たよられないのは家族として淋さびしくないか？」

「……っ」

　真田の言葉にはっとした。聡さとい伊吹のことだ。店のことを話していなくても、それなりに事情を察してはいるだろう。それでも佳久に何も訊きいてこないのは、気を遣つかってくれているからかもしれない。

「別に毎日更こう新しんするようなものを作れと云ってるわけじゃない。店の地図とシーズンごとの新作が紹しよう介かいできれば充じゆう分ぶんだ。相談するだけしてみろよ」

「……わかった」

　あれこれとうるさく口を出され鬱うつ陶とうしいと思うけれど、どれも真しん剣けんにこの店のことを考えてくれていることだとわかるため、最近は大人しく聞き入れるようにしていた。

　だが、あまり云われっぱなしでいるのもいたたまれず、自分のほうから話題を変える。

「あ、そうだ、試作品があるんだけど食わないか？」

　いつも感想を聞いている野坂が来ないため、試食させる相手が伊吹しかいなくて困っていたのだ。真田の味覚なら、信用できるはずだ。

　そう思っての問いかけだったけれど、真田は逡しゆん巡じゆんしたあと、申し訳なさそうに首を横に振った。

「……いや、いい。せっかくだが、甘いものは苦手なんだ」

「はあ？　じゃあ何でデパ地下の洋よう菓が子し担当なんかしてるんだよ」

　真田の意外な告白に、佳久は瞠どう目もくした。パティスリーを誘ゆう致ちするような仕事をしているのだから、甘いものが好きなのだろうと思い込んでいたのだ。

「仕事に好き嫌きらいは関係ない。それに洋菓子だけじゃなく、俺が携たずさわっているのは食品関係全ぜん般ぱんだ」

「ふぅん？　けど、好きじゃなかったら、どの店がいいとかわからないんじゃねぇの？　そもそも、いったいどこでウチの店に目ぇつけたんだよ」

　パティスリー・アプリコットは固定客や熱ねつ烈れつなファンはいるものの、全国区で有名なわけではない。ある意味、知る人ぞ知るという店だ。

　スイーツのマニアや同業者なら知っていてもおかしくないけれど、そうじゃなければ存在すら耳に入って来ないだろう。

「国内のコンクールで優勝したとき、かな」

「え？」

　国内で優勝したのは、海外に出る前のことでだいぶ昔の話だ。そんな頃ころから、チェックされていたとは思いも寄らなかった。

「自覚がないようだが、お前は業界じゃかなりの有名人なんだぞ。世界大会でも優勝してるんだ。世界中の同業者に目をつけられていてもおかしくはない」

「で、でも、昔の話だし」

「セティのやつだって、その肩かた書がきに目をつけたんだろう？　プチ何とかって雑誌だったかな。肩書きや容姿のことばかり書いていて、肝かん心じんのケーキについては何の記述もない記事は他人事ながら腹が立った」

「み、見たのか、あれを……」

　その雑誌の記事は以前デパートに出店したときに強ごう引いんに受けさせられた取材記事の一つだが、全国で一二を争うデパートの社員があんな地方誌まで目を通しているものなのかと感心する。

（どこから手に入れたんだか……）

　基本的にこの地域でしか配布されていないはずだ。しかし、あれを見られていたというのは気まずい。

「ああ。イケメンパティシエって紹介されてるのに、相当の仏ぶつ頂ちよう面づらで写ってる写真もな」

「……っ」

　佳久にしてみたら、永遠に抹まつ殺さつしたいものの一つだ。写真も記事も納なつ得とくいかない。あれを承しよう諾だくしてしまったことには、いまでも後こう悔かいしている。

「やつらは肩書きだけが欲しかったのかもしれないが、俺は違ちがう。お前の才能はもっと多くの人間に認められて然しかるべきだ。だからこそ、声をかけようと思ったんだ」

「そ、そりゃ、どうも……」

　高評価をもらい、照れてしまう。真田の言葉をすんなり受け入れられるのは、データとして客観的に見ているのがわかるからだ。彼が無む駄だなお世辞を口にするようなタイプではないとわかってきたせいもあるだろう。

「あれ、でも甘いもの苦手なんじゃ…？　それでケーキの味とかわかるのかよ」

「それは───食べてるやつの顔を見ればわかる。繊せん細さいなデザインは素す晴ばらしいと思う。ただ、経営センスは最悪だがな。俺のやった本はちゃんと読んでるか？」

「読んでるよ！」

　堅かた苦くるしい文章に意識が遠とお退のきそうになるけれど、店の将来がかかっているのだと思って、投げ出さずに必死に目を通している。少しは慣れてきたのか、初めの頃よりは理解できるようになってきた気がする。

（何かいま、ごまかされたような気がしたけど……まあ、いいか）

　引っかかりを覚えたけれど、食い下がるほどのことでもないと思い、流してしまった。

「改めて見直してみると、コストの無駄が見えてくるだろう？」

「ああ。一つ一つはわずかだけど、まとめてみると経費が浮いたな」

　真田の指導の下もと、仕入れのやり方や光熱費の使い方などを見直してみた結果、まだまだ節約できる部分があるとわかった。

（伊吹も色々教えてくれるしな）

　小難しい単語の意味などを訊くと、伊吹は嬉うれしそうに説明してくれるのだ。

　真田は、そんな佳久に小さな手て提さげの紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。

「じゃあ、これはがんばってるご褒ほう美びだ」

「何これ」

「新しく松嶋屋に入ったショコラ専門店のアソートだ。もらいものなんだが、甘いものは苦手だからお前にやる」

「マジでいいのか!?　ここって、いますごく並んでるんだろう？」

　真田は素っ気なく云いうが、佳久は一度は食べてみたいと思っていた店のショコラだったため、手放しで喜んだ。洋菓子は作るのはもちろん好きだが、何より食べるのが好きなのだ。

「ありがたいことに好評のようだ。本店に通って口説き落とした甲斐かいがあったよ」

「えっ、本店ってフランスにあるんじゃ……」

　しかも、パリではなく、どこかの田舎いなか町だったはずだ。気安く通えるような場所ではない。それを云うと、真田は感心したように返してきた。

「ああ、よく知ってるな」

「そりゃ、業界のことだからな。じゃなくて、あんたがわざわざフランスまで通ったのかよ？」

「そうだが？　電話やメールでこちらの誠意が伝わるとは思えないからな。こちらから頼たのむ立場で楽をするわけにはいかないだろう」

　真田の言葉に目を瞠みはる。

「……へえ、ちょっと見直した」

「おい、ちょっとってどういうことだ？」

　思わず口にした本音に、真田はわざとらしく眉まゆを上げた。じろりと睨にらまれ、佳久は狼狽うろたえる。

「あ、いや、とくに深い意味はなくて」

　云い方がよくなかったかもしれないと慌あわてて云い訳をしていたら、真田は不ふ機き嫌げんそうにしていた顔を一転させ、笑い声を立てた。

「冗じよう談だんだよ。そんなに慌てなくたっていいだろう」

「からかったのかよ！」

「悪かったって」

　謝りつつも、笑いを堪こらえきれない様子だ。

「…ったく……」

　ぎろりと睨ねめつけてやったけれど、悪びれない真田の表情にそれ以上怒おこる気もなくなってしまった。

（何やってんだ、俺は……）

　真田とこんなやり取りをする日が来るとは思いもしなかった。毒気を抜ぬかれた佳久は、専門書を取り上げ、栞しおりを挟はさんでいた部分を開いて目を落とした。

　しかし、黙だまり込んだままでいるのも気まずい。何か墓ぼ穴けつを掘ほらない話題はないかと考え、以前野坂に教えられた噂うわさ話ばなしを思い出した。

（どうせだから、本人に聞いてみるか）

　噂うわさで疑ぎ心しん暗あん鬼きになるくらいなら、多少話しづらい内容でもストレートにぶつけてしまったほうがすっきりする。

「なあ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「何だ？」

「人に聞いた話なんだけど、あんたのせいで店が潰つぶれたり、経営を乗っ取られた店があるって本当か？」

　真面目まじめに聞いていた真田だったけれど、佳久が噂のことを口にすると不機嫌になるどころか楽しそうに笑い出した。

「へえ、お前も聞いてるのか、その噂。麻倉はその話が本当だと思うか？」

　逆に訊きき返され、しどろもどろになる。

「あ、いや、いくらあんたでもそこまではしないだろうとは思うけど……」

　火のないところに煙けむりは立たないとよく云うけれど、火がなくても煙を立たされることがあることは、これまでの経験からよくわかっている。

　だから、人ひと伝づての情報を鵜う吞のみにはできないというのが佳久の持論だ。

「俺が関かかわった店が潰れたことはあるが、俺が何かしたわけじゃない。逆さか恨うらみされてはいるようだがな」

「じゃあ、乗っ取ったっていうのは？」

「いい商品を作っていたけど、廃はい業ぎよう寸前だった会社に出資して立ち直らせたことがある。多分、そのことが歪ゆがめられて伝わってるんだろう。一応、そこの役員に名前を連ねてはいるが、そろそろ手がかからなくなってきたから、経営からは手を引くつもりだ」

「なるほどな……」

　どんなことにも他ほかの人間にはわからない事情がある。真田のように優ゆう秀しゆうで家いえ柄がらもいい人間は多くの人間にやっかまれるのだろう。

「安心したか？」

「ああ、納得した。あんたはお節せつ介かいだけど、人の店を潰したり乗っ取ったりするような人間には見えないからな」

「……そう云ってもらえると嬉しいよ」

　ふわりとした微笑ほほえみに、何故なぜかドギマギしてしまう。そんな自分に動どう揺ようし、ますます心臓が高鳴ってくる。

「べ、別に褒ほめたわけじゃないぞ！」

　つっけんどんにそう云うと、真田はまた大きく噴ふき出し、しばらく笑いの発ほつ作さが止められないようだった。










　真田は今日もいくつか課題を残して帰っていった。次の週までにその課題を片づけることが、佳久の宿題だ。

「ったく、何でこんな細かいミスに気がつくんだ……」

　訂てい正せいするように云われた帳ちよう簿ぼを直していた佳久は、細かい作業に苛いら々いらしてくる。数字を見続けることは苦手なのだ。

　ミスを見つけてくれたことはありがたいが、こうしていると、赤点を取って一人だけ宿題を出された学生時代の苦い記き憶おくが蘇よみがえってくる。

「あ、そうだ」

　真田にもらったショコラでも食べて、気持ちを落ち着けよう。甘いものを食べれば、気も紛まぎれるだろう。

　いそいそと紙袋の中を覗のぞいてみたら、アソートの箱以外にも何かの包みが入れられていた。

「ん？　何だろこれ……」

　取り出してみると、未開かい封ふうのフレグランスの小こ瓶びんだった。商品名はなく、サンプルと書かれたシールが貼はってある。

（もしかして、これってあいつが使ってる……）

　佳久が気にしていたことを覚えていてくれたのだろう。そう思ったら、心なしか鼓こ動どうが速くなった。

　それだけではなく、お疲つかれ様と走り書きされたカードまで入っている。

「何つーか、マメだよな……」

　自分には真似まねできない気き遣づかいだ。こんなふうに接されたら、女性なら確実に惹ひかれてしまうに違ちがいない。

「こ、こんなもの一つに絆ほだされてるわけじゃねーぞ！」

　プレゼントを贈おくられてときめくなんて、そんなことあるはずない。ほんのちょっと嬉しかっただけだ。だが、そんな自分への云い訳は、誰だれもいない部屋に虚むなしく響ひびく。

　瓶の蓋ふたを開けてみると、ふわりと清すが々すがしい爽さわやかな香かおりが立ち上った。この香りを嗅かいでいるだけで、リラックスできるような気がする。

　真田自身が纏まとっている香りと少し違うのは、彼自身の匂においと混じって独特の香りになっているからだろう。

「何だこれ……」

　とくとくと脈打つ心臓が、何故か甘く締しめつけられる。不可解な自らの反応に、佳久は首を傾かしげるばかりだった。
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　真田があれこれ教えてくれるようになって一ひと月つきほどで、経営がずいぶん上向いてきた。それもこれも真田の指南のお陰かげだ。

　野坂は何を企たくらんでるかわからない、などと云いっていたけれど、いまのところ真田が何か画策しているようには思えない。帳簿にミスを見つけると嫌いやみを云われるけれど、ムカつくのはせいぜいそのくらいだ。

　様々な無む駄だをなくすだけで、これだけの効果が出るとは思いもしなかったが、それだけいままでのやり方が甘かったのだろう。

　少しは宣伝も考えたほうがいいと云われたため、弟の伊吹にホームページを作ってもらうことにもなった。おずおずと頼たのんでみると、伊吹は張り切って引き受けてくれた。

　インターネットに詳くわしい友人にも手伝ってもらったらしく、思った以上の出来上がりで、そのお陰もあって、遠くから車で買いにきてくれる人も少し増えたようだ。

　それに家賃の値上げの心配をしなくてすむのは正直ありがたい。悔くやしいけれど、何もかも真田のお陰だ。

「それにしても、今日は遅おそいな……」

　いつもはすでに来ている時間だが、真田からは何の音おと沙さ汰たもない。忙いそがしいことはわかっているから、来られなくなっても仕方ないと思うのだが、連れん絡らく一つないと心配になる。事故に遭あったりしていなければいいのだが。

　すでに片づけも仕込みも一通り終わってしまったので、佳久は暇ひまを持て余していた。

（いや、正確に云うと暇ではないんだけど……）

　真田にもらった専門書に目を通そうとしているのだが、彼のことが気にかかっているせいか内容が頭に入ってこないのだ。

　何となく落ち着かないため、新作のアイデアを練ろうとしても集中できない。

「……まさか、本当に事故に遭ったんじゃ」

　来られないのなら、何かしら連絡が来るはずだ。連絡がないということは、それができない状じよう況きようにあるのではないだろうか。

　ほとんど車で移動している真田が携けい帯たい電話の電波が届かないところにいる可能性は低い。となると、携帯電話自体が使えないか、もしくは本人が───。

（そんなわけないよな）

　悪いほうへとばかり考えがいってしまう自分を必死に否定する。そのとき、コンコンと固いものを叩たたくような音が聞こえてきた。

　佳久は慌あわてて立ち上がり、店頭へと足を向けた。ガラス戸の向こうには、待ちわびた真田の無事な姿があり、ほっと胸を撫なで下ろす。

「すまん、遅くなった」

「お、おう」

　真田の顔を見た途と端たん、もやもやとした気分が一気に晴れていった。肩かたの力が抜ぬけていくのを感じ、自分が思っていた以上に心配していたことを知る。

（べ、別に他意はないんだからな！）

　彼の安否を気遣い、必要以上にそわそわしていたなんて知られるわけにはいかない。いま顔を見られたら、何もかも見み透すかされてしまいそうな気がして、佳久は背中を向けた。

「明かりが消えてたら帰ろうと思ってたんだが、待っててくれたのか？」

「仕方ねぇだろ。何の連絡もないんだから」

　気き恥はずかしさから、口調が素っ気なくなってしまう。だが、逆に拗すねたような響きになってしまった。

「悪かった。ちょっと立て込んでてな」

「別に無理して来なくてもよかったのに……」

「残念だったな。まだお前から目を離はなすわけにはいかないんだよ」

　真田は佳久が、自分に来て欲しくなかったのだろうと思ったようだ。

（本気で心配してやってんのに……）

　これまでの言動を考えればそう取られても仕方ないけれど、何だか釈しやく然ぜんとしなかった。心配してたことを知られるのは嫌いやだけれど、来ないほうがよかったと思っているとは思われたくない。そんな複雑な自らの心境が、自分でもよくわからなかった。

「さ、一週間の成果を見せてもらおうか？」

「わかってるよ」

　一いつ緒しよに事務室に行き、いつものように帳簿を手て渡わたす。

「弟はいないんだな」

「もう寝ねた。明日も学校だからな。何でそんなこと訊きくんだよ。伊吹のことなんて、どうでもいいだろう」

「彼のことを気にしてるわけじゃない。お前と二人きりなのを確かく認にんしたかっただけだ」

「なっ…何考えてるんだよ！」

「さあ、俺がどんなことを考えてると思う？」

「知るか、そんなこと」

　最近、真田は以前より軽口を叩くようになった。冗じよう談だんを云うというよりも、佳久の反応を見て楽しんでいると云ったほうが正しいだろう。

　生き真面目まじめで過か剰じよう反応する佳久が面おも白しろいのかもしれないが、からかわれるほうは堪たまったものではない。

　いまのところ立場が弱いのはこちらのほうだし、嫌みや嫌がらせでやっているわけではないようなので、ある程度は仕方ないと諦あきらめている。

　真田がチェックを入れている間は、新作のルセットを考えていたり、道具の手入れをしているのが常だ。だが、今日は何となく彼の様子が気になって仕方なかった。

（珍めずらしく疲れた顔してんな……）

　いつだって皺しわのないスーツを着こなし、疲れなど微み塵じんも見せない男なのに、今日ばかりは目元に疲ひ労ろうを滲にじませている。そういえば、声にも張りがなかったようだった。

「…………」

　見かねた佳久はそっと席を立ち、一度厨ちゆう房ぼうへ行くと、試作品のタルトを持って戻もどってきた。そして、コーヒーにミルクを入れ、一口サイズのタルトを添そえて真田の前に出した。

「ほら、食えよ」

「え？」

　驚おどろく真田の隣となりに腰こしを下ろし、気恥ずかしさからぶっきらぼうに告げる。

「糖分摂とれば少しは疲つかれも取れるだろ。甘いものがダメでも、これならイケると思うぜ。糖分は控ひかえめにしてあるから。何があったか知らないけど、そんな顔してたらますます疲れんじゃねーの？」

　真田は一いつ瞬しゆん迷った顔をしたけれど、やがてタルトに手を伸のばした。

「ありがとう、いただくよ」

　タルトを口に運ぶ真田の横顔を、息を吞のんで見守る。果たして、彼の口に合うだろうか？

　緊きん張ちようしながら待っていると、真田の口元が微かすかに綻ほころんだ。

「…美味うまいな」

「よかった！　それ、試作品なんだ。砂糖の代わりに蜂はち蜜みつを入れて、スパイスを利きかせることで───」

　美味いの一言が嬉うれしくて、滔とう々とうと説明を始めてしまう。自分の作った菓か子しで誰だれかが笑え顔がおになってくれる、これ以上に幸せなことはない。

　そんなふうに無む邪じや気きに喜んでいた佳久を真田が不意に抱だきしめてきた。

「ちょっ、何だよいきなり…っ」

「すまない、少しだけ」

「真田？」

　驚いて引き剝はがそうとしたけれど、珍しく力ない声で云いわれ、拒こばむに拒めなくなってしまった。佳久は仕方なく力を抜き、大人しく抱きしめられることにした。

（何なんだよ、いったい……。別にヘンなことされるわけじゃないから、いいけどさ）　>>>♥

　複雑な心境だったけれど、弱っている人間を突つき放すのは心苦しい。

　こうして人ひと肌はだを感じているだけで癒いやされる気持ちはわかるから、少しくらいは肩を貸してやってもいいだろう。

「何かあったのか？」

「……ちょっとな。家のほうでごたごたしてて」

　いつでも隙すきのない真田でも気が滅め入いることがあるのだと思うと、いままでより少し身近に感じられる。彼もやはり人の子なのだ。

「愚ぐ痴ちくらい聞いてやるよ。話せばすっきりすることもあるし、何にも事情を知らないやつのほうが話しやすいときもあるだろ。聞いたからって、俺は人に云いふらすつもりはないし。まあ、信用できないかもしれないけど」

　思い余って、そう申し出る。すると、真田はしばらく考え込んでいたようだったが、静かに語り始めた。

「……俺はさ、本当は本家の子じゃないんだ」

「え、養子ってことか？」

「ああ。遠とお縁えんだから、全く血の繫つながりがないわけじゃない。本家のいまの両親は子供に恵めぐまれなくてな。俺が中学生のときに跡あと継つぎがどうしても欲しいって云って、白羽の矢が立ったんだ。俺は優ゆう秀しゆうだったからな」

「自分で云うな、そういうこと」

　滅入っているときでさえ軽口を挟はさむ真田にツッコミを入れる。

「本当は養子になんか行きたくなかった。けど、その頃ころ実家の商売が上手うまくいってなくて、援えん助じよが必要だった。だから、断ろうとする両親を説得して、自分から養子になることを決めた」

　できるだけ重くならないように話す様子が、逆に痛々しかった。

　噂うわさからは華はな々ばなしい経歴しか伝わってこなかったけれど、本人には他人にはわからない辛つらいことがたくさんあるのだろう。

「いまの両親は優やさしいし、軋あつ轢れきは何もない。実家の両親に会うなとも云われていないし、他ほかにやりたいことがあるなら、松嶋屋を継つがなくてもいいと云ってくれてる。だけど、言葉と本心が違ちがうこともわかってしまう。俺だって、彼らの期待には応こたえたい。でも、たまにどうしようもなく逃げたくなるんだ」

　社交的で自信に満ち溢あふれ、ビジネスでは秀ひいでた手しゆ腕わんを発揮する───それこそが、真田に望まれた人物像なのだろう。

「じゃあ、逃げればいいんじゃね？」

「え？」

「逃げるって云っても、何もかも放り出すわけじゃなくてさ、ちょっとだけサボってみるとかさ。学校サボるときって妙みように解放感なかった？」

　授業時間、教室を抜ぬけ出して校舎の屋上で昼ひる寝ねをするあの心ここ地ちよさはたまらなかった。

「学校をサボったことはない」

「真面目まじめだったんだなぁ、お前。一回やってみろよ。逃げてもいいんだって思うだけで、少しは気が楽になると思うぞ」

「わかった、考えてみよう」

　サボることを勧すすめるのはいいことではないとは思うが、たくさんのものを背負いすぎて本人が潰つぶれてしまっては元も子もない。

　プレッシャーは気持ちの問題によるところが大きいのだから、考え方一つでそれが軽くなるのはいいことだ。

（俺も手紙もらって楽になったしな）

　がんばってることを見ていてくれる人がいる。がんばりを褒ほめてくれる人がいると思うだけで、辛いときを乗り越こえることができた。

「……やっぱり、似てるな」

「え？」

「いや、何でもない。もう少しこうしていてもいいか？」

「まあ、いいけど」

　佳久は子供をあやすように、ポンポンと真田の背中を叩たたいてやる。すると、抱きしめてくる手に力が込められた。

　少し苦しくなったけれど、耐たえられないほどではない。むしろ、久々に感じる人の体温は心地よく、自分自身も癒されていくようだった。

（あーでも、やっぱりいい匂においがする）

　思わず肩かた口ぐちに顔を埋うずめて、その匂いを嗅かいでしまう。好きな香かおりはたくさんあるけれど、こんなに惹ひかれる香りは初めてだ。何とも云えず、心地いい。

（安心する…ってのもちょっと違うな。リラックスできるっていうか───あれ？）

　真田の香りに陶とう酔すいしかけていた佳久は、自分の体の奥で目覚めた感覚にはっとした。

　下腹部の辺りにもやもやとした覚えのある違い和わ感がある。それを意識した途と端たん、じわじわと疼うずき始めた。

（ちょっ、噓うそだろ!?　それはまずいって！）

　自らにそう云い聞かせるけれど、理性では制せい御ぎよできない反応だからどうしようもない。

　体の中心に熱が集まっていくのが気まずく、つい体をもぞもぞとさせていると、苦く笑しよう混じりに云われた。

「もう我が慢まんの限界か？」

「いや、その…」

　こういうときは何と云えばいいのだろう。決して、抱きしめられていることが苦痛なのではないのだが、このままこうしてくっついていたら、ますますのっぴきならない状態になってしまう。

　佳久が困り果てていたら、真田はどういう状じよう況きようなのかを察したようだ。

「ああ、我慢できなかったのはこっちのほうか」

　ごまかす暇ひまもなくあっさりと生理的反応を見み抜ぬかれてしまい、どんな顔をすればいいのかわからない。とりあえず。見下ろされている股こ間かんを慌あわてて手で隠かくした。

「ちがっ、これはその、疲れてて…っ」

「かなり硬かたくなってるぞ」

「こら！　勝手に触さわるな!!」

　真田は手の間から指で突つついてくる。何とかそれを阻はばもうとするけれど、くすぐってくるような指の感かん触しよくに、反応が如によ実じつになっていく。

「やめ…っ、ちょっ、ん、こら…ッ」

「ここまできたら、触らないと辛いだろう？　慰なぐさめてもらった礼に手伝ってやるよ」

「いいって！　自分で何とかするから!!」

「遠えん慮りよするなよ。この間だって、悪くなかったろ？」

「……っ」

　耳元で囁ささやかれ、ぞくりと背筋がおののいた。産うぶ毛げを撫なでる吐と息いきと、記き憶おくに残る感覚に官能が呼び覚まされる。

「目を瞑つぶってればすぐ終わる」

「そういう問題じゃ……おい、マジでやめろって！　洒しや落れにならねーだろ！」

　真田は手慣れた動作でズボンのウエストを緩ゆるめ、迷うことなくその中に手を入れてきた。

「黙だまってろ。気持ちよくしてやるから」

　引き摺ずり出された自身に、直じかに長い指が絡からみつく。すでに後戻りもできない状態になっていたため、触ふれられただけで腰が跳はねた。

「ン…っ、ちょ、待て、待った！」

「こっちはもう待てなさそうだが？」

「生理現象なんだから仕方ねぇだろ！　や…っ、あ、離はな…せ……っ」

　このままだと、少し弄いじられるだけで達してしまいそうだ。羞しゆう恥ちに頭が煮にえたぎる。じたばたともがいて逃のがれようとしたら、囁くように釘くぎを刺さされた。

「上で弟が寝ねてるんじゃないのか？　騒さわぐと起きてくるぞ」

「……ッ」

　それを云いわれたら、身動きが取れなくなる。抵てい抗こうを緩めると、真田はふっと小さく笑った。

「イカせてやるだけだから、大人しくしてろ」

「んぅ…っ、う、んん」

　敏びん感かんな昂たかぶりを強く擦こすられ、甘く腰が震ふるえる。下腹部の奥がじんわりと熱くなってきて、自身が一層硬くなった。佳久は堪たまらなくなって、ぎゅっと目を閉じた。

（何で俺は、こいつの好きにさせてるんだ……？）

　こんなのはおかしいと思っていても、何故なぜか身動きが取れない。

　一度身を任せてしまえば、簡単に快感に流されていってしまう。快楽に弱い自らに歯は嚙がみしながらも、吐息が漏もれるのを押さえ切れなかった。

「ンっ…ふ……」

　濡ぬれてきた先せん端たんを丸く撫でられ、喉のどの奥が鳴る。自身を包み込んだ大きな手の平をスライドさせるように動かされると、どうしようもなく感じてしまう。

　恐おそる恐る目を開けると、真田の指が自分の昂ぶりを淫みだらに扱しごいているのが視界に入った。

「……っ、あ、や…っ」

　視覚からの刺し激げきに、カッと体が熱くなった。体温が上じよう昇しようするのと共に、感覚が鋭えい敏びんになった気がする。

　気がつくとコックコートの前をはだけられ、中に着ていたシャツを捲まくり上げられていた。剝むき出しになった肌はだに真田の手が這はっている。

「おま…っ、どこ、触って…！」

　イカせるだけと云いながら、余計なことをしているではないか。文句を云う佳久に構うことなく、真田はさわさわと腰や脇わき腹ばらを撫でてくる。

「いい体してると思ってな。さすがパティシエだ」

「んっ、いまは関係ない、だろ……っ」

「そうだな。こっちに集中するべきだよな」

「ぁン、そこ、やめ…っ」

　不意に胸の尖とがりを摘つままれ、高い声が上がった。乾かわいた指先が挟はさみ込んだそれを少し痛みを感じるほどの強さで捏こね回す。

「マジで離せって、ぅン、んん！」

「ふぅん、ここが感じやすいのか」

「あ…っ、あぅ」

　真田の手を摑つかんで外そうとするけれど、力が入らない。勝手に零こぼれる声を必死に抑おさえ込むけれど、熱っぽい吐息が漏れるのはどうしようもなかった。

　二つの場所を同時に弄り倒たおされ、残り少なくなっていた理性すら消えていく。快感に押し流され、自分を保つことすら危あやうくなってきた頃ころ、真田が気まずそうに白状してきた。

「悪い、俺もちょっとやばくなってきた」

　真田はそう云って、佳久の体をソファに横たえてきた。

「え…？」

　何がどうやばいのか。理解できずに目を瞬またたいていると衣きぬ擦ずれの音がして、その直後、自身に独特の感触が触れてきた。

「や……っ」

　重ねられたのは、真田の欲望だった。すでに芯しんを持ったそれは熱く、力強く脈打っている。初めて目にしたそれは、佳久のそれよりも大きく張り詰つめていた。

「噓、ちょっ…それ、やだ……っ」

「少し我慢しろ」

　真田はそう云って、一ひと纏まとめにして大きく扱いてきた。敏感な器官が触れ合い、強ごう引いんに擦られ、それまで以上に息が上がる。

「我慢って……ぁん、あっ……」

　責め立ててくる指の動きも激しくなった。いつの間にか溢あふれ出ていた体液が纏わりつき、ぬめった感触がする。

「はっ……や、熱い……っ」

「さっきより感じてるみたいだな」

「バカ、んん、あ、ん……ッ」

　二つの昂ぶりを濡れた指で弄り回される光景は卑ひ猥わいだった。見たくないと思っているのに、目が離せない。

（やばい、マジで気持ちいい……）

　もみくちゃにされているうちに、自分の腰も勝手に揺ゆらめいてしまう。ダメだと思っても、止まらなかった。

「う、あ、あっ…も、いく……」

　溜たまったものを吐はき出したい。頭の中がそのことだけでいっぱいになる。腰を擦りつけるように動かすと、真田は絡みつかせた指に力を込めてきた。

　ぬるぬると擦られ、先端を爪つめで引っ搔かかれた瞬しゆん間かん、何かが弾はじけた。

「あ……！」

　佳久はびく、びく、と大きく痙けい攣れんしながら、白はく濁だくを真田の手の中に叩たたきつけた。指の隙すき間まから零れたものが、腹部やシャツを汚よごす。

　真田はべとべとに濡れた手で再び二つの昂ぶりを包みこみ、大きく動かした。

「ん、ぁ…あ……」

「く……っ」

　少し遅おくれて、真田も絶頂を迎むかえる。重ね合わせられていたせいで、そのときの痙攣や脈動が直に伝わってきた。

「悪い、汚したな」

「……いいよ、お互たがい様だし」

　出したものを拭ふいて、服を整えて。そうするべきだと頭でわかっているのに、何故か行動に移せない。

　真田の手でイカされてしまったことに軽い屈くつ辱じよく感を覚えつつも、体の熱はすぐには鎮しずまってくれそうになかった。

（出したのに、何で……）

　自らの体がさらなる行こう為いを求めているのがわかり、困こん惑わくする。認めたくはないけれど、佳久の体はこのまま抱だかれたがっていた。

　そして、真田もその先を望んでいるようだった。その瞳ひとみからは情欲の色が消えていない。お互いに荒あらい呼吸をしながら、視線を交かわす。

　真田は躊躇ためらいがちに訊たずねてきた。

「───抱いていいか？」

　初めは強引だったくせにと思うと、笑いが込み上げてくる。

「いまさら何云ってんだ。お前のそれだって、放っておくわけにはいかないだろ」

　この期ごに及およんで嫌いやだと云う気はなかった。雰ふん囲い気きに流されたとは云え、中ちゆう途と半はん端ぱなところで逃げるのは男らしくない。そんな佳久の言葉に、真田は小さく笑った。

「……男前だな。何か慣らすものあるか？」

「そこの救急箱にワセリンが入ってる」

　手て荒あれのケアや火傷やけどをしたときのために常備してあるのだが、こんなことに使う日が来ようとは。真田は汚れていないほうの手で佳久の下衣を剝はぎ取ると、救急箱の中から目的のものを取り出した。

「膝ひざ立てて」

　真田は片手で器用に開け、クリーム状のものを指に取ると、それを佳久の足の間に塗ぬりつけてきた。ひやりとした感かん触しよくに眉まゆ根ねを寄せる。

「んっ」

「痛くしないようにするから」

　油分をまとった指がゆっくりと自分の中に入ってくる。久々の感触に、佳久はぐっと歯を食くい縛しばった。

　その場所を使う行為自体は苦手ではないけれど、解ほぐされている間の感覚にはなかなか慣れることができない。とくにここしばらくは他人と肌を触ふれ合わせることがなかったため、余計にそう思ってしまうのだろう。

「う、んん、ん……」

「痛いのか？」

「ちが……ンぅ、う」

　入り込んだ真田の指がゆっくりと動く。締しめつけるように狭せばまった入り口を押し広げられ、少し緩ゆるんでくると、抜ぬき差しが始まった。

　内ない壁へきを押すように擦こすられると、そこが小刻みに震ふるえる。指を締めつけると、あやすように前を弄いじられる。その繰くり返しに意識も体も蕩とろけていった。

「はっ…ぁ、んぁ…っ」

　ずるりと指を引き抜かれ、煮にえたぎった頭でその次の行為を意識する。ごくりと喉のどを鳴らすと同時に足を大きく開かされ、じくじくと疼うずくそこへ熱く濡ぬれた切っ先を押し当てられた。

「……ッ」

「力、抜ぬいてろよ」

「う、く…んん……っ」

　昂たかぶりの先せん端たんが押し入ってきた。それだけで相当苦しいのに、じりじりと押し入ってくる真田の欲望は、予想してた以上の質量だった。

「まだ少しキツいな」

「あほ、お前のがでかいんだ……っ」

「それは褒ほめてくれてるのか？」

「苦情を云いってんだ！　あ…っ」

　熱を持ち、硬かたく張り詰めたそれで浅い部分を緩く擦られると、腰こしが甘く痺しびれる。その痺れは背筋を伝って、駆かけ上がっていった。

「うぁ、んっ……！」

　真田はゆっくりと腰を遣つかいながら、確実に自身を奥へと進めている。緩い振しん動どうにあやされるようにしているうちに、真田の全すべてを受け入れていた。

「全部入った」

「わざわざ、云うな……っ」

「動くぞ」

「だから、そ…いうことを───ぁあッ」

　ぐっと強く腰を突つき入れられ、佳久は喉を仰のけ反らせた。

　真田は佳久の腰を摑つかんでガクガクと揺さぶってくる。初めは緩やかだった揺さぶりは徐じよ々じよに激しさを増し、やがて突き上げへと変わっていった。

「あ、あっ……はっ」

　絶ぜつ妙みような角度で抉えぐるように穿うがたれ、律動に押し出される声が抑おさえられない。袖そで口ぐちで口元を覆おおっても、吐と息いきまで嚙かみ殺すことはできなかった。

　大人二人ぶんの体重を受け止めている古いソファがギシギシと不満を訴うつたえているけれど、いまさらやめられるはずもない。

　いまではもう揺さぶられているのか、自分から動いているのかわからなくなっていた。叩きつけるような律動が一層荒あら々あらしくなる。

「ひぁ…っ、あっあ、あ……っん───」

　一度大きく退ひいた腰に、最さい奥おうまで深々と貫つらぬかれた。どくんっ、と欲望が爆はぜるのと同時に視界が一瞬白くなる。

　絶頂を迎えた佳久の体は、根本まで埋うめ込まれた真田のそれをキツく締めつけた。慌あわてて自身を引き抜こうとした真田の腰に足を回し、自ら奥まで迎え入れる。

「……っ」　>>>♥

　繫つながった場所を軽く揺すってやると、中で真田のものが大きく膨ふくらみ、震えるようにして最後を迎えた。真田は佳久に覆い被かぶさるようにして荒く息を吐きながら、悔くやしそうに呟つぶやいた。

「……やられた」

「こんなときまで、自制すんなよ」

　自分ばかりが一方的に乱れさせられているのは悔しい。佳久は、思った通りに真田をイカせてやったことに満足する。

　真田は佳久の上でぐったりとしていたけれど、やがて顔を上げて宣戦布告をしてきた。

「人を煽あおった責任は取れよ」

「え？」

　真田は体を起こすと、佳久を自分の膝の上に引き起こした。腰を跨またぐ体勢になり、繫がりが深くなる。

「……ッ、ちょっ…いきなり何すんだよ！」

「リベンジだ。もう無理って云うまで泣かせてやる」

「はっ！　そっちこそあとでくたばるんじゃねーぞ」

「云ったな」

「んむっ、んんん」

　憎にくまれ口は口づけによって遮さえぎられた。代わりにキツく睨ねめつけると、捩ねじ込んできた舌で乱暴に佳久の口こう腔こうを搔かき回してくる。

「んん、ぅん、んー…っ」

　そして、息苦しさに喘あえぐ暇ひまもなく繫がった腰を激しく突き上げられ、再び快感の中へと引き摺ずり込まれる。久々の行為に、外れた箍たがはそう簡単に元には戻もどらなかった。










「……う…ん…？」

　寝ね返がえりを打とうとして、腕うでが何かにぶつかった。感触から事務室に置いてあるソファだとわかる。徐々に意識が覚かく醒せいしてくるのに合わせて目を開けると、見慣れた天てん井じようが目に入ってきた。

（あれ、俺、何でこんなとこで寝てんだ…？）

　見上げた時計が示す時刻は、いつも仮か眠みんを取っている時間ではない。不思議に思いながら、自分の記き憶おくを辿たどっていく。

　片づけをして、仕込みをして、そのあと真田を待っていて───。

「あ…っ」

　一気に全てを思い出した。赤せき裸ら々らな記憶に、火がついたように全身が熱くなり思わず手で口元を押さえる。

　どうやら、自分はまた睡すい魔まに負けて眠ねむってしまったらしい。起き上がってみると、何もなかったかのように衣服が整えられていた。真田の姿はもうなく、残っているのは彼の香かおりだけだ。

　夢だったらよかったのに。そう思っても、さっきのことは間ま違ちがいなく全て現実だ。

「何を考えてたんだ、俺は……」

　妙みような雰囲気に流されて、真田に抱だかれてしまった。

　しかも、途と中ちゆうから煽ったのは外でもない自分自身だ。売り言葉に買い言葉。負けず嫌ぎらいな性格がこんなとき恨うらめしい。

　真田の弱ってる姿に絆ほだされたとは云え、あれはさすがにまずすぎる。激しい後こう悔かいに襲おそわれ、佳久は頭を抱かかえた。

（つか、あいつも何考えてんだ！　そういう意味での下心はないって云ってたくせに…っ）

　あまりのいたたまれなさに、責任転てん嫁かしてしまいたくなる。

　とりあえず、ここに真田がいなくてよかった。どんな顔で向き合えばいいのかわからず、八つ当たりしていたかもしれない。

「……欲求不満だったのかな、俺……」

　元々、女性に性欲を覚えない質たちとはいえ、体だけの行きずりの関係を結んだことはこれまで一度としてない。経験があるのは、過去につき合っていた恋こい人びととだけだ。

　貞てい操そう観念は堅かたいほうだと自覚しているぶん、自分の行動が理解できなかった。

　弱みをたてに脅おどしてきたりといけ好かないところもあるけれど、真田には世話になってるし、感謝もしてる。初めに会ったときよりは、好感も抱いだいてはいる。

　しかし、だからと云って一線を越こえるような関係ではないはずだ。男が全て快楽に流されやすい生き物なのだとしても、自分たちがそうなってしまうのは問題がある。

「ああもうっ、どうしたらいいんだ!?」

　苛いら立だちを募つのらせ、抱えた頭をぐしゃぐしゃと搔き回す。

　何もかも忘れたい。忘れてもらいたい。

「そうだ、忘れるしかないよな」

　こうなったら、お互たがいになかったことにするしかないだろう。真田だって、勢いに流されただけだろうし、忘れようと申し出れば受け入れてくれるはずだ。

　雰ふん囲い気きに流されて体を重ねてしまったけれど、あれには深い意味などないのだと、そう云えばいい。

　思いついた考えに悦えつに入っていると、不意に名前を呼ばれた。

「佳久、いまいいか？」

「うわ、大輝!?」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、ソファから転がり落ちそうになってしまった。

（び、びっくりした……）

　事務室の入り口に立っていたのは、約一ひと月つきぶりに顔を出した野坂だった。悶もん々もんとしていたせいで、いつ中に入ってきたかわからなかった。

　明るさが取り柄えの野坂だが、今日はやけに覇は気きがない。疲つかれが溜たまっているのか、目の下には濃こい隈くまができていた。

「な、何しに来たんだよ」

　一人で呻うめいているところを見られた気まずさから、突つき放すような口調になってしまう。すると、野坂は困ったように苦笑いを浮うかべた。

「この間のこと、謝りに来たんだ」

「……そうか」

「ごめんな、お前が嫌いやなこと云って」

　野坂は力なく謝ってくる。その悄しよう然ぜんとした様子を見ながら、佳久も心の中で反省した。

（俺も大輝に謝るべきだよな……）

　野坂はあのとき悪気があって、佳久を怒らせるようなことを云ったわけではない。むしろ、よかれと思っていたはずだ。

　いま思えば、あんなに頑かたくなになる必要はなかった。信用できないのは、あのときの担当者とあの会社なのであって、同じ仕事をしているからと云ってまとめて毛け嫌ぎらいしていたのはあまりに子供すぎた。

　そういうふうに思えるようになったのは、真田のお陰かげだろう。数字至上主義と云われてはいるようだけれど非情ではないし、強ごう引いんな手段を取りはするものの誰だれか一人が割を食うようなやり方をするような人間ではない。

　しかし、謝罪をどう切り出したらいいだろう？

　つき合いが長いと、妙に素す直なおになれないところもある。タイミングを計っていると、野坂が自分のカバンから何かを取り出しながら云ってきた。

「ほら、あんとき云ってた雑誌持ってきた。巻頭に松嶋屋の真田隼人のインタビューが載のってるやつ」

「え…っ？」

　思わぬ名前が出てきて、ドキリと心臓が跳はねる。動どう揺ようすれば怪あやしまれるとわかっていても、強こわ張ばった顔をすぐには元に戻せなかった。

「あいつのこと気にしてただろ？」

「さ、さんきゅ。あとで見とくよ」

　何とか引き攣つった笑えみを浮かべて、差し出された雑誌を受け取った。表紙には大きく『真田隼人インタビュー』と書かれている。

　佳久は見たことのない雑誌だったけれど、きっと彼らの業界内ではよく読まれているものなのだろう。

（びっくりした……）

　野坂がこれを今日持ってきたことに深い意味はないのだろうが、いきなり真田の名前を出されて本当に驚いた。

　このまま彼の話題になるのを避さけようと、違ちがう話を振ふろうとした矢先に告げられた野坂の問いかけに、佳久は目を瞠みはった。

「なあ、最近、そいつが出入りしてるって本当か？」

「────」

　後ろめたいことは何もないけれど、咄とつ嗟さに返す言葉を失った。心なしか、野坂の口調が責めているように聞こえたのは気のせいだろうか？

　黙だまってじっと見つめてくる野坂に根負けし、小さく息を吐はきながら認めた。

「……ああ、本当だ」

「どうしてだよ？　デパートの人間なんか信用できないっていうのがお前の口くち癖ぐせだっただろう？」

　野坂の語気が強くなる。これまで何もかも突っぱねていた佳久が、手の平を返したかのようで納なつ得とくがいかないのだろう。そのことに関しては、ただ謝るほかない。

「まあ、その、色々あって…」

　だが、何があったかまでは話せない。佳久が口を濁にごすと、野坂はいつになく剣けん吞のんな様子で詰つめ寄ってきた。

「お前はあの男に云いくるめられてんだよ！　油断させて店の権利を奪うばうのがあいつらの常じよう套とう手しゆ段だんなんだ。お前はいいように踊おどらされてるだけなんだよ！」

「だ、大輝…？」

　その剣けん幕まくに驚いた。怒りを覚える気持ちはわかるけれど、野坂の性格を考えるとこんなに声を荒あららげるのは珍めずらしい。

「もう、契けい約やくをしたのか？」

「いや、だから───」

「あそこに店出すくらいなら、ウチにしろ。優ゆう遇ぐうしてやれるし、俺がついてるんだから成功する！」

　野坂は佳久の話を聞こうとせず、一方的に勝手なことを云ってくる。自分に非があると思ってはいるけれど、さすがにムッとしてしまう。

「しつこいな、お前も。いまはまだ、そんなことまで考えられない。この店のことだけで手て一いつ杯ぱいなんだよ」

　はっきりと云い返すと、野坂は口の端はしを引き上げて暗い笑みを浮かべた。

「いまはまだ、か……。やっぱり、あの男に何か吹ふき込まれたんだろ？　前ならふざけるなって怒ど鳴なってたもんな」

「それは───」

　鋭するどい指し摘てきに、思わず言葉を詰まらせる。そんな佳久の様子に、野坂は歪ゆがんだ薄うす笑わらいを浮かべて縋すがってきた。

「なぁ、頼たのむよ。もうお前のＯＫ取ったって云っちまったんだよ。噓うそだってバレたら、俺の評価が落ちるんだ。だから、協力してくれよ」

「はあ!?　お前、勝手に何云ってんだ！」

　野坂の云い分ぶんに啞あ然ぜんとする。子供でもないのに、やっていいことと悪いことの区別もつかないのだろうか。

「だって佳久、最後にはいつも俺の頼み聞いてくれるじゃねーか。マジで困ってるんだって、佳久なら何とかしてくれるだろう？」

「ふざけんな！　ガキんときのケンカじゃねぇんだぞ…っ!?」

　幼い頃ころは何度も泣きつかれ、野坂のしでかした厄やつ介かいごとの尻しり拭ぬぐいに奔ほん走そうしていたけれど、今回の一件はわけが違う。

　仕事においての責任や信用というものをわかっているのだろうか。

　本気で佳久に出店して欲しいのなら、説明や交こう渉しようから始めるべきだ。友達だから云うことを聞くだろうと、安直に考えるなんて都合がよすぎる。

（俺も悪かったと思うけどさ……）

『百貨店』自体に拒きよ否ひ反応を覚え、話すら聞こうとしなかったこれまでの自分の態度はよくなかったと反省しているけれど、野坂の行動は極きよく端たんすぎる。

「真田にはいい顔してるくせに、俺には何にもしてくれないのかよ……っ」

「この件にあいつは関係ないだろ!?」

　恨うらみがましく云われてもどうしようもない。これではまるで、駄だ々だを捏こねる子供だ。

「あいつに何をもらったんだよ。ああ、もしかして、あの顔にやられた？　佳久、好きそうだもんな、あの手のタイプ」

「大輝、お前何云って……」

　野坂の嘲あざ笑わらうような物云いに血の気が引いていく。冗じよう談だんにしては笑えない。

「あのすかした男のどこがいいんだ？　どうせ顔がいいだけのブランド男だろ？」

「お前に真田の何がわかるんだよ」

　こういう場合、刺し激げきしないほうがいいとわかっていたけれど、つい反論してしまった。案の定、佳久の言葉が野坂を激げつ昂こうさせる。

「どうしてあいつを庇かばうんだ…！　お前はずっと俺の味方だっただろう!?　そうやって庇うってことは、やっぱりあいつをくわえ込んでたんだな」

「わけわかんねぇこと云うなよ。敵とか味方とかそういう話をしてるんじゃないだろ」

　真田のフォローをしただけで、どうしてそんな話になるのかわからない。何故なぜ、そこまで彼を目の敵かたきにしているのだろう？

「お前、男のほうが好きなんだよな。俺が気づいてないと思ってたか？」

「───!?」

　鋭い刃は物もののような言葉を投げつけられ、頭の後ろを殴なぐられたかのようなショックを受けた。ぐらりと視界が揺ゆれ、目の前が暗くなっていく。

（大輝は何を云いってるんだ……？）

　考えようとしてるのに、頭が思考を拒否している。

「隠かくしておきたいだろうと思ったから黙ってただけだ。高校のとき、何とかって先せん輩ぱいに懐なついてたけど、あの人のこと好きだったんだろう？」

「違……っ」

「じゃあ、何であんな物欲しそうな目で見てたんだよ」

「……ッ」

　高校生のときは、自分の性せい癖へきに気づいてはいなかった。それなのに、野坂が勘かんづいていたということは、それほどわかりやすい態度を取っていたのかもしれない。

　そんなことよりも衝しよう撃げきだったのは、蔑さげすみの混じった見下すような野坂の視線だった。

　数え切れないほどケンカをしてきたけれど、友達だと思っていた。むしろ、友達だからこそ、本音をぶつけられたのだ。

　だが、いま目の前にいる男は、自分の知らない人間のようだった。

「───男に飢うえてるんなら、別に俺だってよくね？」

「は？」

　佳久は、自分の耳を疑った。いま聞こえてきた言葉は、本当に野坂の口から発せられたものなのだろうか？

「俺が慰なぐさめてやるって云ってるんだよ」

「おい、お前正気か？　寝ね言ごとは寝てから云えよ」

　どう考えても、いまの野坂は常じよう軌きを逸いつしている。

　いったい、何を思い詰めているのだろうか。

「佳久───」

　野坂は思い詰めた表情で迫せまってくる。腕うでを摑つかまれたかと思うと、いきなり抱き寄せられ、首筋に当たる吐と息いきに鳥とり肌はだが立つ。

「な……っ、何考えてんだ、大輝！　離はなせよ!!」

　想定外の出来事に一いつ瞬しゆん体が固まってしまったけれど、すぐに巻きついてきた腕から逃のがれようとじたばたと暴れ出す。そんな佳久に、野坂は低く笑った。

「やっぱり、あの男のほうがいい？　でも、試ためしてみないとわからないだろ？」

「大輝、お前、やっぱりおかしいぞ!?」

「他ほかの野や郎ろうなら勘かん弁べんして欲しいけど、佳久なら充じゆう分ぶん役に立つと思うぜ？」

　そう云って、野坂は顔を近づけてくる。唇くちびるが触ふれる直前、佳久は渾こん身しんの力で野坂を殴り倒たおす。

「ふざけんな…ッ！」

「ぐぁ…っ」

　パンチをまともに食くらった野坂は、派手にコンクリートの床ゆかに倒れ込む。脇わきに積んであった紙箱のストックの束にぶつかり、一いつ緒しよになって崩くずれた。

　頰ほおに叩たたき込んだ拳こぶしがジンジンと痛んだけれど、それよりも屈くつ辱じよく感で胸が苦しかった。

「よ…佳久……」

　頰を押さえて見上げてきた野坂の目には正気が戻もどってきていた。狼狽うろたえたように視線を泳がせ、云い訳を探している。

「あ、その、ごめん、俺……」

「…………」

　野坂はしどろもどろに何かを訴うつたえてこようとしているけれど、謝られたくらいで佳久の怒りが治まるわけはなかった。

「こんなことするつもりじゃなくて……俺、どうかして───」

「黙だまれ！」

　怒鳴りつけると、野坂はびくりと体を強こわ張ばらせて黙り込んだ。

「お前の仕事も大変かもしれないけど、安易に利用されたくはない」

「ごめん、俺、利用しようなんて思ったわけじゃ……っ」

「出てけ！　もう二度とお前の顔なんて見たくない！　うちの敷しき居いを跨またぐんじゃねぇぞ!?」

「佳久…ッ」

　佳久はへたり込んだままの野坂を残し、自宅のある二階へと後ろを振ふり返ることなく上がっていく。

（大輝のバカ野郎…っ）

　野坂が自分のことをあんなふうに思ってたなんて、いままで気づきもしなかった。お調子者ではあるけれど、人を見下すようなやつではないと思っていたのに。

　結局、自分は友達ではなく、云うことを聞いてくれる都合のいい人間だと思われていたのだ。

　悩なやみを明るく笑い飛ばしてくれる野坂の存在に救われたこともあったけれど、あれは力づけようとしてくれていたのではなく、本当にただ笑っていただけだったのかもしれない。

　困ったときに助けてくれて、家に来ればケーキがタダで食べられる。野坂にとって自分は、それだけの存在だったのかと思うと、怒りよりも情けなさが込み上げてきた。

「くそっ」

　募つのるもどかしさに悪態を吐つき、力任せに壁かべを拳で叩く。

　───その晩、佳久は悔くやしさで眠ねむることができなかった。
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「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　伊吹が気き遣づかわしげに佳久を見つめてくる。佳久の云う通り、大学へ行く仕し度たくはしたけれど、佳久を残して出かけることに踏ふん切りがつかないようだ。

「大丈夫だって。ちょっと疲つかれてるだけだからさ」

「病院とか行かなくていいの？」

「今日一日休んでりゃ、明日には元気になってるよ」

　結局、翌日は店を休みにすることにした。前日のショックを引き摺ずっていたせいで商品を作る手元も覚おぼ束つかず、開店時間に準備が間に合わなかったのだ。

　年末年始と定休日以外で店を休んだのは初めてのことで、伊吹が心配するのも無理はない。

　焼き菓が子しや作り置きのコンフィチュールだけで店を開けようかとも考えたのだが、こんな状態で店を開けて何かしらミスをしでかすよりは、休んでしまったほうがいいと思ったのだ。

「……じゃあ行ってくるけど、何かあったらすぐに連れん絡らくしてね。絶対だよ！」

「わかったわかった。ほら、早く行かないと遅ち刻こくするぞ。しっかり勉強してこいよ」

　後ろ髪がみを引かれる様子の伊吹を、無む理り矢や理り大学へ送り出す。何とか笑え顔がおで見送ったけれど、ドアが閉まった瞬しゆん間かん、大きくため息をついた。

「はあ……」

　一人になってしまえば、さっき以上に何もする気が起きなかった。せめて、店内の掃そう除じくらいしておきたいのに、道具を取りにいく気力さえ出ない。

　普ふ段だんから寝ね不ぶ足そく気味ではあるけれど、昨晩は早めにベッドに入ったにも拘かかわらず、一いつ睡すいもできなかった。一晩経たったいまでさえ、胸のあたりに何か冷たくて重いものが閊つかえているように思えてならない。

　昨晩は怒りが強かったのだが、徐じよ々じよに激情は引いていき、いまは悲しみのほうが大きかった。

（……友達だと思ってたのに……）

　野坂のことを気の置けない友人だと思っていたけれど、それは佳久だけだったようだ。あんなふうに見下していたなんて、思いもしなかった。

　しかも、『男なら誰だれでもいいだろう』と云わんばかりの言葉には、一瞬頭の中がまっ白になった。胸に突つき刺ささった言葉も許せないけれど、そんなことを云うような人間だったことを見み抜ぬけなかった自分に腹が立つ。

「……くそっ」

　どうして、自分がこんなに落ち込まなくてはいけないんだ。

　このやりどころのない感情を持て余し、もう何度目かわからないため息をついていたら、突とつ然ぜん肩かたに何かが触れた。

「……ッ!?」

　反射的に振り返った佳久の頰に、ぐにっと指先が突き刺さる。子供の頃ころによくやったイタズラをされたのだとわかったのは、何秒か経ってからだった。

「何をヘコたれてるんだ。威い勢せいがいいのが、お前の取り柄えだろう？」

「何で……」

　どうして真田がこんな昼間から来ているのかとか、どこから入ってきたのかとか、何のつもりでこんなイタズラをしてくるのかとか、訊ききたいことは色々あったけれど、咄とつ嗟さにはそれ以上言葉が出てこなかった。

　啞あ然ぜんとしている佳久に、真田は呆あきれたように云いってくる。

「いまどき、こんなイタズラに引っかかるやつも珍めずらしいな」

「そもそも、いい大人がやるようなことじゃないだろう……」

　あまりに下らなすぎて、怒る気にもなれない。佳久は、頰に刺さったままだった指を手で軽く払はらいのけた。

　何気なさを装ったけれど、昨日の野坂の言葉が頭にちらついて、真田の顔は正視できない。

『ああ、もしかして、あの顔にやられた？　佳久、好きそうだもんな、あの手のタイプ』

　いままでそんなふうに考えたことはなかったのに、今日はどうしても意識してしまう。

　客観的に見て真田の顔は美形の部類に入るとは思うが、顔がいいからといって人としての評価を変えて接しているつもりはない。

　むしろ、外見だけで人を判断するのは相手に失礼だと思っているのだが、野坂には差別して対応しているように見えていたのだろうか。

（……考えたってわかるわけない。もう、あんなやつ知るか）

　まずは真田を追い返さなくては。今日は誰とも話をしたくない。

「で、今日は何？　悪いけど、今日は休みにしたんだ」

　気を取り直し、言外に帰れという圧力を含ふくませる。だが、真田の口から告げられた言葉に動どう揺ようし、思わず視線が揺ゆれた。

「お前の弟から電話をもらった」

「え、どうして伊吹が…？」

「お兄ちゃんの様子がおかしいって心配してたぞ」

「……っ」

　どうして真田なんかに連絡したのかと恨うらめしい気持ちになったけれど、他ほかに頼たよる相手が思いつかなかったのだろう。

　佳久が黙り込んでいると、真田が云いにくそうに訊いてきた。

「……俺のせいか？」

「違ちがう」

　真顔の問いを佳久は即そく座ざに鋭するどく否定する。真田とのことを後こう悔かいしていないわけじゃない。だけど、そのことでこんなに滅め入いっているのだとは思われたくなかった。

（もう、よくわかんねー……）

　いまの自分の気持ちが、佳久にはさっぱりわからなかった。混乱する感情に、苛いら立だちばかりが募っていく。

「無理してないか？」

「してねーよ！」

「だったら、何があった」

「……云えない」

　云えるわけがない。一刻も早く忘れてしまいたいのに、自ら口にすることなんてできるわけがない。心配してくれるのはありがたいが、いまは一人にして欲しかった。

「麻倉」

「頼たのむから、俺のことは放っておいてくれ」

　背中を向けたけれど、真田はがしっと腕うでを摑つかんできた。

「何すんだよ!?」

「そんな顔してるやつを放っておけるか、バカ。今日は店は休みにしたんだろう？　ちょっと、俺と一いつ緒しよに来い。気分転てん換かんもたまには必要だ」

　真田はそう云って、抵てい抗こうする佳久を強制的に引き摺って行こうとする。

「ちょ、おいっ、一緒にってどこ行くんだよ!?」

「すぐそこだよ。いいからついてこい」

　力には自信があるのだが、本気を出した真田には敵かなわなかった。鍛きたえ方は同じくらいだと思うが、やはり元々の体格の違ちがいがものを云うのだろう。高校時代を最後に伸のび悩なやんだ自らの身長が歯は痒がゆい。

「わかった！　わかったから、仕度くらいさせろよ！」

　強ごう引いんにぐいぐいと引っ張っていく真田に根負けした。このまま店にいても気が滅入るばかりだし、出かけるのはやぶさかではないけれど、コックコートのままで外出したくない。

「ああ、そういえばそうだな。じゃあ、さっさと着き替がえてこい」

　偉えらそうな口調で命じられ、ムッとする。いつも横おう柄へいなところがあるけれど、今日はとくに態度がでかい。

「俺に命令すんな！」

「無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、早く仕度しろ。戸と締じまりも忘れるなよ」

「…………」

　どこまでもマイペースな真田に反論する気も削そがれ、大人しく自宅へと上がって外出の仕度をする。

（何様のつもりなんだ、あいつは……）

　そう云ったらきっと「真田様って呼びたければ呼んでいいぞ」などと返してくるに違いない。佳久はそんな自分の想像にぐったりしながら私服に着替え、財さい布ふと鍵かぎ、携けい帯たい電話をポケットに突っ込み、下の階へと降りていく。

　真田は階段の下で腕を組んで待っていた。

「遅おそい」

「はいはい、悪かったですね」

「上着着てきたな？　よし、行くぞ」

　真田の物云いを聞いていると、自分がまるで幼よう稚ち園えん児じになったかのような気分になる。世間知らずは自覚しているけれど、ここまで子供扱あつかいされる謂いわれはない。

「そうだ。お前、ウチに勝手に入ってくるのやめろよ」

　いまさらな文句を云ったのは、少しは云い返してやらないと気が治まらなかったからだ。

「チャイムは鳴らした。後ろに立っても気づかなかったくせに」

「か、考えごとしてたんだよ！」

　外に出ると、店の前に真田の車が停とまっていた。真田はまるで女性をエスコートするかのように助手席のドアを開けてくれるが、その慣れた所作が癇かんに障さわる。

「ドアくらい自分で開けられる」

「いいからさっさと乗れ。ちゃんとシートベルトもするんだぞ」

「子供扱いするなよ！」

　怒ど鳴なりつけているのに、何故なぜか真田は穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。その様子に戸と惑まどい、勢いを削がれてしまう。

「な、何だよ」

「少し調子が戻もどってきたみたいだな。そうしてるほうがお前らしいよ」

「！」

　嬉うれしそうに告げられ、言葉を失った。

　佳久の気を紛まぎらわせるために、わざと軽口を叩いていたようだ。構うなと云いながら、結局は真田にあやされている単純な自分が恥はずかしくなる。

　いたたまれなさから逃にげるように車に乗り込み、わざと乱暴にドアを閉めた。そんな拗すねた態度を取るのも子供っぽくて嫌いやになる。

（……そういや、この格好も子供っぽいよな）

　慌あわてて着替えてきたせいで、服を選ぶ余よ裕ゆうもなかったのだが、ジーンズにパーカージャケットは外出するにはさすがにラフすぎる。

　服装が気になると、今度は伸びかけの前まえ髪がみも気になってきた。厨ちゆう房ぼうにいるときはピンで留めているのだが、出かけるときくらい整せい髪はつ料を使えばよかった。

　運転席に座る真田はというと、いつものように仕立てのいいスーツを身に纏まとい、髪かみもきちんとセットしている。今日はストライプのワイシャツに明るめのネクタイを締しめていた。

　その格好を見ていて、ふと今日が平日だったことを思い出す。

「……あんた、会社はいいのかよ」

「うん、まあ、何とかなるだろ。社員はたくさんいるし」

「何とかなるって……サボりかよ、いい気なもんだな」

　心配してわざわざ来てくれたことが嬉しくなかったわけではないけれど、佳久の性格でそんなことを素す直なおに云いえるわけがなく、つい憎にくまれ口を叩いてしまう。

　だが、真田は佳久のひねた問いかけさえ笑い飛ばした。

「サボってみろって云ったのはお前だろう。ま、普ふ段だんは死ぬほど働いてるからな。たまには有休使ったっていいだろ？」

「え、有休取ってきたのか？」

　それはサボりではなく、正式な休きゆう暇かなのではないだろうか。相変わらず、ヘンなところが真面目まじめな男だ。

「今朝、無む理り矢や理りね。明日、部下に怒おこられるだろうなぁ」

「何で上司のあんたが怒られるんだ」

「怖こわい部下がいるんだよ。真面目で優ゆう秀しゆうなんだけど、ちょっと融ゆう通ずうがきかないのが難なんだよな」

　言葉とはうらはらに、真田はやはり笑っている。その笑顔があまりに楽しそうで、佳久もつられるようにして苦笑いしてしまう。

「あんただってそれなりに真面目じゃないか」

「俺とは比べものにならないって。そのうち、紹しよう介かいしてやるよ……って、こんなところで喋しやべってるのも何だし、出発するか」

　真田はエンジンをかけ、ハンドルをゆっくりと回して車を発進させた。この間送ってもらったときも思ったけれど、真田は運転が上手うまい。

　佳久も将来役に立つだろうからと合宿で運うん転てん免めん許きよを取ったけれど、いまは車を持っていないため役に立たない。買い物に行くときはもっぱらママチャリだ。

「だから、どこに何しに行くんだよ」

「二人きりで出かけるって云ったら、デートに決まってるだろう」

「はあ!?」

　茶ちや化かすような返事に眉まゆを顰ひそめる。真田はどうしてだかわからないけれど、目的地を隠かくしておきたいようだった。

（……もう、どこでもいいか……）

　車はすでに走り出してしまったのだから、いまさら行きたくないと云ってもどうしようもない。佳久は諦あきらめ、窓の外に視線を投げる。

　そのとき、不意に腹が鳴った。か細くきゅるきゅると空腹を訴うつたえられ、恥ずかしさに頰ほおが熱くなる。すると、真田が小さく笑って後部座席を指さした。

「そこの紙かみ袋ぶくろを開けてみろ」

　何の印刷もされていないクラフト地の紙袋を開けてみると、透とう明めいのパックに入った串くし団だん子ごが入っていた。パッケージはされておらず、蓋ふたは輪ゴムで留めてあるだけだ。

「串団子…？」

「お前に食わせたくて買ってきたんだ。ここのは美味うまいぞ。とくにゴマだれが絶品だ」

「へえ。でも、あんた甘いもの苦手なんじゃなかったか？」

　佳久の指し摘てきに、何故か真田は動どう揺ようした。甘いものが好きではないということが後ろめたいのだろうか？

「あ、ああ、まあな。でも、ここのだけはそんなに甘くないから食えるんだよ」

「なるほどな」

　佳久は真田の云い訳を追つい及きゆうすることなく、素直に勧すすめられたゴマだれの串を一本取り、口に運んだ。

「ん！　美味い！」

「だろう？　タレも美味いけど、団子自体の食感がいいんだよな」

　真田は佳久の反応に、嬉しそうに自じ慢まんしてくる。真田が生き生きと語るだけあって、タレも団子も美味おいしかった。

「ここも松嶋屋に出てるのか？」

「いや、ウチには入ってない」

「じゃあ、いま誘さそってるとか？」

　そこまで自慢するからには関かかわり合いのある店なのだろうと思ったが、どうやらそうではないらしい。

「それもしてないよ。俺はただの客だ。ここは老夫婦が二人でやってる店でな、他ほかのやつに教えたことはない」

「どうしてだ？　こんなに美味いなら、話題になるだろう」

　真田なら何としてでも出店させそうに思うのだが、何か事情があるのだろうか？

　佳久の素そ朴ぼくな問いかけに、真田は苦く笑しようした。

「誤解してるようだが、俺は味や評判だけでテナントを迎むかえ入れているわけじゃない。こちらだけが得をすればいいわけじゃないからな。そこの店にプラスになると思わなければ、声をかけたりはしない」

「…………」

　真田の告げた方針を聞き、佳久は誤解していた自分が恥ずかしくなった。やはり、思い込みで人を見るのはよくない。

「あとはまあ、他のやつに教えるのがもったいないってのもあるけどな。ほら、抹まつ茶ちや餡あんのも食ってみろ。美味いから」

「う、うん」

　真田は上じよう機き嫌げんで串団子を次々に勧めてくる。彼が我がことのように自慢するだけあって、どの味も美味しかった。










　体を揺ゆすられ、ふっと意識が浮ふ上じようする。再び眠ねむりに落ちそうになったけれど、さらに強く揺さぶられ、声をかけられた。

「麻倉、そろそろ目を覚ませ」

「う…？　あれ、俺……」　>>>♥

　串団子を食べ終え、車が高速道路に乗ったところまでは覚えているのだが、そこから先の記き憶おくがない。時計を見てみると、二時間以上経たっていた。

「ぐっすり寝ねてたよ。また寝不足だったみたいだな」

「…………」

　いつの間にかシートも倒たおされ、体には真田のジャケットがかけてある。

（腹いっぱいになったら寝ちゃうって、俺は子供か……）

　どうも真田の傍そばにいると眠くなってしまうようだ。だが、ぐっすりと眠っただけあって、体は少し楽になっていた。

　重苦しかった胸の閊つかえが消えたわけではないけれど、弱り果てていたときよりは平静を保っていられる。

「もし眠れなくて困ってるようなら、いい医者を紹介しようか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺は眠れないんじゃなくて、物理的に眠る時間がないだけだからさ」

　佳久は何気なくそう云ってごまかした。

（……そう、昨日が特別だっただけだ）

　昨夜のことを誰だれかに相談するには、まだ気持ちの整理がつかなかった。いまはこうして気を紛まぎらわせてくれているだけで充じゆう分ぶんありがたい。

「そういや、もう着いたのか？」

　車はどこかの小さな駐ちゆう車しや場に停とめられており、エンジンもすでに切られていた。

　辺りを見回すと、風景からは街並みが消え、木々が立ち並んでいた。果たして、ここが目的地なのだろうか。そもそも、いったいどこなのだろう？

　きょろきょろとしていると、真田が車を降り、助手席側のドアを開けてくれた。

「外に出てみろよ。空気が美味いぞ」

　開け放たれたドアからは清すが々すがしい風が吹ふき込んでくる。佳久はその風に誘われるように車の外に降り立ち、深く空気を吸い込んでみた。

　空を仰あおぎ見ると、澄すみ切った青がどこまでも続いていた。

「本当だ……」

「厨ちゆう房ぼうに籠こもってばかりいないで、たまには外に出てみろよ。もう秋だって気づいてるか？」

「うわ、すご……」

　真田の視線の先では、まるで燃えてるような紅こう葉ようが広がっていた。木々の隙すき間まから見える青空が差し色となって、一層鮮あざやかに見える。

「そっか…もう秋なんだよな…」

　菓か子しに使う素材やモチーフで季節を認にん識しきしているつもりだったけれど、こうして体で感じるのは久しぶりだ。それだけ、心に余よ裕ゆうがなくなっていたのだろう。

「綺き麗れいだろう。驚おどろかせたくて行き先を黙だまってたんだ」

「ああ、すげー綺麗だな」

　驚くのとは少し違ちがうけれど、敢あえて言葉にするなら感かん銘めいを受けたと云いうべきだろうか。自然の美しさが胸に迫せまる。

「何年か前にここを見つけてから、この時季になると見にくるんだ。空気も綺麗だからリラックスできるし」

「いつもは彼女を連れてきてんのか？」

「誰も連れてきたことなんてないよ。いつも一人で来てる。それにこんな山奥に女の子を連れてきたって、あんまり喜ばないだろうな」

「ふぅん、そういうもんかな」

　真田の言葉を信じるなら、佳久にだけ『特別』を教えてくれているということだ。口にしたのは何気ない返答だったけれど、実際の胸の内では戸と惑まどっていた。

（だから、何でそんな場所に俺を連れてくるんだよ……）

　訊ききたいけれど、わざわざ訊くのも気が引ける。真田が何を考えているのか全くわからないけれど、励はげまそうとしてくれているのはわかる。

　そこまで心を砕くだいてくれていることは、素す直なおに嬉うれしかった。だから思わず、自分から問いかけてしまった。

「……何も訊かないのか？」

　云ってから少し後こう悔かいする。これでは訊いてくれと云っているようなものではないか。

「訊いて欲しいなら訊くけど、そうじゃないなら黙ってるよ。どうして欲しい？」

　優やさしく問われ、胸が熱くなった。誰かに話せば楽になる───そう云ったのは、昨日の自分だ。真田は同じように接してくれている。

（どうしてこいつはこんなに俺を甘やかすんだろう……）

　欲しいものを欲しいときにくれる。

　じわりと潤うるんだ目を手の甲こうで擦こすり、わざと声を張っていった。

「じゃあ、愚ぐ痴ち聞いてもらうかな」

「うん？」

　佳久の宣言に、真田は穏おだやかな眼まな差ざしを向けてくる。佳久は一度大きく深呼吸をしてから、ゆっくりと口を開いた。

「友達とケンカしたんだ。いや、ケンカじゃないか。友達でもなかったのかもな……」

　話しているうちに自じ嘲ちよう気味な響ひびきになってしまう。言葉にしてみて、改めてショックの大きさを実感した。

「俺が帰ったあとに何かあったんだな……」

「まあ、そんなとこだ。その程度のことでって思うだろう？」

「思わないよ。本人にとって何がどれだけ辛つらいのかなんて、他人に判断はできない。そうだろう？　お前にとって、それだけ大事な友達だったってことじゃないのか」

「うん、俺は友達だと思ってたけど、そいつは同じようには思ってなかったってわかってさ。それだけのことなんだけど、自分で思っていた以上にショックだったみたいで……情けないよな、いい大人が」

「大人だから辛いこともあるんだよ。感情を押し殺すと、余計辛くなる」

「そっか、そうだよな……」

　この苦しさは覚えがある。父を亡なくしたとき、泣きたくても泣けなかったあのときと同じだ。今回も無意識のうちに感情を押し殺そうとしていたのかもしれない。

「仲直りしたいのか？」

「わからない。あいつが云った言葉が本心からだったとしたら、もうつき合っていくのは無理だと思う。だけど、何か事情があるなら、それを知りたい」

　喋しやべっているうちに、だんだんと気持ちの整理がついてきたように思える。

　昨日の野坂の様子は明らかにおかしかった。何かに追い詰つめられているようにも見えた。だからといって、人を侮ぶ辱じよくしていいことにはならないけれど、どういうつもりで佳久にあんな真似まねをしてきたのか、真実は知りたかった。

「俺には詳くわしいことはわからないけど、少し時間を置いてみたらどうだ？　そうしたら、相手の頭も冷えるかもしれない」

「そうだな、しばらく様子を見てみるよ」

　冷静になれば、何か見えてくることもあるかもしれない。野坂にその気があるのなら、話し合いをしてもいい。一人でうじうじと悩なやんでいるよりはマシなはずだ。

（大輝にだって事情があったのかもしれないし）

　昨日のことが、ストレスを溜ため込んだ末に思い詰めてしまった結果だったとしたら、仲直りできる可能性だって出てくる。

「本気で嫌いやなことをされたら俺に云え。仕返ししてやるから」

「仕返しって小学生かよ」

　真田の物云いがおかしくて、声を上げて笑う。そんな佳久の様子を真田は慈いつくしむような眼差しで見つめてきた。

「少し元気が出たみたいだな。じゃあ、行くか。ここからちょっと歩くけど大丈夫だよな？」

「え、まだどこか行くのか？」

　これ以上、真田の云う『デート』に続きがあるとは思わなかった。それにこんな、いかにも山の中と云わんばかりの場所に何かがあるとも考えられない。

「どっちかっていうと、これから行くところが目的地だな」

　真田のあとについて坂道を上っていくと、絵本に出てくるような煉れん瓦が造りの小さな家が建っていた。その建物の周りも、紅葉が彩いろどっていた。

「ここは？」

「個人のコレクションが収蔵されてるアンティーク雑貨の博物館だ。個人運営だからそう広くはないが面おも白しろいぞ。直接触さわらせてくれるものもあるから、気がついたら何時間も過ぎてたりするんだ」

「へえ、こんなところをよく知ってんな」

　真田の持つ情報量は本当に感心するほどだ。話をすればするほど、そのジャンルの幅はばに驚かされる。仕し事ごと柄がら、流行はやりの最さい先せん端たんを見つけるために様々なところにアンテナを張り巡めぐらせているのだろうが、これだと思う感性が鋭するどいのだろう。

「ドライブが唯ゆい一いつの趣しゆ味みみたいなものだからな。せっかく遠出をするんだから、何か見つけて帰らないともったいないだろう」

「なるほど」

　きっと、真田は普ふ段だん一人になるために車に乗るのだろう。いつもなら、昨日のような弱った顔を他人に見せるなんてことはしないはずだ。

（借りを返してるつもりなのかもな）

　佳久に話をして、ちょっとは楽になれたのかもしれない。

　あの熱病に浮うかされたようなひとときはお互たがいにどうかしていたとしか思えないけれど、過ぎてしまったことはもうどうしようもない。

　それに、いまこうして普ふ通つうに話せているのだから、大人のつき合いだったと割り切って必要以上に気にしないほうがいいのだろう。

「アンティークアクセサリーもたくさんあるし、ケーキのデザインの参考になるかもしれない。展示を見たら、二階のカフェでランチを食べていかないか？」

「カフェもあるのか？」

　見ると、二階へ直接行ける階段が外についていた。バルコニーからの景色はさぞかし見み応ごたえがあるだろう。

「むしろ、そっちで生計を立ててるんだろう。一ひと眠ねむりしたから、腹には余よ裕ゆうあるだろう？　どれもシンプルな料理だが、地元の食材を使ってるから美味うまいぞ」

「いや……」

「まだ腹減ってないか？」

「……食べる」

　さっき食べたからいいと云いおうとしたけれど、真田の言葉に刺し激げきされた胃は急に食欲を訴うつたえてくる。結局、体の欲求には敵かなわなかった。










　帰ってきたのは、日も暮れかけた頃ころだった。店の前まで送ってもらったのだが、帰り道はまた熟じゆく睡すいしてしまった。さすがにずっと運転してくれていた真田に申し訳ない。

　佳久は照れを堪こらえて、礼を云った。

「……あの、ホントに今日は世話になった」

「どういたしまして。少しは元気が出たみたいでよかったよ」

　野坂のことで落ち込んでいたのに、真田と過ごしているうちに頭の隅すみに追いやられていた。

　一瞬忘れていたからと云って、なかったことにできるわけではないけれど、だいぶ気持ちが軽くなったし、前向きに対処しようと思えるようになった。

「アイデアも出たみたいだしな。新作、楽しみにしてるよ」

「楽しみっつったっても、あんた食えないだろう」

　またそんなふうにつっけんどんに返してしまう。どうも真田に好意的な言葉をかけられると、素す直なおに返せない。

「君の作るケーキは目でも楽しめるだろう？」

「ま、まぁな。完成したら、知らせてやるよ」

　つい偉えらそうな云い方になってしまう自分が歯は痒がゆい。

　真田が云っていた通り、アンティークの雑貨は佳久の創作意欲を刺激した。本当に館長の趣味で集められたようで、佳久の目から見たら統一性のない雑多な配置で展示されていたけれど、むしろそれがおもしろかった。

　フランスやイギリスのアンティークがメインで、二階のカフェのインテリアにもこだわりが見えた。集め始めるきっかけになったという懐かい中ちゆう時計を特別に見せてもらったけれど、その細工は本当に美しく繊せん細さいで一瞬で虜とりこになってしまった。

　食事をしている最中も、何度も意識がどこかへ行ってしまい、途と中ちゆうから真田に手帳の紙をもらってデザインを描かき出すのに夢中になってしまった。

　周りが見えなくなっている間、店のご主人が何度も紅茶を温かいものに替かえてくれていたらしいが、それすら全然気づかなかった。

「ああ、そうだ。これ、やるよ」

　真田は運転席の窓から腕うでを差し出してくる。渡わたされたのは、薄うすい紙に包装された細長いものだった。

「何だ？」

「今日の土産みやげだ。開けてみろよ」

　薄い紙の包みを剝はがすと、細長い筒つつのようなものが出てきた。望遠鏡のような形態だったため、筒の端はしのレンズのようなところを覗のぞいてみた。

「万まん華げ鏡きよう？　あの博物館で買ってきたのか？」

　片方の目で見えたのは、色鮮あざやかな幾何きか学がく模様だった。揺ゆらすたびにその配置が換わり、新たな模様が生み出される。

「ああ、帰りにちょっとな。綺き麗れいだろう？」

「あ、ああ、そうだな」

　また夢中になりかけていた佳久は、真田の言葉に我に返る。

「明日は定休日なんだからゆっくり休んで、明後日からまたバリバリ働けよ。そうそう、次はパソコンの使い方を覚えてもらうからな」

「えっ、機械はちょっと……」

「機械っていうほど難しくはない。いい加減、その苦手意識をどうにかしろ。いまは小学生だって使ってるんだぞ」

「うう…わかったよ……」

　たしかにパソコンが使えたら、帳ちよう簿ぼをつけるのも楽になるだろう。

　佳久が項うな垂だれながら渋しぶ々しぶと頷うなずくと、真田が不意に黙だまり込んだ。どうしたのだろうと思って顔を上げると、やけに難しい表情をしていた。

「……あのさ、麻倉」

「何？」

「昨日のことなんだが」

「……っ！」

　まさか、いまになってそのことを切り出されるとは思ってもみなかった。

　いまさら、何を云うつもりなのか。身構える佳久に、真田は歯切れ悪く告げてくる。

「こういうことは、早くはっきりさせておいたほうがいいと思うんだ」

「はっきりって、何を……」

　聞きたくない。耳を塞ふさいでしまいたい。

　理由はわからないけれど、本能がそう云っている。だけど、体はぴくりとも動かなかった。

「話を聞いてくれたことは嬉うれしかった。お陰かげでずいぶん楽になれた。……けど、君に甘えるべきじゃなかったと思ってる」

「────」

　やはり、真田も後こう悔かいしていたのだ───佳久と体を重ねてしまったことを。

　予想していたことだったのに、何故なぜか佳久は言葉にできないほどの衝しよう撃げきを受けていた。

（自分も同じようなことを云おうとしていたくせに、何でこんなにショックを受けてるんだ俺は……？）

　両手を組んで強く握にぎり、震ふるえる指を押さえ込む。

　それでも、胸が鉛なまりのようなものに押し潰つぶされているかのように苦しくて、いまにも息が止まってしまいそうだった。

「あのことはお互いに忘れたほうがいい。そのほうがお前も気が楽だろう？」

「あ、ああ、そうだな……」

　真田の申し出に頷きながら自問した。

（何だ、これ……）

　震えるように心臓が脈動しているのに、指先はどんどん冷えていく。呼吸も浅くなり、背中には嫌いやな汗あせが浮ういてきた。

「本当に悪かった」

　こういうとき、何と返せばいいのだろう？

　表情も強こわ張ばったまま固まってしまっている。真田も気まずいのか、佳久のほうを見ようとはしなかった。

「じゃあ、帰るな。デザイン練るのもいいけど、今日くらい早く寝ろよ」

　真田はいつもの声のトーンでそう云うと、静かに車を発進させた。

　佳久はそれを見送ることはできず、もらった万華鏡を握りしめながら、アスファルトの地面をじっと見つめるばかりだった。










　夕食の席でじっと自分の顔を見つめてくる伊吹に、思わず箸はしが止まる。凝ぎよう視しされていると、食事がしにくい。

「……何だよ」

　視線に耐たえかねて問うと、伊吹はにこりと微笑ほほえんだ。

「今朝より顔色よくなったなぁって」

「！」

　ほっとしたように告げる伊吹に胸が痛む。必要以上の口出しはしてこないけれど、相当心配してくれていたのだろう。

「……心配かけてすまなかったな」

「おかわりは？　たくさん食べて栄養つけてよね。少しは太らなきゃ、体力つかないよ」

「そうだな。じゃあ、少しだけ頼たのむ」

　佳久は急いでご飯茶ぢや碗わんを空にし、伊吹に差し出した。伊吹は嬉き々きとして、たくさんご飯をよそってくれる。

　そういえば、今日の夕食はいつもより品数が多いし、佳久の好物ばかりが並んでいる。伊吹なりに気を遣つかってのことだろう。

「何があったか知らないけど、ご飯はちゃんと食べないとダメだからね」

　まるで、母親のような言葉に苦く笑しようする。

（ていうか、そっくりだな）

　伊吹にはほとんど母親の記き憶おくはないはずなのに、仕草や口調がよく似ている。怒ったときの伊吹に敵かなわないのは、そのせいかもしれない。

「……実はさ、大輝とちょっと揉もめたんだ」

「え、野坂さんいつ来たの？　ケンカなんていつものことじゃ……」

「いつものとは違ちがうんだ。場合によっては、許すことができないかもしれない。その件でお前には迷めい惑わくかけるかもしれないから、先に謝っとく。ごめんな」

　本当は何も云いわないでおこうと思っていたのだが、伊吹ももう子供ではないのだからと思い直したのだ。何も教えてもらえないほうが、不安になることだってある。

「何謝ってんだよ、兄さん。迷惑だなんて思うわけないだろ！　俺は兄さんの家族なんだから、ちゃんと頼たよってよ。俺じゃ頼りないかもしれないけど……」

「バカ、頼りにしてるって。お前がいなきゃ、家のこと何にもできないからな」

「家事とかそういうことじゃなくて…！」

　伊吹は佳久が話を混ぜっ返したのだと思ったのだろう。不満げに頰ほおを膨ふくらませて文句を云った。たまに見せる子供っぽい表情を微笑ましく思いながら、滅めつ多たに口にしない本音を告げた。

「本当に頼りにしてる。お前がいてくれるから、俺はがんばれるんだ」

「に、兄さん…？　いま何て……」

「こんなこっ恥ぱずかしいこと二度と云うか、バカ。ごちそうさま」

　むっつりとした顔で食事を終え、食器を流しへと持っていく。そんな佳久の背中に、伊吹が何気なく問いかけてきた。

「そうだ、今日は真田さんとどこに行ったの？」

「えっ……あ、ええと、何か博物館みたいなところ、かな」

　真田の名前に一いつ瞬しゆんギクリとする。そんな落ち着かない気持ちを押し隠かくしながら、精せい一いつ杯ぱい平静を装って答えた。

「博物館かぁ。何見てきたの？」

「西洋アンティークの雑貨を集めた小さな博物館だったんだけど、珍めずらしいものがたくさんあって面おも白しろかった。個人でやってるんだってさ。あ、土産みやげもあるぞ」

　気を取り直して話をしているうちに、動どう揺ようはすぐに引いていった。

　さっきの不可解な症しよう状じようも、しばらくしたら治まった。きっとあれは、緊きん張ちよう状態にあったことと疲つかれのせいだったのだろう。

（あんな話、誰だれだって平然と聞いてられないもんな）

　あの真田だって緊張していたくらいなのだから、佳久が動揺してもおかしくはない。いまは彼のことを考えるとそわそわした気分になるけれど、それもそのうちなくなってくれるだろう。

「お土産？」

「ほら、これ。覗のぞいてみろよ、綺き麗れいだから」

「万まん華げ鏡きよう？　わ、本当に綺麗だね。これもアンティークだよね。けっこう高そうだけど、いくらしたの？」

「へ、これって高いのか？」

　伊吹の疑問に目を瞬またたく。土産だと云って無造作に渡わたされたからすんなりと受け取ってしまったけれど、こういう古いものにはものすごい値段がついていてもおかしくはない。

　いまになって、本当にもらってしまってよかったのかと不安になってきた。

「こういうのは安くはないと思うけど……もしかして、真田さんがくれたとか？」

　佳久の態度に、出所を察したようだ。問いかけに、何となく後ろめたさを感じながら頷うなずいた。

「う、うん」

「兄さん、今日のことも含ふくめてちゃんとお礼云った？」

「土産については云いそびれた、かも」

　すぐに『あのこと』についての話になったため、ありがとうと云う間もなかった気がする。

「あとでお礼の電話入れておいたほうがいいんじゃない？　云いにくいならメールでもいいけど、こういうのは早いほうがいいよ」

「わ、わかりました……」

　真顔で諭さとされ、佳久は思わず小さくなった。幼い頃ころ、声を荒あららげることなく静かに云い聞かせるように自分を叱しかっていた母のことを思い出す。

「でも、本当に真田さんっていい人だよね。どうして、こんなに俺たちによくしてくれるんだろう？」

「そうなんだよな……」

　経営の指南はデパ地下にテナントとして誘ゆう致ちするための手段だと云っていたけれど、いまはもうその話をしてこない。

　今日のことだって、恩に着せようなどという下心があるようには思えなかった。

　いったい、真田は自分のことをどう思ってるのだろう？

（───じゃあ、俺は？）

　あいつのことを、いまはどう思っているのか。

　不意に浮かんだ疑問に思考が止まる。自らの心に問おうとするけれど、急に心しん拍ぱく数すうが上がり、それどころではなくなってしまった。

「どうしたの？　何かヘンな顔してるけど……」

「な、何でもない」

　訝いぶかしげな表情をしている伊吹から顔を背そむけ、流しに向かって食器を洗うことで狼狽うろたえている自分をごまかす。わざとらしく咳せき払ばらいをしてみたけれど、ざわざわとした不可解なものが消えることはなかった。
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「ありがとうございました」

　大量に買い込んでいってくれた客を見送ったあと、ショーケースの中を眺ながめて肩かたを竦すくめた。

（もう空になっちまったかぁ……）

　最近は以前よりも数を多めに作っているのだが、心なしか売り切れるのが早い。伊吹に作ってもらったホームページは好評のようで、遠方からの客も増えたし、地元の客もよく足を運んでくれるようになった。

　行列こそできないものの、昼過ぎくらいまでは客足が途と絶だえることはない。新作やシーズンものを出すときに前もって写真を載のせておくようにしたため、それをチェックして買いに来てくれているようだ。

　夕方のピークが来る前に作り足しておかなくては、店を開けている意味がなくなってしまう。

（これも、あいつのお陰かげなんだよな）

　一つがいい方向へ向くと、他ほかのこともつられるようにして好転する。

　仕事のハードさは変わりないけれど、金銭的な余よ裕ゆうは出てきた。この調子なら、またアルバイトを雇やとえるようになるかもしれない。

　その真田からは、しばらく店には来られないと云われている。

　その連れん絡らくが入ったのは、二人で出かけた日の翌日だった。改めて礼を云うために電話をしたら、ちょうどよかったと切り出されたのだ。

　どうやら、本業が忙いそがしくなったようで、いま抱かかえている企き画かくから手が離はなせないらしい。

　真田は申し訳なさそうにしていたけれど、佳久にとっては考える時間ができてありがたかった。最近、浮うき沈しずみの激しい自分の感情の理由も知りたかったから。

（……つっても、まだよくわかんねーんだけどさ）

　二週間ほど顔を見ていないけれど、未いまだに気持ちの整理がつかない。時間が経たてば経つほど、自分の気持ちが理解できなくなっていく。

　真田のことを考えると苛いら々いらする。いいやつだと思うし、いけすかないとも思う。尊敬するところもあるけれど、妬ねたましい気持ちもないわけではない。

　少なくとも、セックスできたのだから嫌きらいではないのだろう。

「これは忘れないといけないんだったっけ」

　佳久はふと蘇よみがえってきた記き憶おくに苦く笑しようした。

　だが、あんな強きよう烈れつな出来事が簡単に忘れられるはずもない。思い出したくなくても、重ねた肌はだの熱さや濃のう厚こうな快感は佳久の体に深く刻み込まれている。

　あれはいったい何だったのだろう？　あのときは空気に流されたとしか云い様がないけれど、自分たちを突つき動かす何かがあった。

　弱り果てていた真田に同情したのはたしかだ。

（溜たまってたって云いうより、俺も疲れてたんだろうな……）

　お互たがいに何かに縋すがりたかった。だから、その利害が一いつ致ちした。ただそれだけだったとも云える。衝しよう動どうに理由を見み出いだそうとするほうが無む茶ちやなのかもしれない。

「それより、そろそろ現実的なことも考えなくちゃなんないよな……」

　経営が上向いてきたということはつまり、デパート出店の話を本格的に考えなければならないということだ。誘さそいを受けるかどうか、真面目まじめに検討しなくては。

　いますぐというのは無理だけど、もし本当に出店することになるなら先を見み据すえて調整していかなくてはならないし、断るにしたって以前のようにただ嫌いやだからという理由だけではまずいだろう。そのためにはちゃんと現状を知らないとまずい。

（偵てい察さつに行ってみっか……）

　いま、デパ地下がどういうふうになっているのか、佳久はよく知らない。以前に出店していたところは地域密着型のデパートだったから、松嶋屋とは違ちがう部分も多いだろう。

「善は急げって云うもんな」

　テナントとしての出店は気乗りはしないけれど、もしかしたら何か他に真田に借りを返す方法が見つかるかもしれない。

　思いついたときに行動しておかないと、あとで気き後おくれしてしまいそうだ。そんなふうに考えていたら、息を切らせて伊吹が帰ってきた。

「おかえり」

「ただいま、兄さん。遅おそくなってごめん～。電車が遅おくれてて、なかなか来なくてさ」

　すぐに着き替がえてくると云って上に行こうとする伊吹を呼び止める。

「なあ、伊吹」

「ん？　なぁに？」

　奥へ引っ込んでいった伊吹が顔だけ覗のぞかせてくる。

「あのさ、あとで出かけてきていいか？　二時間くらいで帰ってくるから」

「いいけど、どこ行くの？」

「うん、ちょっとな」

　松嶋屋に行くと云うとあらぬ期待をかけられかねないと思い、笑って言葉を濁にごした。










「今日って平日だよな…？」

　夕方の混雑が落ち着いた頃、店を抜ぬけ出して松嶋屋百貨店にこっそり足を運んだ佳久は、その人出に驚おどろいた。

　平日だというのに、フロアには大勢の客が溢あふれている。その大半が女性客で、生き生きと買い物を楽しんでいる様子だ。

　各店てん舗ぽの売り場は狭せまく、そのぶんたくさんの店が入っている。だが、従来の食品フロアの雑多な雰ふん囲い気きとは違ちがい、洗練された配置になっていた。

　パティスリーやショコラトリーは、どこも国内外の有名店だ。ショーケースの中は、さながら宝石箱のようだった。

（真田は本気なんだろうか…？）

　本当にこの中に佳久の店を並べようと思っているのだろうかと不安になってきた。菓か子し自体の味では負けてはいないと自信はあっても、いかんせんネームバリューに欠ける気がする。

　佳久が自覚しているより有名なのだと云っていたけれど、いまいち信じ切れない。

（まあいいや。俺が悩なやんだってわかるわけじゃないし）

　途と中ちゆうで考えることを放ほう棄きし、ショーケースの中のケーキに意識を向ける。

　せっかくだから他店のケーキを買って帰ろうと思って見て回っていると、短期限定で出店している店もあるようだった。

（そのくらいなら、やってやれないこともないかも……）

　例えば、バレンタインデーの前後にだけ出店するショコラトリーのように、イベントに合わせたものなら何とかなりそうだ。

　もちろん、イベント合わせになると他の店との競争も一層激しいものになるだろうけれど、味や見み栄ばえでは負けない自信はある。

（まあ、あいつがどういうふうな出店を望んでるのかはわかんないけどな）

　そもそも、未だに自分に期待してくれているかは謎なぞだ。実態を知り、誘ゆう致ちの熱が冷めてしまっているかもしれない。

「あれ……？」

　噂うわさをすれば影かげというけれど、考え込んでいたら真田が現れた。今日もビシリと高そうなスーツを着こなしており、そのノーブルな顔立ちには上品な微笑ほほえみを浮かべている。

　店内の視察に来たのだろうかと思ったけれど、その隣となりにはパステルカラーのワンピースを着た綺き麗れいな女性が寄り添そっていた。

　やけに親しげで、真田は彼女を大事にエスコートしているのがわかる。女性のほうも信しん頼らいを寄せた眼まな差ざしで隣を歩く真田を見上げていた。

　その光景に、何故なぜか胸がギリギリと締しめつけられる。ざわめくような嫌な感じに、歯を食くい縛しばる。

（何だ、これ……）

　もやもやとした不可解な感覚に、佳久は眉まゆ根ねを寄せた。まるで、質の悪いバタークリームを食べたときに起こす胸焼けのようだ。

　昼に悪いものを食べた記憶はないし、体調だって悪くないはずなのに、どうしたんだろう。

（うわ、やばい、こっちに来る！）

　急に不調を訴うつたえてきた体に首を傾かしげていると、真田が佳久がいるほうへと向かってくるのが見え、慌あわてて近くの柱の裏に隠かくれた。

　テナント出店の件について前向きな検討をしてはいるけれど、自ら足を運んだことはまだ知られたくない。

　早くいなくなってくれないかと物もの陰かげから様子を窺うかがっていたら、近くにいたスーツの二人連れがひそひそと噂うわさ話ばなしを始めた。

「あれ、真田さんだ」

「何でこんな時間に地下にいるんだ？　今日は会議の日じゃなかったか？」

　真田のことを知っているということは、この二人も松嶋屋の社員なのだろう。風ふう体ていからすると、接客係ではなさそうだ。

　聞いてはいけないと思いつつも、つい耳をそばだててしまう。彼らは柱の裏にいる佳久に気づくことなく話を続ける。

「一いつ緒しよにいるのって東とう南なん銀行頭取の娘むすめだろ？　婚こん約やくの噂、本当だったのかな」

「こんなところに連れてきてるってことはそうなんだろうな。会議より婚約者ってことか。真田さんもやるよな、ウチのメインバンクの令れい嬢じようとなんて。しかも、あんな美人だし」

「!?」

　彼らの口から出てきた単語に、思わず飛び上がりそうになってしまった。

（婚約者って、結婚するのか!?）

　まるきり、寝ね耳みみに水だ。これまで一度たりとて、恋こい人びとがいるようなことは一言も云っていない。

　バクバクと脈打つ心臓を胸の上から押さえながら、彼らの会話に意識を集中させる。

「まあ、あの人も養子だし、後ろ盾だてを強くしておきたいのかもな。真田さんてかなりの遣やり手だけど、ウチはまだ血けつ縁えん関係が強い会社だもんなぁ」

「いくら会長の影えい響きよう力が大きいって云っても、いまは社長の天下だしな。ま、俺たちみたいな下っ端ぱには関係ないけど」

　無責任に笑う彼らの下世話な噂話に、佳久は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

（めでたい話じゃないか……なのに、何で俺はこんなに嫌な気持ちになってるんだ……？）

　こうして見ていても、お似合いの二人だと思う。

　なのに、真田の眼差しが彼女に向けられていることが、妬ねたましくて疎うとましい。二人の間に流れている親しげな空気も煩わずらわしかった。

（別にあいつのことなんてどうでもいいじゃないか）

　真田に恋人がいようが、婚約していようが、自分には関係ない。

　少しは親しくしてはいても所しよ詮せん知人の域を越こえていないし、一度体は重ねたけれど、ただそれだけのことだ。

　頭ではそう思っても、胸むな苦ぐるしさは増すばかりだ。

「やっぱり、これってそういうことなんだよな……？」　>>>♥

　認めたくなくても、もう自らを偽いつわることはできない。ズキズキという胸の痛みに、佳久は自分の気持ちに気づかざるを得なかった。

「……ッ」

　抑おさえ込めない薄うす暗ぐらい感情に混乱する。佳久は自分をどうすることもできず、逃げるようにその場を立ち去った。










　地下鉄と私鉄を乗り継ついで帰ってきたはずなのに、その間の記き憶おくがあまりない。自分を押し潰つぶそうとする暗くて冷たい感情に抗あらがうだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「……ただいま」

　正面から店に入り、接客をしている伊吹に声をかける。

「おかえり。ずいぶん早かったね」

「あ、うん、大した用事じゃなかったからな。店、一人で任せて悪かったな。これからちょっと事務室でやることあるから、何かあったら呼んでくれ」

「ん、わかった」

　伊吹に動どう揺ようを見み抜ぬかれなかったことにほっとしながら、佳久は事務室に籠こもった。一人になれて、ようやく少しほっとできる。

　ぐったりとソファに座り込み、背もたれに体を預ける。

（本当に俺はあいつのことが、好き、なのか…？）

　揺ゆれる心に問いかける。だけど、もうその答えは消えない胸の痛みが語っていた。

　信じたくはないけれど、これでこの間の不可解な胸のざわめきに説明がつく。好きだから、忘れようと云いわれてショックだったのだ。

「……何で、俺はあいつなんか……」

　絶対に上手うまく行くことのない相手に惹ひかれてしまうなんて、

　頑かたくなだった自分が気を許すようになっていったのは、真田が本気で親身になってくれているのがわかったからだ。

　色々と親切にしてくれているのは、彼が云うように打算の上のことかもしれない。だけど、少なくともこの店をよくしようと思っているのは確かだ。

（でも、それだって俺のためじゃない）

　厚こう意いと好意を履はき違えそうになる自分に云い聞かせる。

　それこそ、こんな想おもいなんて忘れてしまうべきだ。いくら佳久が想っていたって、どうしようもないのだから。

（余計なこと考えんな！　俺にはこの店があるだろ）

　自分には単純なところがあるからきっと、好感を抱いだきつつあるときに弱った姿を見せられて、気持ちが一気に傾かたむいてしまったのだろう。

　いまは恋れん愛あいなんかに現うつつを抜ぬかしていられる状じよう況きようじゃない。

「そうだ……」

　落ち込んだときの儀ぎ式しきを思い出し、机の引き出しの奥にしまってあるあの手紙を取り出した。ずっと佳久を支え続けてくれた手紙だ。

　挫くじけそうなときにこれを読むと元気が出る。佳久にとっては、かけがえのない宝物だ。

　こんなときこそ、初心を思い出すべきだ。

（そういえば、しばらく音おと沙さ汰たがないな……）

　以前は毎月のように手紙が来ていたのに、ここ数ヶ月は届いていない。いつもは新作を出すと、必ず感想を送ってきてくれたのに。

　その人にも生活があるだろうから忙いそがしいのかもしれないし、もうアドバイスをしないでも大だい丈じよう夫ぶだと思ってくれたのかもしれない。

　そんなふうに思いながら読み返していた佳久は、その字体を見ていてはっとした。

「似てる…？」

　最近よく目にするようになった真田の字によく似ている。まさかと思いながら、真田がくれたカードを捜さがし出し、手紙の文章と比べてみた。

　丁てい寧ねいに書かれた手紙と比べると、走り書きのようなカードは少し崩くずれて見えるけれど、少し右肩上がりの癖くせのある字は同じ人物が書いたようにしか見えない。

「……あいつだったんだ」

　手紙をずっとくれていたのは、真田だったのだ。判明した事実に膝ひざの力が抜け、佳久は崩れ落ちるようにソファに座り込んだ。

　どうして、この店のために色々と手を貸してくれているのだろうと疑問に思っていたけれど、これでわかった。

　彼は佳久の父に恩義を感じていたから、手助けをしてくれていたのだ。

（少し考えればわかりそうなものなのに、何でもっと早く気づかなかったんだろう……）

　真田の姿をこれまで見たことがなかったのは、他ほかの人間を店に来させていたからに違ちがいない。

　そもそも、甘いものが苦手なのだから、ケーキ自体他の誰だれかに食べてもらい、そうして、感想や意見を送ってくれていたのだろう。

　いままでの厚意は自分へではなく、父へ向けられていたという事実に落らく胆たんしてしまうのは、幾いく分ぶんは真田が好意を抱いてくれているだろうと期待していたからだ。

「バカだな、俺。いい歳としして何やってんだか……」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべて吐はき捨てる。

　一方的に期待して、勝手に落ち込んで。こんなことなら、自分の気持ちになんか気づかなければよかった。

（いや、あいつに会わなければよかったんだ）

　そうしたら、叶かなわぬ恋をすることもなかったし、手紙の人の正体を知らずにすんだ。

　後こう悔かいしても遅おそいことはわかっている。それでも、もしもを考えずにはいられなかった。
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　あれ以来、真田からの連れん絡らくはない。メール一つないところを見ると、佳久と連絡を取る気がないということだろう。

（そのほうが、こっちも都合がいいんだけどさ）

　何日も眠ねむれぬ夜を過ごして達した結論は、『なかったことにする』ということだった。あの夜のことを忘れると共に、真田への想いも忘れるしかない。

　所詮、恋愛感情なんて一時の気の迷いなのだから、時間が経たてば薄うすれていくはずだ。物理的に真田のことを思い出さないようにすれば、いつしか過去のものになるだろう。

　そのためにはできるだけ真田に会わないほうがいい。

　だから、この音沙汰すらない状況は、佳久にとってはありがたかった。

「う、今日は寒いな」

　佳久はキツく吹ふきつけてくる北風に体を震ふるわせながら、そそくさと店のシャッターを下ろす。昼間は日差しがあるからいいけれど、日が暮れると途と端たんに寒くなる。

　寒がりの佳久としてはそろそろ暖だん房ぼうを入れたい気分だったが、まだしばらくは節約のために我が慢まんしなければ。

　冷えた体をさすりながら、裏口から店内に戻もどった。

「さてと。どっから手ぇつけるかな」

　帳ちよう簿ぼをつけるためにレジも締しめなければならないし、店内の掃そう除じもしなくては。洗わずに放置してある道具も片づけたいのだが、先に作り置きのコンフィチュールの下準備をしておきたい気もする。

　伊吹がいたら、片づけや掃除を率そつ先せんしてやってくれるため、事務作業や菓か子し作りに集中できるのだが、明日が定休日ということもあり、今日は友達の家に泊とまりに行っている。来週提出のレポートを一いつ緒しよにやるのだそうだ。

　たまには家のことを忘れて羽を伸のばしてもらいたいと思い、帰ってきた早々に送り出した。

（いつもいつも頼たよってるわけにはいかないもんな）

　伊吹が本当に好きなことができるよう、早くアルバイトが雇やとえるといい。そのためには、もっともっとがんばらなくては。

　面めん倒どうなことから片づけてしまおうと、まず製せい菓かに使った道具を洗い、手早く店内の掃除をする。そして、それらを終えると、レジの金をまとめて事務室で帳簿に向かった。

　金を数え終えて金庫にしまって一息ついたところで、背後から声がした。

「金を数えてるときくらいドアを閉めて鍵かぎをかけておけ。強ごう盗とうが入ってきたらどうするんだ」

「真田…！」

　真田の姿を目にした瞬しゆん間かん、心臓が大きく跳はねた。そのまま鼓こ動どうは早はや鐘がねを打ち始める。気持ちを整理したつもりだったのに、本人を前にしただけでこの有様だ。

　急に冷え込んだせいか、今日はオフホワイトのマフラーを首に巻いていた。その出いで立ちのせいで、いつもより少し若く見える。

「久しぶり。しばらく来られなくて悪かったな」

「きょ、今日来るなんて云ってなかったじゃないか」

　平静を装おうとするのに、どうしても挙動不ふ審しんになってしまう。

「やっと時間が作れたんだよ。何だか来て欲しくなかったみたいだな」

「いや……」

　会いたかったけれど、会いたくなかった。矛む盾じゆんする気持ちから曖あい昧まいな返事を口にしたけれど、真田はとくに気に留めることはなかった。

「で、調子はどうだ？」

「もう大丈夫だ。色々と面倒かけてすまなかったな」

　背中を向けたまま答える。いまは真田の顔をまともに見られそうにない。

「今日は企き画かく書しよを持ってきたんだ。いますぐにとは云いわないから、暇ひまなときに目を通しておいてくれないか？」

「わかった、そこに置いておいてくれ。あとで見ておく」

「どうした？　顔色が悪いな。体調が悪いのか？」

「いや、うん、疲つかれてるのかもな。悪い、今日はもう帰ってくれないか」

　顔を見ているだけで辛つらいから、などと云えるわけはない。気持ちを悟さとられないよう取り繕つくろい、声が震えそうになるのを必死で堪こらえた。

「わかった、出直そう。来週になれば少し余よ裕ゆうもできるだろうから、また連絡する」

「来なくていいよ。あんたも忙しいだろうし」

「何だ、いまさら遠えん慮りよしてるのか？」

「そうじゃなくて、もう来て欲しくないんだ」

　佳久は思いきって、はっきりと告げた。

　不毛な想おもいを引き摺ずらないよう、できるだけ真田と会う機会を減らしたかったのだ。怪け訝げんな顔をする真田に畳たたみかけるように云う。

「もちろん、いままでの借りは必ず返すから。テナントのことは前向きに考えるよ。その企画書も真面目まじめに読む。あんたがまだその気があるならだけど」

「そう云ってくれるのは嬉うれしいが、本当にどうかしたのか？　今日は本当にヘンだぞ」

「むしろ、いままでがヘンだったんだよ。あんたに甘えすぎてたってことに気がついたんだ。だからもう、ここには来ないでくれ」

「お、おい、麻倉？」

「頼たのむから！」

　何か聞きたそうにしている真田の背中を押して強ごう引いんに追い出し、事務室に閉じこもる。これ以上、一緒にいたら云わなくていいことまで云ってしまいそうだった。

　やがてドアの向こうから、ため息混じりの声が聞こえてくる。

「今日は帰る。けど、今度ちゃんと話をさせてくれ」

「────」

「今晩は冷えるから、風邪かぜ引かないようにな。戸と締じまりも忘れるなよ」

　足音が遠とお離ざかっていき、裏口のドアが閉まる音が聞こえた。自分で追い出したくせに、一人になった途端、寂せき寥りよう感が込み上げてくる。

　俯うつむき、唇くちびるを嚙かみしめて、溢あふれ出しそうになる感情を抑おさえていると、床ゆかに真田のマフラーが落ちていることに気がついた。

「……あ……」

　きっと、強引に送り出したときに落ちたのだろう。佳久はおずおずとそれを拾い上げる。肌はだ触ざわりのいい柔やわらかな感かん触しよくはカシミヤだろうか。

　追いかけるか追いかけまいか迷い、結局その場を動くことはできなかった。佳久は堪たまらず、手にしたそれに顔を埋うずめる。

　フレグランスと体たい臭しゆうの混じった匂においに胸を締しめつけられ、涙なみだぐみそうになった。

　なかったことにしようと決めたはずなのに、真田への想いは消えるどころか以前よりも大きくなっている。

　彼の眼まな差ざしや声を思い出すだけで、切なくなる。会わないほうがいいとわかっていても、会いたくて触ふれたくて仕方がなかった。

（───やっぱり、追いかけよう）

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態じゃ、前に進めない。告白して、きっぱりと振ふってもらったほうがすっきりする。

　そう思って事務室を飛び出し、裏口から出ようとした佳久は、中に入ってこようとした人物と鉢はち合わせした。

「大輝!?」

「どこに行くつもりだったんだ？」

「お前には関係ないだろ？　そこをどけ。俺には大事な用があるんだよ」

「嫌いやだって云ったら？」

「大輝…！」

　野坂ともきちんと話をしなければいけないと思ってはいるけれど、真田とはこの機会を逃のがしたら二度と会えないかもしれない。

（ああもう！　どうしたらいいんだ…っ）

　どっちを優先すべきか迷っていると、野坂の口からまさにいま追いかけようとしていた男の名前が出た。

「いま、真田とすれ違ちがった」

「……っ！」

　動どう揺ようして見上げた野坂の表情は暗く、先日よりもさらに思い詰つめているようだった。

「お前のせいで始末書を書かされることになったよ。しかも、企画部から外された。この間、やっと入れたっていうのに」

「おい、それは俺のせいじゃないだろう」

　責任を転てん嫁かされ、怒るよりも先に呆あきれてしまう。どうやったら、そういう結論が導き出されるのかわからない。

「どうしてくれるんだよ。責任取ってくれるんだろうな…？」

「は？　大輝、何云って……」

　いまは近づいてはいけないと本能的な恐きよう怖ふが忠告してくる。じりじりと迫せまってくる野坂から距きよ離りを取ろうと後あと退ずさった。

「いまからでも挽ばん回かいのチャンスはあるはずだ。お前が俺の云う通りにしてくれれば、何もかも上手うまくいくに決まってる。な？　俺のためにやってくれるだろう？」

「無理だ。俺にもこの店を守っていく責任がある。無む謀ぼうなことはできない」

　これ以上興奮させないよう、言葉を選ぶ。野坂は項うな垂だれ、黙だまり込んだ。

　少しは落ち着いてくれたのかもしれないとほっとしていると、不意打ちで伸のびてきた手が佳久の首にかけられた。両手で喉のど元もとを締めつけられ、息が詰まる。

「どうしてわかってくれないんだ…！」

「な……ッ」

「どうして俺じゃダメなんだ。あいつと何が違うんだ？　俺のほうがずっとお前の傍そばにいたのに！　お前だって、俺のこと好きだろう？　いつだって、俺のために何だってしてくれたじゃないか。俺が欲しがってるものは何でもくれただろう？」

　野坂は佳久の首に指を食い込ませながら、一方的な主張を訴うつたえてくる。畳みかけるように告げられる言葉に、改めてショックを受けた。

「お前は俺を何だと思ってるんだ!?」

「親友だろう？　お前のことは、俺が一番よく知ってる。親友なんだから、俺のために役に立ってくれるはずだ！」

「大輝…この手を、はな…せ……っ」

「俺のほうが先にお前に目をつけたんだ！　あんなやつに佳久を穢けがされてたまるか!!」

　やはり、今日の野坂はどこか異常だ。纏まとう空気のいびつさに恐怖すら覚える。いま、目の前にいる男はまるきり知らない人間のようだ。

「く…ッ」

　首に指がさらにキツく食い込んでくる。

「あの男とはどこまでやった？　この唇を好きにさせたのか？」

「……っ」

「許さない……佳久は全部俺のものなんだよ……！」

「ンむ、ん───」

　常じよう軌きを逸いつした野坂の表情に気け圧おされ、近づいてきた唇を避さけることができなかった。ねっとりと吸いついてきた唇の感触に不快感を覚える。

「んーっ、んんー…っ」

　野坂の体を押し返そうとしても、今日はびくともしない。筋力は負けていないはずだが、息苦しさのせいで力が入らない。

（くそ、こうなったら……）

　急所を狙ねらうしかない。自分の肩かたを摑つかんでいる野坂の手首を摑み、そこを支えにして弾はずみをつけ、膝ひざで思いきり股こ間かんを蹴けり上げればさすがに怯ひるむはず。

　立てた算段を実行に移すよりも早く、野坂が引き剝はがされ、佳久は背後から抱きかかえられた。

「麻倉から離はなれろ！」

「お前、何しに───うぐ…っ!?」

　佳久をその腕うでに抱いたまま、真田は長い足で野坂の腹を蹴り飛ばす。野坂は自分の腹部を手で押さえ、呻うめきながらへたり込んだ。

　佳久は急に肺に空気が入ってきたことで噎むせ返る。

　不快感の残る唇を手の甲こうでごしごしと拭ぬぐい、先に体勢を整えた。

「さ…真田……」

「大だい丈じよう夫ぶか、麻倉」

「う、うん」

　密着する背中から伝わってくる体温にほっとする。解けていく緊きん張ちように膝が頽くずおれてしまいそうになったけれど、そこは意地で踏ふん張った。まだ問題が解決したわけじゃない。

「……何なんだよ、お前。あとから出てきて俺たちの間に割り込むなよ!!」

　野坂は苦しそうにげほげほと咳せきをしながら、よろよろと立ち上がる。

「こいつが辛つらそうにしてたのは、お前のせいだったんだな」

「何云ってんだ。あんたが出てこなけりゃ、俺たちは上手くやってたんだよ！　それをあんたが全部ぶち壊こわしたんだ…ッ」

「壊したのはお前だろう。こいつを泣かせておいて、何云ってるんだ」

「黙れ黙れ黙れ！　佳久は俺のものなんだ……っ」

　野坂は子供のように駄だ々だを捏こねる。その様子はただ滑こつ稽けいでしかなかった。

「佳久を返せぇ…っ!!」

「もうやめろ！」

「……ッ!?」

　手を伸ばして摑みかかってこようとする野坂の頰ほおを平手で張り倒たおした。

「出てけよ。お前のこと、もう友達だとは思えない。金輪際、俺の前に現れないでくれ。頼たのむから、俺にこれ以上お前を軽けい蔑べつさせないでくれよ……」　>>>♥

　絞しぼり出すように告げると、野坂は糸の切れた人形のように脱だつ力りよくした。

　いままでのようなつき合いはもうできない。それでも、野坂のことを憎にくんだり恨うらんだりはしたくなかった。

「───ごめん」

　そうして、野坂は背中を丸めたまま、とぼとぼと帰っていった。










　真田はぼうっとしている佳久を事務室へと連れていき、ソファへと座らせてくれた。

「酷ひどいな、首に跡あとが残ってる」

　首をそっと指先で撫なでながら、痛ましそうな眼まな差ざしで見つめてくる。

（そんな目で俺を見るな……）

　優やさしさを誤解してしまいたくなる。

「云っとくけど、俺は泣いてないからな」

「涙なみだは出てなくても、心ん中で泣いてたろ」

「……っ、だいたい、何しに戻もどってきたんだよ！」

　助けてもらえたことが嬉うれしかったくせに、そんなふうに意地を張ることしかできない。

（告白して、振ふられるんじゃなかったのか？）

　この調子じゃ、素す直なおに好きだと云うこともできなそうだ。意い気く地じのない自分が情けない。

「マフラーを取りに来たんだが」

「あ……！」

　真田のマフラーは、佳久がずっと握にぎりしめたままだった。さっき、これに顔を埋うずめていたことを思い出し、真っ赤かになる。

　いまさらバレるわけはないのだが、振り返ってみると、自分の乙女おとめちっくな行動が恥はずかしかった。

「何赤くなってるんだ？」

「別に何でもねーよ！」

　云い訳すら見つからず、わたわたとしてしまう。

「まったく、お前は……。そんな顔をするからつけ込まれるんだぞ」

「そんな顔って───ン、ぅん……っ」

　全すべてを云い終わる前に、唇くちびるを塞ふさがれてしまったあまりの唐とう突とつさに驚おどろき、抵てい抗こうするのも忘れてしまう。

（何でいきなりキスなんか…!?）

　佳久の戸と惑まどいをよそに、真田は唇の内側を舐なめ、歯列をなぞる。ぞくりと震ふるえ、小さく喘あえいだ弾みで開いた隙すき間まから捩ねじ込まれた舌が、乱暴に口こう腔こうを犯おかしてきた。

「んん、ん…ぅん、ん……っ」

　搦からめ捕とるようにして引き摺ずり出された舌先を吸われ、体の奥に火が灯ともる。呼吸ごと奪うばい去ろうとしているみたいに激しい。

　濃のう厚こうな口づけに、佳久は目め眩まいを覚えた。

　逃のがれようとすればするほど、荒あら々あらしく貪むさぼられる。舌が擦すれ合うだけでぞくぞくと背筋が震えて感じてしまうのに、こんなふうにされたらひとたまりもない。

「や…っ、何で、こんな……」

　呼吸のために唇が離れた瞬しゆん間かん、渾こん身しんの力で真田を引き剝がす。それでも、キスで蕩とろけた体には力が入らず、吐と息いきがかかる距きよ離り以上は離れられない。

「消毒だ。正直、まだし足りない」

「た、足りないって…！　ん、んぁ……っ」

　角度を変えて口づけてきた真田は、今度は下唇を食はんできた。

　舐められ、甘あま嚙がみされ、そこが腫はれたようになると、今度は上唇を貪ってくる。解放されたあとも感かん触しよくが残るほど執しつ拗ように嬲なぶられた。

（消毒って云われても……）

　何が云いたいのかわからない。だが、戸惑いよりも欲求が勝ち、佳久は自分からも舌を絡からめていく。

　長い口づけにだんだんと力が抜ぬけていき、下腹部がじん…と熱くなってくる。それにつられるように、中心がわずかに兆きざしてきた。

「んん、はっ……」

　長いキスを終えたあとはもう、指先まで痺しびれたようになっていた。くたりとなった体をソファの背もたれに預けると、真田が気き遣づかわしげに訊たずねてきた。

「大丈夫か？」

「お前が、云うな……っ」

　浅い呼吸を繰くり返しながら睨ねめつける。

　一度は忘れようと云ってきたくせに、キスなんかしてきていったい何のつもりなんだ。

「何…考えてんだよ……！」

「消毒だって云っただろう。もうあいつの感触なんて残ってないだろう？」

「！」

　真田の云うように、野坂にキスされたときの感触はもう何も残っていなかった。

「さっきのことは全部忘れてしまえ」

　まるで、嫉しつ妬としているかのような物云いと口づけの執拗さに、胸が痛む。

（何なんだよ、いったい……）

　ヘンに期待させるのはやめて欲しい。真田は意識していなくても、佳久は些さ細さいな言葉一つで一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまうのだから。

「だいたい、お前は隙すきが多すぎる。人を信用するなとは云わないが、少しは警けい戒かいしろ。俺のことだって、そうだ。一度云っておこうと思ってたんだが、脅おどされたからってほいほい招き入れてどうする」

「無む理り矢や理り押しかけといて何云ってんだ！」

　いきなり始まった頭ごなしの説教に苛いら立だち、云い返す。けれど、真田の顔を見たら本気で心配しているのがわかってしまった。

（……このバカ！）

　お人好よしにもほどがある。つけ込みたくなるのは、こっちのほうだ。

「俺の心配してる場合じゃねぇだろ？　あんたにはちゃんと相手がいるんだから」

　仕方なく、自分から突つき放した。このままだと、甘えてしまいそうだったから。

（真田が助けてくれた───俺にはそれだけで充じゆう分ぶんだ）

　たとえ恋こいが報むくわれなくても、幸せな記き憶おくがあればそれでいい。

「相手？　何の話だ？」

　真田は佳久の言葉に怪け訝げんな顔をする。往生際ぎわの悪い真田に、胸が引き裂さかれそうになるのを堪こらえながら、証しよう拠こを突きつけた。

「惚とぼけんなよ。この間、松嶋屋の地下で見た。あんたが綺き麗れいな女の人と一いつ緒しよにいるところ」

「あのとき、来てたのか……」

　佳久の言葉に、真田は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

（そんな顔するってことは、俺には知られたくなかったのかな）

　この期ごに及およんで、何を取り繕つくろいたいのだろう？

「社員が婚こん約やくしてるって噂うわさしてたし、隠かくさなくたっていい。それに、随ずい分ぶん親しげにしてたじゃないか」

「周りはその気みたいだが、俺は婚約も結婚もする気はない」

「どうしていまさらごまかすんだ。婚約者がいるから、俺に忘れろって云ったんだろ？」

「すまない、麻倉。まるで、嫉妬してくれてるように聞こえるんだが……」

「……ッ、誰だれが……！」

　図星を指され、カッと顔が熱くなる。きっと、耳まで赤くなってしまっているに違ちがいない。

　口先で否定したところで、自分の気持ちはすでにバレてしまっているだろう。こんな形で知られてしまうなんて、どれだけ間が悪いのか。

　ごまかすことも、素直に告げることもできない自分に歯嚙みする。膝ひざの上でズボンの布地を握りしめて俯うつむく佳久に、真田が言葉を重ねてくる。

「見合いはさせられたが、きっぱりと断ってある。頼たのむから信じてくれ」

「俺に云い訳する必要なんかないだろ」

「云い訳じゃない、本当のことを云ってるだけだ」

「じゃあ、何であんなにべたべたしてたんだよ」

　自分には真田を責める資格がないとわかっていても、つい苛立った口調になってしまう。

「そりゃ、一応女性相手だし、彼女はメインバンクの関係者だからな。歓かん迎げいしてなくても、無下な態度は取れないだろう。あの日は彼女が突とつ然ぜんやってきて、避さけられなかったんだよ」

「何で避ける必要があるんだ」

「だから、俺にはその気がないって云ってるだろう。ヘンな期待をされても困るんだ。だいたい、政略結婚なんていまどき流行はやらないだろ」

　真田は口の端はしだけで皮肉げに笑い、吐はき捨てるように云う。

「彼女が俺のことを好きじゃないのも、いまつき合ってる男がいるのもわかってる。彼女の目的は、俺のステータスだけだ」

「どうしてそんなこと……」

「まだ若いのにあんまり結婚に積極的だから、少し詳くわしく調べてみただけだ。かなりのブランド好きで、親に内ない緒しよの借金があるようだ。あちらの両親は財さい布ふの紐ひもが堅かたいみたいだから、さっさと結婚して、好きに金を使える立場になりたいんだろうよ」

「まさか……」

「この話に乗り気の両親にそんなことを云うわけにもいかないし、両親のために結婚したほうが孝行になるのかもしれないとも考えた。でも、そんなことしたって後こう悔かいするに決まってる。だから、どうにか穏おん便びんに断れるように画策してたんだ」

　生々しい裏事情を聞かされ、二の句が継つげない。人は見かけによらないとよく云うけれど、あの女性にそんな裏の顔があるとは思いもしなかった。

（たしかにこいつは結婚相手には申し分ないだろうけど……）

　自分なら、いくら条件がよくても好きでもない相手と結婚なんてできない。資産や社会的地位があっても、お互たがいを思いやる気持ちがなければ幸せにはなれないのではないだろうか。

　そう考えてしまうのは、自分が夢見がちなせいなのかもしれない。

「好きでもない相手とつき合ったって、お互いに幸せにはなれないだろう？」

「えっ……」

　まさにいま考えていたことと同じことを云われ、ドキリとする。

（真田も同じなんだ……）

　同じ価値観を持っていることが嬉うれしかったけれど、調子に乗ってはいけない。自制するため、敢あえてつっけんどんに云う。

「な…何で俺にそんな話するんだよ」

「まさか、わかってないって云うんじゃないだろうな」

　呆あきれたように返され、ムッとする。真田のこういう人を食ったようなところが、たまにムカつく。

「わからないから聞いてんだろ！」

「どうして俺がこんなにお前に尽つくしてると思ってるんだ」

「どうしてって……親おや父じへの恩返しみたいなもんなんだろ？」

　逡しゆん巡じゆんの末に告げた言葉に、真田は目を瞠みはった。

「！」

「わかったのは、ついこの間だけど。あんただろ？　俺にずっと手紙をくれてたのは」

　佳久の指し摘てきに黙だまり込む。何と答えようか考えているのかもしれない。

　やがて、ため息混じりの呟つぶやきを零こぼす。

「そうか……だから、さっき様子がおかしかったんだな」

「やけに簡単に認めるんだな」

　真田のあっさりとした反応に拍ひよう子し抜ぬけする。事実を突きつけても、のらりくらりとはぐらかされるだろうと思っていた。

「いまさら隠しても仕方ないだろう。それに、いつかは話さないといけないとは思ってたからな。俺の話、聞いてくれるか？」

「…………」

　無言を肯こう定ていと受け取ったのだろう。真田は懐なつかしむかのような眼まな差ざしで遠くを見つめ、静かに語り始めた。

「俺の実家はこの近くにあるんだ。そうだな、歩いて二十分くらいかな。ちょうど、養子の件で悩なやんでたとき、麻倉さん……お前の親父さんが相談に乗ってくれてたんだ」

「父さんが？」

「すぐそこに小さな公園があるだろう。そこで毎日、日が暮れるまで過ごしてた俺を見かねたらしくて、ある日麻倉さんがここに連れてきてくれたんだ。甘いもの食えば元気出るだろって」

　佳久が小学生の頃ころだろうか。そんな出会いがあったなんて、ちっとも知らなかった。

「そのとき、作りたてのマドレーヌを食べさせてくれたんだが、あまりの美味うまさに驚おどろいたよ。食べてる間だけは悩んでたことも忘れるくらい美味かったな。それから親しくさせてもらうようになって、相談にも乗ってもらった」

「いつ来てたんだよ。ウチに来てたんなら、俺だって会ってるはずだろ」

「会ってることは会ってるが、覚えてないだろうな。何しろ、学校から帰ってきても、すぐにランドセルを放って遊びに行ってたからな」

「……っ」

　実際、放課後は日が暮れるまで遊び呆ほうけていた。よく考えてみたら、その頃の客の顔なんて覚えてるわけがない。

「親が変わるわけじゃない、増えるんだと思えばいいんじゃないか？───麻倉さんにそう云われて、養子に行く決心がついたんだ。必要以上に気に病やむことはないってわかったから」

「そんなことが……」

　自分の知らない父の一面を聞き、胸に熱いものが込み上げてくる。

「麻倉さんの病気のことは、本当に残念だったと思ってる。入院してから一度だけ見み舞まいに行かせてもらった。俺は恩返しがしたかったから、何か欲しいものがないか、俺にできることはないかって訊きいたんだ」

「父さんは何て…？」

「麻倉さんは自分が死んだら、息子むすこたちのことを頼むって。もし困っていることがあったら助けてやってくれって俺に云ったんだ。だから、一生かけてお前たちのことを陰かげから見守っていこうって決めた」

「────」

（やっぱり、恩返しだったんだ……）

　テナントにと声をかけてくれたのも、経営の指南をしてくれたのも、父の願いを叶かなえるためだった。それらは佳久個人に対してのものではなかったのだ。

　父への想おもいも自分への厚こう意いも嬉しかったけれど、淋さびしさは禁じ得ない。

　この期ごに及んで微かすかな希望を抱いだいていた自分に苦く笑しようしてしまう。すでに失しつ恋れんは決定しているのに一いち縷るの望みをかけてしまうあたり、往生際ぎわが悪すぎる。

「……色々、手助けしてくれてありがとな」

「まだ話は終わってない。ちゃんと最後まで聞け。ここからが重要なんだ」

「え？」

　真田は何故なぜか気き恥はずかしそうに咳せき払ばらいをして声を整えてから、意を決したかのように口を開いた。

「本当は一生正体を明かすつもりはなかったし、直じかに姿を見せるつもりもなかった。でも、健けな気げにがんばってるお前にどんどん惹ひかれていった」

「な、何云ってるんだ？」

　いつもの流りゆう暢ちような語り口は消え、朴ぼく訥とつと喋しやべる。目を瞬またたいて見た真田の横顔は、いつになく緊きん張ちようしている様子だった。

「自分の気持ちが抑おさえられないなんて、生まれて初めてだった。見てるだけで充じゆう分ぶんだと思ってたのに、結局俺は自分で決めた誓ちかいを破ってしまった」

「噓うそ、だ……」

　予想外の告白を俄にわかに信じることはできなかった。耳元で鳴っているかと思うほどうるさく心臓が脈動を刻み始める。

（真田が俺を好きって、ありえないだろ……）

　混乱し、うろうろと視線を泳がせる。

「……っ」

　膝ひざの上で震ふるえていた指をぎゅっと握にぎられる。真田はこちらを見つめ、大きく息を吸ってからゆっくりと告げてきた。

「お前のことが好きだ。麻倉さんの大事な忘れ形見だって、何度も自分に云い聞かせた。それでも、この気持ちはどうしても消せなかったんだ」

「そ…そんなの信じられない……」

　佳久は小さく首を横に振ふった。顔を背そむけると、頰ほおに手を添そえられ、真田のほうを向かされる。まっすぐ見つめてくる焦こげ茶色の瞳ひとみは一点の曇くもりもなく、戸と惑まどう佳久の顔を映した。

　その澄すんだ眼差しから、目を背けられなくなる。

「俺のことを嫌きらいでもいい。顔も見たくないっていうなら、二度と来ない。ただ、俺の気持ちを知っててくれ」

　真しん摯しな響ひびきを含ふくむその言葉に、佳久は唇くちびるを嚙かみしめる。

「……ずるい」

　恨うらめしげに呟くと、真田は苦笑いを浮うかべて謝ってきた。

「すまん、勝手なことばかり云って」

「俺の気持ちわかってるくせにそういうこと云うな…っ。くそっ、俺は何でお前なんか好きになったんだ……！」

　好きだけど、ムカつく。愛いとおしげに見つめてくる視線が恥ずかしくて、それが腹立たしさをさらに募つのらせた。

「ごめんな。人生かけて償つぐなうから、許してくれ」

「人生とか一生とか、そういうことを軽々しく口にするな！」

「軽く云ってるつもりはないんだが……じゃあ、どうしたら許してくれる？」

「そ、れは……っ」

　そう訊かれるとは思ってなかった。

　ただムカついているだけだから、許すも許さないもない。困り果てて彷徨さまよわせていた視線で、じっと答えを待っている真田の顔を窺うかがった。

　目が合った途と端たん、またどかんと心臓が跳はね、血液が煮にえたぎる。

「べ…別に、怒ってるわけじゃ、ないし……」

　しどろもどろに答えると、真田はもどかしげに呻うめいた。

「ったく、お前がそんなだから我が慢まんが利きかなかったんだよな」

「は…？」

「あんまり可愛かわいい顔するなよ。襲おそいたくなるだろう」

「はぁ!?」

　脈みやく絡らくのない論法に眉まゆを顰ひそめる佳久を、真田は押し倒たおそうとしてくる。ソファの上でのしかかられ、慌あわててその行こう為いを押し止とどめた。

「ちょ、ここじゃまずいって！」

　実は一度この場所でして以来、ことあるごとにそのときのことを思い出してしまい、気まずくて仕方ないのだ。

　忘れようと思えば思うほど、詳しよう細さいな記き憶おくが蘇よみがえってきて、複雑な気持ちにさせられた。

「人を煽あおっておいて、ここでお預けはないだろう」

「…っん、こら、何して……っ」

　口づけを拒こばむために顔を押さえていた指に舌が這はう。手の平や指の股またを舐なめられ、ぞくぞくと肌はだが粟あわ立だった。

「バニラの匂においがする」

「あ、やめ……」

「いいからお前を食わせろよ。もう我慢できない」

　軽口めいた言葉でも、その響きには余よ裕ゆうがなかった。　>>>♥

「う…上、行かないか？」

　不満げに云う真田を、勇気を出して部屋に誘さそう。佳久の心臓はいままでにないほどの早はや鐘がねを打っており、いまにも爆ばく発はつしてしまいそうだった。

「いいのか？」

「今日は、伊吹がいないから……」

　覚かく悟ごを決めた佳久は、か細い声でそう告げた。










「も…離はなせ……っ」

「まだだ。いまやめたら辛つらいだろう？」

「あ、ン、ぁあ…っ」

　どうしてもシャワーを浴びてくると譲ゆずらなかったら、真田に風呂ふろ場ばに押し入られ、そこであちこち弄いじり回された。

　何度もイカされ、逆上のぼせたようになって上がったあと、ベッドではそれまで以上の執しつ拗ようさで責め立てられた。そして、それはまだ続いている。

「や、あ……も、やだ……っ」

「嫌いやなら何でまだこんなにガチガチなんだ？」

　強すぎる快感から逃のがれたくて力の入らない体を捩ねじる佳久を高めながら、真田は薄うすく笑った。佳久は反論できず、その唇からは吐と息いきと喘あえぎを零こぼすばかりだ。

　もう真田の唇が触ふれていない場所はほとんどない。全身を苛さいなむ甘い感覚に、あちこちがじくじくと疼うずいていた。

「あっ、は……っ、んんっ」

　強ごう引いんに開かされた足はもうシーツを蹴けることすらできず、その間に顔を埋うずめる真田を引き剝はがすこともできない。真田は佳久のそれを舐め溶とかしてしまうのではないかと思うほど、しつこく舐めねぶってきた。

「今日、しつこい……っ」

　体を重ねるのはこれで二度目だけれど、前回はここまでしつこくはなかった。

「そりゃ、浮かれてるからな。俺も自分が止められない」

「はっ……んなこと、しれっと云う、な……！」

　止められないと云いつつ、真田には佳久が身み悶もだえるのを楽しんでいる節がある。

（ちくしょ……っ）

　初めは恥ずかしさから強きよう硬こうに抵てい抗こうしていた佳久だったが、与あたえ続けられる快感に敵かなうわけがない。佳久は自分の昂たかぶりがぴちゃぴちゃと音を立ててしゃぶられる様子を、ただ胸を喘がせて見ているしかなかった。

「も、離せ…っ、ダメ、頼たのむ、から……っ」

　弱々しい声で懇こん願がんしたけれど、真田は顔を上げようとはしない。それどころか口に含んだ佳久の屹きつ立りつをキツく吸い上げてきた。

「ぁあ…っ、やめ、そんな…したら、もうっ……」

　限界近い欲望を意志の力だけで抑おさえ込むのは難しかった。根本の膨ふくらみを指で刺し激げきされながら先せん端たんの窪くぼみを舌先で抉えぐられ、佳久は真田の口の中でもう何度目かわからない絶頂を迎むかえた。

「ん…っ、ん、ん……」

　何度も達したあとのため、吐はき出すものは少なくなっているけれど、そのぶん快感が尾おを引く。細さい胞ぼうの一つ一つまで震えているかのようだ。

　真田は染しみ出してきた体液を残らず舐め取ってから顔を上げる。赤く濡ぬれた唇を舌で拭ぬぐう仕草はやけに淫いん靡びだった。一いつ瞬しゆん見み蕩とれたあと、その唇が自分にしたことを思い出す。

「離せって云った！」

　涙なみだ目めで訴うつたえると、真田はニヤリと笑って見せた。

「気持ちよかっただろう？」

「～～～っ」

　施ほどこされている最中はそれどころではなかったけれど、冷静な思考が戻もどりつつあるいま、体から火を噴ふきそうなくらいだ。本気で恥ずかしくて死ぬかと思った。

「このくらいで音を上げるなよ。これからもっとすごいことするのに」

「もっとって……おい、何する気だよ!?」

　ぐったりと弛し緩かんした体を裏返され、腰こしを引き上げられた。その意図を問い質ただす間もなく、あらぬ場所に濡れた感かん触しよくがする。

「あ……っ、な、にして……っ」

「慣らしておかないと痛い思いをするだろう」

「だからって、んなとこ舐めるな……っ」

　自身を舐められることにも抵抗があるのだから、そんな場所は尚なお更さらだ。だが、真田は狭はざ間まの奥にある窄すぼまりに躊躇ためらいもなく舌を這わせてくる。

「やめ、やだ、あ…やぁ……っ」

　どんなに嫌だと云っても、もう体は少しも云うことを聞かない。恥ずかしさから逃れるよりも、快楽を得ようとしている。

　どうしても意識が一ヶ所に集中してしまい、否いや応おうなく神経も過か敏びんになった。生々しい舌の動きに体中の血液が沸ふつ騰とうしたみたいに全身が熱くなる。

「ぁあっ、おねが……っ、も、そこや……っ」

「もう少し我慢しろ」

　その胸の先にある尖とがりもすでに弄り回されたあとで、赤く腫はれぼったくなってしまっている。シーツで擦すれるだけで、微かすかな接せつ触しよくでも甘い痺しびれが生まれた。

「あぅ、んん、ん」

　指で押し開ひらかれた中に舌先が潜もぐり込んできた。体の内側を舐められる感覚に、佳久の体は腰から蕩とろけて崩くずれてしまいそうになる。

　舐め溶かされてひくひくと震ふるえるそこに、さっき風呂場から持ってきたベビーオイルが塗ぬりつけられる。冷たさに竦すくんだにも拘かかわらず、真田は強引に指を埋め込んできた。

「ん、んぅ、んー…っ」

　オイルを纏まとった指はすんなりと奥まで入っていく。長く節の太い指を抜ぬき差しながら、中を搔かき回してきた。

　度たび々たび足されるオイルはすぐに体温で温まる。何本かに増やされた指の動きに合わせて、くちくちと濡れた音が聞こえてくる。内ない壁へきの粘ねん膜まくは小刻みに震え、真田の指を締しめつけた。

（やばい、またいっちゃう）

　もう吐き出すものなどほとんどないのに、感覚だけは否応なく高まっていく。だけど、もう一方的なのは嫌だった。

「真田……っ、もう、いいから……」

「もう少し我が慢まんして。これじゃまだキツい」

「いいから、早く……っ」

　吐息混じりに入れてと告げたら、真田が息を吞のんだ気配がした。その直後、指を抜かれ、代わりに硬かたく張り詰つめた楔くさびが一息に打ち込まれる。

「あぁあ……っ」

　散々慣らされていたお陰かげで痛みはほとんどなかったけれど、その圧あつ迫ぱく感には息が止まりそうだった。

（やっぱ、キツい……）

　だけど、その辛さ以上の充じゆう足そく感があった。突つき入れられたさらに奥がズキズキと疼いている。自分に欲情してくれている証しよう拠こだと思うと、胸がいっぱいになった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「いいから、動けって……。あんま、焦じらすな」

「こっちはあんまり煽あおらないでもらいたいな。歯止めが利きかなくなったら困るだろう」

　真田は苦く笑しようし、後ろから貫つらぬいた佳久の体をゆっくりと揺ゆらしてくる。どうやら、まだ自制しているようだ。

　そんな余よ裕ゆうのある様子が悔くやしくて、飲み込んだそれを締めつけてやる。

「……っ、佳久…!?」

「焦らすなって、云ったろ」

「もう知らないからな」

「っあ、んー…っ！」

　佳久を責め立てる動きは抜き差しに変わった。一度ギリギリまで引き抜かれた屹立に内壁を先端で抉られながら、一番奥まで貫かれる。

　蕩けた粘膜を硬いもので擦こすられ、腰が甘く痺れた。

「ぁあっ、あ、や……っ」　>>>♥

　滴したたるほどにオイルで濡らされたその場所は、搔き回されるたびにぐちゅぐちゅといやらしい音を立てる。その音は二人ぶんの吐と息いきと混じり合い、佳久の感覚をさらに昂ぶらせた。

　激しさを増していく律動に合わせて、自分のものとは思えないような甘えた声が押し出されている。快感に蕩けきった体はシーツの上で、ただひたすらに翻ほん弄ろうされた。

「あ、はっ……ぁン」

　獣けものじみた突き上げに快感が天辺てつぺんに届きそうになったその瞬しゆん間かん、佳久を責め立てていた昂ぶりがずるりと引き抜かれた。

「や……っ!?　な…んで……？」

　いきなりの喪そう失しつ感と中ちゆう途と半はん端ぱなところで打ち切られた刺激に戸と惑まどっていると、仰あお向むけにされ、足を深く折り曲げられた。

「ひぁ……っ」

　向き合う体勢で再び深く穿うがたれる。欲しいものが与えられた体は、ぞくぞくと甘く震えた。

「やっぱりこのほうがいい。お前の顔が見えるからな」

「バカ…っ、ぅん、あ、んん…っ」

「こら、そんなに締めつけるなよ」

「わざとじゃ……っあ、ああっ」

　反り返った自身は真田の腹部に当たって擦れ、快感に震える。

　どちらからともなく腕うでを伸のばして抱だき合い、唇くちびるを交わらせる。舌を絡からませながら繫つながった体を揺さぶられると、どうしようもなく気持ちよかった。

「真…田……っ」

　口づけの合間に名前を呼ぶと、蕩けそうな笑え顔がおを向けられた。

「好きだよ、佳久」

　吐息混じりに囁ささやかれた言葉に体温が急上じよう昇しようし、なけなしの理性が飛んでいく。霧む散さんしていく意識の中、佳久も込み上げてくる想おもいを繰くり返した。
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　真田と、いわゆる『おつき合い』をするようになって一ヶ月が経たった。けれど、以前とあまり変化はない。それというのも真田が相変わらず忙いそがしく、週に一度か二度しか会う時間が作れないからだ。

　店に来てもらっても伊吹がいることが多いため、そういう雰ふん囲い気きになかなかなってくれない。つい照れて素っ気ない態度を取ってしまう佳久にも責任の一いつ端たんはあるのだが。

　だが、今日は伊吹もいないし、明日は店も休みだ。というわけで、少なからずそれらしい雰囲気になることを期待しているのだが、真田は佳久よりも佳久の作ったケーキに夢中だった。

「おい、何個食ったら気がすむんだ……」

「あと一つくらいいいだろう。しばらく我慢してたんだから、好きなだけ食わせろよ」

　味見して意見を云いって欲しいと云っていくつか試作品を出したのだが、真田は味見どころか本気で食べている。この調子だと全すべて食べ尽つくす勢いだ。

「太っても知らないからな……」

　真田が甘いものが苦手だというのは、噓うそだったらしい。そう云っておけば、自分が手紙の主だと勘かんづかれないだろうと思ったのだそうだ。

（短たん絡らく的というか、単純すぎる……）

　本当は甘いものには目がなく、いつも甘い香かおりの誘ゆう惑わくに必死で耐たえていたのだと、あとになって気まずそうに告白された。難しい顔の下でそんなことを考えていたのかと思うと、おかしくて堪たまらない。

　五個目のケーキを食べ終えた真田は紅茶で口直しをしながら、真面目まじめな顔で訊きいてきた。

「そういや、あいつはどうしてる？　逆さか恨うらみで嫌いやがらせとかされてないか？」

「……大輝のことか。あれから会ってないけど、地方に転勤になったみたいだ。ノルマが厳しくて余裕がなくなってたみたいだから、却かえって良かったんじゃないかな」

　これは店に買い物に来てくれた近所の主婦から聞いた話だ。きっと、野坂の母親伝づてに伝わってきたのだろう。

「困ったことがあったら、早く俺に相談しろよ」

「そんなに心配しなくたって大丈夫だよ。それより、テナントの件はどうしたらいいんだ？」

「テナント？　何の話だ」

　訝いぶかしげに問い返され、不安が頭をもたげてきた。

「だから、ウチにテナントで出て欲しいんだろ？」

　もうその話はどうでもいいのだろうかと落ち込みかけたそのとき、真田は佳久以上の落らく胆たんを見せた。

「お前、俺の企き画かく書しよを真面目に読んでないだろう。俺がお前にやってもらいたいのは、ティールームのプロデュースだ」

「は？」

「商品の販はん売ばいだけじゃなくてイートインなら、アシェットデセールや軽食もできるし、食べてる人の顔が見えていいだろうと思ってな。『自分の作ったケーキで、たくさんの人を笑顔にしたい』んだろ？」

「……！」

　それは雑誌のインタビューで唯ゆい一いつ載のせられた自分の言葉だった。不ふ機き嫌げんな顔写真の下におまけのように添そえられた小さな文字を、真田はちゃんと読んでいてくれたのだ。

「それにプロデュースという形なら、負担を作業的にも資金的にも軽くすることができるし、俺も定期的に関かかわることができるだろうから、お前に会う大義名分ができる」

「────」

「いいアイデアだと思ったんだが、ダメか？」

「いや、ダメじゃない！　いいと思う！」

　イートインをやりたいとは思っていた。店がもっと広かったら店内に客席を置けるのにと考えたこともあるくらいだ。

「やる気になってくれたみたいだな。もっと企画を練ってから会議に出そうと思ってるから、何か希望があったら云ってくれ」

「わかった、考えとく」

　佳久が真面目な顔で頷うなずくと、真田は嬉うれしそうに表情を綻ほころばせた。

「ところで、そっちのも食っていいか？」

「やっぱり、まだ食うんだな……」

「お前のケーキはしつこくないからいくつでもいける。カロリーオーバーは運動すれば問題ない」

「お前がいいんなら別に構わないんだが……。おい、口にクリームついてるぞ」

　大口で頰ほお張ばっているせいで、下唇の端はしにクリームがついてしまっていた。こんな姿を会社の人間が見たらどう思うのだろうか。

「ん、こっちか？」

「違ちがう、逆だ。ああもう、いいから動くな」

　佳久はそう云って手を伸ばし、真田の唇についたクリームを指先で拭ぬぐう。そして、そのクリームがついた指先を無意識に口に運んで舐なめた。

「お前───」

「何だよ」

　じっと見つめてくる真田の視線が気になって訊くと、真顔で返された。

「……いや、意外に恥はずかしいことやるんだなと思って」

「え？………あっ！　いや、これはつい癖くせで！　伊吹が昔よく食べ物零こぼしてて……っ」

　真田の指し摘てきに、自らの行動の大だい胆たんさに思い至る。相手が子供ならともかく、普ふ通つうは大人同士でやることではない。

「どうせなら、直接舐めてくれてもよかったのに」

「ふざけたこと云うな……っ」

「ほら、まだついてるだろ？」

　真田は何もついていない唇を指でつつきながら催さい促そくしてくる。いつもなら拳こぶしで応こたえている場面だけれど、たまには素す直なおになっておいたほうがいいかもしれない。

「ク、クリームを取ってやるだけだからな！」

「はいはい、わかってます」

　無む茶ちやな云い訳をわざとらしく口にしながら、おずおずと唇を寄せる。一週間ぶりに触ふれた唇は、キャラメルの香りがした。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。秋の味覚が美味おいしい季節になりましたが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？

　このたびは『美味しいカラダ』をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　今回のお話は、友人に「パティシエはガテン系なんだよ～」と云いわれたことをきっかけに考えてみました。肉体労働だし、睡すい眠みん時間は短いし、頭脳労働（新作のルセットを考えたり）もしなくちゃいけないし、休みはないし。攻に襲おそわれても疲ひ労ろうが勝って寝ねちゃうよ…！　という妄もう想そうから膨ふくらませていったのですが、いかがでしたでしょうか？

　パティシエのお仕事などに関しては専門知識のある友人に確かく認にんしてもらったのですが（その節はありがとうございました）、ストーリーを優先させた部分も多くあります。本当はもっともっと大変なお仕事だろうと思うのですが、拙せつ作さくでは恋れん愛あい部分をお楽しみ下さいませ。

　参考資料としてパティスリーのガイドブックなどを読んでみたのですが、美味しそうなケーキの写真の数々に食欲が刺し激げきされて困りました。

　気がついたら原げん稿こうそっちのけで、これが食べたい、ここなら買いに行けるなどと思案していました（笑）。時間ができたら、食べ歩きに行くのが野望です。

　───が、そんな欲望を手っ取り早く満たすために、コンビニデザートなどに手を出していたら、洒落しやれにならない体重になってました…。ちょっと途と方ほうに暮れてます。




　最後になりましたが、お世話になりました皆様にお礼を。

　素す敵てきな挿さし絵えを描かいて下さいました陸裕千景子先生には、深くお礼申し上げます。以前から大ファンでしたのでお引き受け下さると聞いたときは、本当に嬉うれしかったです。

　可愛かわいくて凜り々りしい佳久と男前で華はなのある真田をありがとうございました！　表紙もとても可愛くて、タイトルや帯で一部が隠かくれてしまうのがもったいないくらいです。

　担当様にも大変お世話になりました。ご多た忙ぼうかと思いますが、どうかお体ご自愛下さい。

　感想のお手紙などを下さいました皆様にもお礼申し上げます。ありがとうございました！　なかなかお返事が書けなくて心苦しいのですが、どのお手紙もとても励はげみになっております。

　最後までおつき合い下さいましてありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇八年十月


藤崎　都　　
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